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　ハァ、ハァ、ハァ……。

　身体からだが熱い。

　矢に毒でも塗ぬられていたのだろうか。それとも、酷こく使しし続けた筋肉がいよいよ限界に達したか……。ふと腕を見れば、剣を握る右手が返り血で真っ赤だ。倒した敵兵の怨おん霊りようが俺を取り殺そうとまとわりついているのかもしれない。

「アルス！　騎き兵へいが来るぞ！　数は一〇〇！」

　戦友でありライバルでもあるユーリルが槍やりで雑ぞう兵ひようを突きながら叫んだ。

　騎士学校では幾度もぶつかりあった仲だが、いざ戦場となるとこいつほど頼りになる男はいない。しかし、そんな友の声にも死を覚悟した響きが認められた。それも無理はなかろう。こちらは騎き竜りゆうを失い、立っている仲間は俺を含めてわずか一八人だ。対する蛮ばん族ぞくどもの数は歩兵だけでも軽く二〇〇を超えている。そのうえ騎兵の増援までやってきた。我が第二特務部隊の命運は風ふう前ぜんの灯ともし火びといったところか。

「……まさか、蛮族の主力が全部こっちにくるなんてね。ツイてないわ」

　ニーナが愛用の戦せん斧ぷで敵を叩たたき切りつつ自じ嘲ちようするように呟つぶやいた。王国軍でも珍しい女騎士のニーナ。貧しい村の出身だが、眼めを惹ひく容姿をしているためモテる。青年貴族から恋文などをしょっちゅうもらっているほどだ。

「なぁ、ニーナっち。『逃げる』という手もあるぜ？　君さえよければ、このユーリル様がつきあうが」

「包囲されたこの状況で？　騎士学校のテストじゃ０点ね。ついでに罰として腕立て伏せを一〇〇回といったところよ？　先生の怒鳴り声とわたしのビンタつきのね」

「はは！　そりゃ、逃げるわけにいかないな！」

　ユーリルの軽口にニーナも同じ調子で応じた。蛮族の騎馬隊が迫るこんな状況で笑うことのできる二人の友。俺は彼らと剣を並べられてよかったと心の底から思った。

　北部の田舎町に生まれて二〇年。家族と町を戦せん禍かで失い、騎士学校へ送られ一〇年。そして、騎士に任じられ二年……。

　ようやく、これからというところだったが、このガーリア平原で討ち死にするようだ。

　しかし、悔いはない。俺たちが敵主力の誘引に成功したことで、今頃、我が竜王国軍の本隊は蛮族の本拠地《グファラ城》を陥かん落らくさせたはずだ。これによって二五年の長きにわたった蛮族との戦いは終わる。つまり平和が訪れるのだ。

「──ねぇ、アルス。遺族年金はどれくらい出るかしら？」

「そうだな、君の姉や妹たちが孫を見るまでといったところだろう。だが、それだけじゃないぞ。この戦いくさの功績を称たたえ、君の村には英雄ニーナの銅像が建てられる。これまで君が無む慈じ悲ひに求婚を拒んだ貴族たちが出資してな」

「恥ずかしいわ。……でも嬉うれしいかも」

　ニーナは極上の笑みを浮かべると、戦斧を一振りして分厚い刃についた血を飛ばした。

「──おい、アルスよ。オレん家ちはどうなるだろうか？　再興は成るだろうか？」

「当然のことを聞くな、ユーリル。この功績によって貴様が溺でき愛あいする弟君には爵しやく位いが与えられ、貴族へ返り咲くはずだ。伯はく爵しやく……いや、侯こう爵しやくとして国を繁栄させるだろう」

　ユーリルは、フッと笑うと先祖伝来の槍を回してみせた。没落貴族の次男、ユーリル。この男はお家の再興を目指して騎士を志した。元お坊ちゃんのユーリルが血の滲にじむような努力をしてきたことを俺は知っている。二人とも尊敬すべき友だ。また、最後まで従ってくれた兵たちも騎士に引けを取らぬ勇士と言えよう。

「アルス隊長。あなたのような方と剣を並べられて光栄でした。さぁ、最後のご命令を」

「威勢よく頼むぜ、隊長！　あんたと死ぬなら怖くねぇ！　オレたちはあの世までアルス隊長に着いていくぜ！」

　後ろに控えていた兵たちが竜りゆう王おう騎き士し団だんの旗を高らかと掲げた。彼らは皆、徴ちよう兵へいされて戦に身を投じた者ばかりだ。農具の代わりに槍を持たされ、敵を殺すことには葛かつ藤とうがあったにちがいない。それでもよく戦い、助けてくれた。この勇士たちがいなければ、ここまで戦い抜くことはできなかっただろう。感謝のしようもない。

「まったく、ここまで兵に好かれる騎士も珍しいぜ、アルス。最後の号令は譲ゆずってやる。悔しいが皆の気持ちに貴様が応こたえろ」

「そうね。わたしもあなたの命令なら気持ちよく従える。景気よく頼むわ」

　俺は仲間たちの言葉に頷うなずき、土煙を立てて迫る騎兵の大軍に愛剣を向けた。皆もまた剣を、槍を、戦斧を掲げる。

　もはや死への恐怖はない。激戦を戦い抜いたという満たされた想おもいがあるだけだ。

　──我が剣よ！　力を貸せ！　そして、最後の輝きを見せよ！

　さぁ、最後の突撃命令を下そうと、剣を振り上げたそのときだ。ふと、蛮族の騎兵集団の中央に真っ赤な角を生やした兜かぶとを被かぶる敵将の存在に気づいた。

「……あの男は」

《紅くれないの猛もう牛ぎゆうグラーリオ》！　蛮族の宿将にして凶悪な戦士だ。これまでやつの大おお鉈なたによって幾人もの騎士が倒され、何千もの民が殺された。グファラ城に籠こもっていると聞いていたが、よもやグラーリオの騎兵団までこちらへ来ていたとは……。




　──やつを討たねば。




　そう思った。

　あの男がいるかぎり、たとえ蛮族どもの城を陥落させようと戦争は終わらない。村や街を襲われ、民が殺され続ける。そんなこと断じて許せない。もはや剣を握ることさえつらい身だが、やつの血走った眼を見た瞬間、俺は渇かつ望ぼうした。やつの首を挙げたい。そして、あの大将首をこの眼で見たいと。

　するとそのときだ。

　バチッと青白い閃せん光こうのようなものが眼の奥で弾はじけた。

　いったい何事かと、慌てて手甲で眼をこすり、あたりを見回すと瞳にさらなる異常が起きていることに気づいた。騎兵どもの槍の動きが、馬の進む先が、これから起きうる未来が、頭の中に青白い軌跡になって浮かんでいるのだ。これはまさか……。

　未み来らい視しか！

　肉体と精神力を極限まで鍛え上げた騎士のみに発現するという異能《未来視》。

　未来を見通し、己が望む未来へ改かい竄ざんすることさえできる奇跡の力。竜王国一〇〇〇年の歴史において三例しか確認されていないと伝わる異能だが、まさかこんな土ど壇たん場ばで、それもこの俺に発現するなどとは思いもしなかった。だが、これは天てん佑ゆう！

「突撃！」

　無意識に出た言葉は、仲間にではなく自分へ向けての命令だった。

　未来視の導きに従い、土煙を上げて迫る騎兵集団へと駆ける。俺を先頭に、ユーリル、ニーナが続き、一振りの剣のようになって我が部隊は突撃を敢かん行こうする。

　だが、これは玉ぎよく砕さい覚悟の突撃ではない。大将首を挙げるための攻撃だ。騎兵と接敵する瞬間、身体をわずかに右へ逸そらす。すると俺の心臓を貫こうとしていた騎兵の槍先は甲冑の肩当てポールドロンを飛ばしただけで通過した。さらに後続の騎馬が迫ったが俺は何もしない。なぜなら行動する必要がないからだ。

　異能の瞳が映し出すとおり、後ろからユーリルの槍が伸びて馬の目玉を突き、その馬の首をニーナが戦斧で叩き落とした。それと同様に、首の無くなった馬から騎兵が飛び出すように落馬し、後続の騎兵たちは馬脚を乱すまいと避けたのも異能を宿した瞳が視みせる未来のとおりだった。そして、その結果、目前に《紅の猛牛グラーリオ》が現れることも俺には五秒前からわかっていた。

「覚悟！」

　俺は敵の馬を踏み台にして飛んだ。

　愛剣の切っ先が敵将の眉間に吸い込まれていく。そして、頭蓋を貫いたところで首が千切れ、着地した俺の剣にはグラーリオの首が刺さっていた。すべて、《未来視》の導きどおりだった。

「──アルス！　勝かち鬨どきだ！　勝ち鬨を上げろ！」

　ユーリルの声にハッと我に返った。しかし、あれだけ自由に動いた身体がどういうわけかまるで動かない。すると俺の腕をニーナが摑つかみ、剣ごと首を掲げた。

「我が盟友、竜りゆう騎き士しアルス！　見事、《紅の猛牛グラーリオ》を討ち取った！」

　真っ赤な夕日を背に勝ち鬨が上がると、まるで目に見えない膜が破れたかのように蛮族たちの悲鳴が戦場を震わせ、そして、我先にと逃げていった。




　──これがいまだ夢に見る、俺が初めて大将首を挙げた戦の顚てん末まつだ。俺たち三人が興おこした伝説の始まりでもある。




「どうしたの、アルス？　ぼんやりとして」

「……ああ。ちょっと昔を思い出してな」

「しっかりなさい、アルス竜りゆう騎き士し長ちようさん。国民が見てるわ」

　呆あきれたような笑い顔で俺に注意するニーナ千せん翼よく長ちよう。よく磨きこまれた青い鎧よろいに、純白のマントを羽は織おる彼女の姿は猛たけ々だけしくも美しい。その隣で背を伸ばすユーリルもさすが伯爵様といったところか。流れるような金の髪が我が青せい竜りゆう隊たいの青い鎧によく映え、おとぎ話に出てくる王子のようにも見える。

　今、俺たち三人の前には忠誠を誓う三〇〇〇の部下と、歓呼の声を上げる何千、何万もの国民がいる。今日は蛮族の城を陥落させたことを祝う公こう開かい閲えつ兵ぺい式しきだ。

　あの戦いから今日で一年が経たった。

　蛮族の宿将《紅の猛牛グラーリオ》を討ち取った俺たちを待っていたのは、王都での凱がい旋せんパレードだった。城門から城へと続く大通りには道から溢あふれんばかりの人々が押し寄せ、馬車に乗った俺たちを花や色とりどりの紙吹雪を撒まいて祝福してくれた。

　歓呼の声に見送られて王城へ入ると、これまで立ち入ることを許されなかった神聖不可侵の《竜王の間》へと案内された。玉座で俺たちをお待ちになっていた《ラ・ファクト二五世》竜王陛下は仰おつしやった。

「竜騎士アルス、並びにユーリル、ニーナの三名、銀翼騎士の称号を授け、同時にアルスを新設される竜王騎士団青竜隊の初代隊長に任じるものとする」

　我が身に起きたことが信じられなかった。これは前例のない大だい抜ばつ擢てきだった。

　後から知ったことだが、蛮族討伐の本隊は城攻めに失敗し、大敗を喫した。だが、それをありのままに発表すれば軍の威信は地に落ちる。そこで軍は大将首を挙げた俺たちを英雄に祭り上げることで、国民の目を敗戦の事実から逸らすことにしたというのだ。

　くだらない政治工作。だが、そのおかげで俺は騎士隊長に出世し、自身の部隊を作ることが許されたわけだ。田舎町に生まれたこの俺が、である。

「──少し前からは考えられない大出世だな。没落貴族のオレが今や千翼長だ」

「わたしに至っては農家の六女が称号持ちの騎士様よ……。夢じゃないかしら……」

「いや、これは夢ではない。ユーリル、ニーナ。国を動かすぞ」

　激動の一年だった。

　晴れて騎士隊長になった俺は部隊の編成に着手した。まずは蛮族との戦いで生き残った者の中から優秀な者を引き抜き、兵を増やした。次いで、知ち謀ぼうに長たけるユーリルの意見を聞き、攻略戦によって戦死した青年貴族の父母の元へ赴き、復ふく讐しゆう戦せんの後援者になってくれるよう頼んだ。すると彼らは涙ながらに資金援助を約束してくれ、それを元手に武器や防具を購入。万全に装備を整えたうえで蛮族に復讐戦を挑み、約束どおり勝利を得た。結果、遺族たちは心強い後うしろ楯だてになってくれ、わずか一年で俺たちは青竜隊を三〇〇〇規模の大隊へ育て上げることに成功した。

　この国で二一歳の若じやく輩はいが大隊長になった前例はない。陛下から温かい言葉をもらい、爵位を授かり、望めば極上の肉や新鮮な魚、それに舌が蕩とろけるような美う味まいワインを浴びるほど飲むことだってできる。国民は俺たちを英雄と崇あがめ、街へ出れば笑顔を向けてくれる。そう、俺たち三人は摑つかんだのだ。成功を。まちがいなく俺たちはこの国でもっとも成功した二一歳だ。そして、この成功はこれからも続く。いや、続けねばならない。

「次はどうする？　アルス」

「そろそろ蛮族の要塞を攻略しちゃう？　根絶やしにしちゃう？」

　強く、優しく、有能なこのふたりの仲間と、優秀な部下たちがいれば俺は何でもできる。だから彼らに想いを告げた。

「──この王国を地平の先まで広げる。世界を統一するんだ」

　夢や妄想ではなく実現可能な計画を述べるとニーナの指が俺とユーリルの手に伸びた。

「わたしたちの手で世界から争いをなくすのね」

「そうだ」

「戦がなくなれば家を焼かれることも、飢えることもなくなるな」

「そのとおりだ。今の俺たちならそれができる」

　ギュッと互いの手に力が込められた。そして、俺たちは眼を見て誓いあった。

　──世界を手に入れると。

　すると、その誓いを神が祝福したかのように雲間から太陽の光が差し込んだ。光が俺を、ユーリルを、ニーナを黄金色に染め上げる。

　まるでおとぎ話の中にいるような気がした。この世は、剣と勇気、それに友情があれば不可能などない。俺たち三人が力を合わせれば、争いも、飢き餓がも、貧困も、あらゆる苦しみを世界からなくすことができる。この黄金色に輝く世界はすべて俺たちのものだ。今、この瞬間こそ後の歴史に残る伝説の始まりだ。




　──しかし、「世界」は俺が思っていたよりも遙はるかに広く、そして残酷だった。




「……あれは何かしら？」

　ふと、太陽を指差して言ったニーナの問いかけが、俺の知っている世界を破壊した。

　太陽の中にありえないものが浮かんでいた。




　それは船だった。




　巨大な船が雲を切り裂き、王城へと降りてきたのである。

















　　　　１






　はぁ、はぁ、はぁ……。

　腹が減った。

　最後に飯を食ったのはいつだっただろうか？　干し肉が尽き、イワヤマトカゲを狩ったのはたしか五日前だ。それを食いながら、鳥も越えるのを諦めるというキリャク山脈へ入り、ひたすら岩山を登り続けた記憶はある。しかし、いつトカゲ肉が尽きたのか記憶にない。あまりの空腹に、軍の不ま味ずい携けい帯たい糧りよう食しよくでさえ恋しく思えるほどだ。

「無茶をしすぎたか……」

　軍資金の不足と追っ手の存在によって、装備を整えられぬまま山越えする羽目になった。たった三日分の干し肉と水筒の水だけでキリャク越えをするなど正気の沙さ汰たではなかったが……

「……どうやら天は俺を見捨ててはいなかったようだな」

　渓けい谷こくのあいだに一筋の細い街道が見えた。まちがいない。あれはヤヌス街道だ。山々の形から察するところ、ヤーザン伯はく領りよう、コナン山岳地帯のコメダ村の近くといったところか。無理をした甲か斐いあってだいぶ距離と時間を稼ぐことができたようだ。

「ここまでくれば追っ手の心配はあるまい……」

　それでも一旦、岩陰に身を潜ひそめて街道に危険はないかたしかめる。

　道には「よろず屋」と書かれた幌ほろ馬ば車しやが一台と、そのだいぶ後ろに物売りと覚しき中年女が確認できる。女の方はよく見れば子連れだ。背に担いだカゴの中にトウキビの束と幼児がすっぽり入っている。警戒の必要はないだろう。馬車の方はちと怪しげな気配もするが、仮にあの男たちが追っ手だとしても四人程度ならば返り討ちにできる。

　危険はないと結論を出し、街道へ降りる。歩きながら、背負った剣を布に包み、山小屋で拝借したマントを頭から被かぶる。そうして大岩を背にして腰を下ろす。これで俺は休憩中の旅人になった。

「おい、そこをゆく商人。食い物を持っているなら売ってはくれないか？　銅どう貨か三枚でパンと交換してやるぞ」

　馬車が通りかかるのを待って交渉を持ちかけた。が、銅貨三枚を見せても馬車は止まらなかった。

「悪いが『コージ』とは取引はせんよ。パンを渡して、背中からズバッは、ごめんだからな。ほかをあたってくれ」

　コージとは、この地方で「敗はい残ざん兵へい」を意味する蔑べつ称しようだ。無礼討ちにして馬車ごとパンを徴発しようかと思ったが、それこそ「コージ」の振る舞いなので思い留とどまった。

「そのような無む体たいはせん。銅貨五枚ならどうだ」

「だから売らないと言っている」

「なら銀貨一枚だ」

　馬車の中に銀貨を投げてやると、しばらくして食い掛けのパンが飛んできた。王都の食堂なら銀貨一枚で肉を食うことができるというのに、今は歯型がついたパンがひとつだ。それでも久方ぶりの食糧。背に腹は変えられないとかぶりつくと、ガツガツ食う俺の姿がよほど滑こつ稽けいだったのか、馬車の中から下品な笑い声が聞こえた。

「……いったい俺はこんなところで何をやっているのか」

　見上げた空は真っ青だった。国が滅んでも空は変わらず青い。それがやけに虚むなしかった。

　竜りゆう王おう騎き士し団だん、青せい竜りゆう隊たい長ちようアルス。

　それがほんの半年前までの肩書きだった。しかし、今の俺はただの「アルス」だ。団長から授かった《青竜の鎧よろい》はあまりに目立つため山に埋め、着ている服とマントは山小屋に干されていたものを無断拝借した。国王陛下から頂いた剣こそ日々の手入れは怠らぬが、鞘さやに刻まれた騎士団の紋もん章しようは削り落とした。俺が騎士であることが露見すれば厄介なことになるからだ。

「よもや、このようなことになるとは……」

　無意識に王都の方を振り返る。もちろん、城が見える距離ではない。しかし、これだけ離れたというのに憎き敵の乗り物は見ることができた。

　空飛ぶ船。

　あの日、アレが飛来したことで世界は変わってしまった。

　今以もつて信じられぬが、あの船は雲を突き破って降りてきた。しかも、縦の長さは城とほぼ等しく、横の長さにいたっては町ひとつぶんという想像を絶する巨船が飛んできた現実に、弓を射掛けることさえ思いつかなかったほどだ。

　それでも王城に達した《空飛ぶ船》の舳へ先さきから黒衣をまとった人影がパラパラと飛び降り、窓を割って城へ侵入するに至り俺たちは我に返った。ようやく攻撃を仕掛けられたことに気づいたのだ。

　無論、俺たち騎士は迎撃に向かった。ちょうど我が隊が閲兵式の最中。自他共に認める最強軍団へと成長した青竜隊ならば撃退できると皆が信じていた。

　だが、手も足も出なかった。鍛え上げた身体からだも、極限まで磨いた剣技もまるで役に立たなかった。なぜなら、やつらが魔法を使って攻撃してきたからだ。

　いまだ信じられないが、敵は魔法使いだった。まるでおとぎ話の魔法使いが如ごとく、杖つえから炎を飛ばし、電いなずまを自在に操る相手を前に、俺たちは為なす術すべもなく敗やぶれた。

　結果、王は首を刎はねられ、一〇〇〇年も続いた竜王国はわずか半日で滅んだ。友も部下も散り、三〇〇〇人いた青竜隊も壊滅した。なのに、俺だけ生き残ってしまった。そして、これまで守ってきた者たちから命を狙われている。なぜ、こんなことになったのだろう？　旅人などに擬ぎ態たいしている我が身が情けなくて仕方なかった。

「──おや、あんたは王都の人かね？」

　あの屈辱の日を思い返していると、中年女が俺の顔を覗のぞき込こんでいた。俺としたことが指し呼この距離に入られても人の接近に気づかなかったとは……。憎しみが視野を狭めるというのは本当らしい。注意せねば。

「ああ、察しのとおり王都から来た。あの《空飛ぶ船》が気にくわなくて故郷に帰ろうとしているところだ」

「やっぱり、あんたもそうかね。そりゃあ、あんなもんが空に浮かんでちゃあ、頭がおかしくなるだろうからね。王都からこっちへ来る人はみんな同じことを言ってるよ」

　高台の上から確認した子連れの中年女だ。このあたりの慣習なのか頭に緑色のターバンを母子ともに巻いている。顔色がすぐれないのは、おそらくカゴに入ったトウキビのせいだろう。察するところ、町へ売りに出たのはよいが売れ残ったにちがいない。俺に声をかけたのは、荷を減らし、金を得るためといったところか。まぁ、よい。まだ腹は減っているし、目的地まで先は長い。

「そのトウキビ、買おう。あまり金はないが」

「よかよか。どうせ、売れ残りじゃ。やるよね」

　中年女は手を背に回すと、トウキビをボキンと半分に折って俺に寄こした。施しならば受け取れぬが、これはただの好意。ありがたくいただくことにした。

「かたじけない」

「よかよ。どれ、あたしも休ませてもらおうかね」

　よっこらと地べたに座る中年女。礼を言ってトウキビにかぶりつくと存外に甘かった。トウキビとは王国西部の主しゆ要よう穀こく物もつだ。飢き饉きんに強く、粒を乾燥させれば保存も利くため非常食としても重宝する。また、地域によっては甘味として通用するほど甘く育つと聞くが、どうやらこの女の畑ではよい味のトウキビが育つようだ。おかげで先程のパンの不味さを口から洗い流すことができた。

「美う味まいトウキビだ。生き返った思いがするぞ」

「ありがとねぇ。こいつはうちの村の特産なんよ。寂さびれた村じゃが、これだけはよく売れる──いや、売れたんだ……」

　それまで陽気な顔をしていた女の口元から笑みが消えた。どうしたのだろう。売れ残ったことで姑しゆうとめあたりからなじられでもするのだろうか？

「女よ。売れ残ったのはあなたのせいではない。たまたま日が悪かったのだ。これは売れ残るような味ではないぞ」

　本心からそう言ってやったものの、中年女は首を振った。

「そう言ってくれるのはありがたいがねぇ……売れなくなった原因は味のせいじゃないんだよ」

「味でなければ、何が原因なのだ？」

「皇国軍が町に来たんじゃよ」

「やつらに町を襲われたのか!?」

　皇国軍。

　あの《空飛ぶ船》から降りてきた魔法使いどもは自らをギンガ皇国と名乗った。王都を占拠し、主だった一級都市にも進駐を始めた憎き皇国軍。いよいよ非武装の田舎町にまでその魔の手を伸ばしたのか!?

「ああ、ちがうよ、ちがうよ。王都から来なすったんならわかるじゃろ？　皇国軍のやつら、あのコメとかいう豆の小さいのが湧き出る魔法の箱を町にも置いたんじゃ。そのせいでトウキビが売れんくなったんよ」

　コメが湧き出す魔法の箱──コメ箱のことか。皇国め、この地域にも悪魔の箱を置いたか！

「……町の者はさぞや喜んでコメ箱に群がっているであろうな」

「ああ、みんな大喜びさね。だって、箱に手をかざせば好きなだけ食い物が出てくるんだ。しかも皇国軍はタダで使わせる。うちの村でも畑をやめて移住した者もおるよ。皇国はコメ箱の他にも便利な魔法の道具を使わせてくれるというからね」

　この村女が言うように、やつらは魔法を戦いくさにだけでなく日々の生活にも使う。コメ箱を始め、泥がつかない服、一晩で建つ家、万病に効く飴あめといった魔法の道具をいくつも持っており、皇国軍はそれらを王都の各所に置いて住民に貸し出したり、あるいは無償で配っているのだ。たしかに平民からすれば、タダで穀物が手に入ればありがたいだろう。しかし、国民はそれが皇国の恐るべき策略であると気づいていない。攻撃とはなにも剣を使うだけではないのだ。今はトウキビが売れぬだけですむが、汗を流さず食い物が手に入れば、働く者がいなくなるだろう。そうなれば田畑は荒れ、作物がとれなくなる。そうなったとき、やつらが魔法の箱を取り上げたらどうなるだろう？　……俺はあの悪魔の箱が恐ろしくてならぬ。

「ところで、兄ちゃんは兵隊さんかね？」

「──ああ。徴ちよう兵へいされてな。三年ほど蛮ばん族ぞくと戦った」

　村人にとっても皇国のことはおもしろい話ではないのだろう、話を変えてきた。しかし俺は村女に噓うそをつく。騎士だとは明かせない。

「そりゃあ、ご苦労なこって。すると皇国の魔法使いとも戦ったのかね？」

「いや、戦おうとしたら、もう終わってたよ。おかげで命拾いしたが」

「おお、そいつはあぶなかったねぇ。相手が魔法を使うんじゃ、そのおっきな剣も意味がないだろうし」

　そう、意味がなかった。魔法使いとの戦はこれまでの戦争とはあまりにちがった。蛮族の将軍を何人も討ち取り、《百人斬り》の異名を持つこの俺が、やつらの何人かに傷を負わせることしかできなかったのだ。

「……あなたの言うとおりだ。竜王騎士団の精鋭でさえ歯が立たなかった敵が相手ではどうしようもない。その場にいなくてよかったと思っているよ」

「んだ、んだ。戦場にいなきゃ死ぬこともねぇ。それにしても騎士様も不ふ憫びんなこったね」

「不憫？」

「ああ、可か哀わい想そうじゃよ。お国のためって蛮族と戦ってらっしゃったのに、剣じゃどうしようもならない魔法使いにやられちまったんだ。しかも今じゃ皇国に尻尾を振るようになった貴族連中から報ほう奨しよう金きんまで掛けられて追われてるんだろ？　まったく、神さまは何をお考えなのかね」

　神を恨むつもりはないが、貴族どもには恨みを覚える。生き残った騎士を追っているのは皇国軍ではなく、竜王陛下にお仕えしていた貴族たちなのだ。やつらは浅ましくも自らの保身のため俺たち騎士を殺し始め、再起を図ろうと集った仲間たちも騎士狩りに遭ってやられてしまった。悔しくてならない。

「ああ、そうだ。元兵士の兄ちゃん」

「なんであろうか、トウキビ売りの女よ」

「このあたりでも騎士狩りがあるそうじゃ。食い詰めた連中が報奨金狙いで兄ちゃんみたいな人を騎士様に仕立てて殺すようなこともあるらしい。気をつけてな」

　そう言うと女は「どっこいせ」と立ち上がり、カゴから出したトウキビを三本ほど俺の隣に置いて街道を歩いていった。

　……もしかしたら、あの村女は俺が騎士だと気づいていたのかもしれない。そのうえで騎士狩りについて教えてくれたのだとしたら……。

「──この国はまだ終わってないようだ！」

　消えかけていた闘志がふたたび甦よみがえっていくのを感じた。そうだ。たとえ最後のひとりになろうと、憎き侵略者を討ち滅ぼすのが騎士である俺の使命。

　西へ。

　西の賢者の下もとへ急げ。

　賢者テクルノの工房へ行けば、皇国に対抗しうる超兵器を手に入れられる。それさえあれば、あの空飛ぶ船を落とすことができる。

　さぁ、旅を急ごう。西の都はまだ遠い。剣を片手に立ち上がろうとしたそのときだ。

　ふいに目の前を白い蝶ちようがヒラヒラと通り過ぎた。

「──蝶も俺を励ますか」

　このあたりに生息するジュンパクチョウだ。鉱山開発でだいぶ数が減ったと聞くが、どうやら生き残っていたらしい。ジュンパクチョウは幸運を運ぶ天の使い。これは幸先の良いことだ。神も俺が皇国を滅ぼすことを望んでおられるにちがいない。

　ヒラヒラ舞う蝶を眺めていると、ふたたび白い蝶が通り過ぎた。二匹も舞うとはさらに縁起がいいことだ。だが、今度はずいぶんと大きな蝶だ。人の背丈ほどある。しかも手と足があり、その手には虫捕り網を持っている。こいつは……

「女によ人にんか？」

　見間違えだった。人だ。女だ。真っ白い衣ころもを着た女人だ。黒髪の女がジュンパクチョウを捕まえようと追っている。












　まるで羽でも生えたような足取りにしばし眼めを奪われた俺だが、ふと、この女がとんでもないことをしていることに気づいて我に返った。

　俺に幸運をもたらそうという蝶を捕えようとは何事か！

　これは皇国打倒を邪魔するも同じ。国家反逆罪にも等しい行為と言える。

　それにあのいかがわしい格好はなにか。見たところ一六か、一七といった妙みよう齢れいの女だというのに、下着にも似たヒラヒラした白い服で虫捕りに興じている。しかも、ふくらはぎを露出させているにいたっては、あの娘の父母、それに親類のすべてを集め、どのような育て方をしたのかと叱しかり付つけたくなるほどだ。

「女よ！　止まれ！」

　騎士として、いや、人として一言、注意しようと呼び止めるも、女は蝶に夢中なのか気づく様子がない。虫捕り網をブンブン振り回しながら街道を逸それて足場の悪い谷の方へ行ってしまう。ええい！　ヒラヒラ女に構っている暇などないが、素足にサンダルでは怪け我がをしかねない。捨て置くわけにもいかず、女の後を追おうとしたそのときだ。突如、街道の先の方から男の悲鳴が響いた。

「何事か!?」

　咄とつ嗟さに身構え、悲鳴がした方向へ注意を向ける。剣と剣が打ち合わせられる音、それに何かが壊される音がかすかに聞こえた。野盗の襲撃だ。おそらく、パンを買った馬車が襲われているにちがいない。手を背に回して雑ざつ囊のうから短弓を取る。矢の残りは五本。無駄にはできない。

「そこのヒラヒラ女！　野盗が出たようだ！　君は岩の陰にでも身を隠せ──って、どこへ行った!?」

　さっきまで女がいたところにはジュンパクチョウが飛んでいるだけだ。周囲を見回すと悲鳴がした方へ駆ける後ろ姿があった。

　いったいなんなんだ、あいつは！　古今東西、野盗が狙うのは金と積荷と、それに女だと相場が決まっている。その女が自分から出向いてどうするのか！　止めようと弓を片手に女の後を追うも、ヒラヒラ女は騎士であるこの俺が追いつけぬほどの速さで突っ走り、ついには街道の先へと出てしまった。

　そこは窪くぼ地ちのようなところだった。奥には横転した馬車が見え、荷台から溢こぼれ落ちた木箱や壺つぼが散乱している。そして、積荷を物色していた野盗が五人、先ほど俺にトウキビをくれた女を見つけ、荷台からわらわらと出てくる姿が見えた。トウキビ売りの女は腰が抜けたのか尻しり餅もちをついて藻も搔がいている。このままでは母子ともども危ない。

　するとそこへヒラヒラ女が割って入った。そして、白い衣の裾に手を入れると腿もものあたりから黒い棒を取り出した。

「あれは！」

　王城防衛戦で皇国軍が使っていた魔法の杖だ。炎や雷を放つ恐るべき武器。蝶を追い回す滑稽な姿から想像もつかなかったが、あの女は皇国軍の魔法使いだったのだ。魔法を使えるのならば、野盗の前に立ったのも頷うなずける。

「──ヴラスター・ア・オン───！」

　女が魔法の詠唱を始めた。杖が赤い光を帯び、キュイーンと奇怪な音を立て始める。ほどなく野盗は杖から放射される炎で燃え上がるはずだ。しかし。

　プシュン。

　気の抜けた音が辺りに木こ魂だました。

「……ちょ、ちょっと！　出ないってどういうこと!?　噓うそでしょ!?」

　女が慌てた様子で杖をいじり始めた。魔法の詠唱に失敗したのか？　それとも杖にヒビでも入っていたのか？　俺にはわからない。わからないが、魔法が使えないようだ。

　ならば、早く逃げろ！

　そう心の中で叫んだ俺だが、女は信じられない行動をとった。なんとヒラヒラ女は杖を投げ捨てると両手を水平に上げ、野盗の前に立ちはだかったのである。

「……見上げた女だな」

　皇国軍の魔法使いとはいえ、魔法が使えねばただの人。あの細い身体つきからして武術の心得はないだろう。それにも拘かかわらず、見ず知らずの女を守ろうという心意気、敵国の人間とはいえ敬意に値する。

　野盗までの距離は一〇〇リグルといったところか。まだ多少の時間はある。

「トウキビ売りの女よ。落ち着くがよい。一度、深呼吸すれば歩けるようになる。子をしっかり抱いて逃げよ」

　女に近づき、彼女の背に手を置き、呼吸を落ち着かせる。それから谷の方を指差し、避難に適した方向を示す。敵を前にして怯おびえた新兵は、このように逃げ道を教えてやると動けるようになる。この村女も膝をガクガクさせながらも子を抱えて指差した方向へ走っていった。トウキビ売りの方はこれでよし。

　さて次は。

　ようやく野盗が来てくれた。

「皇国の女。この戦い、俺がもらうぞ」

　ギチギチと振り返ったヒラヒラ女の顔は可哀想なくらい引ひき攣つっていた。だが、悪い顔ではない。敵国の女だというのが残念なほど善よき表情だ。

　弓に矢を番つがえ、一射。

　まずは首領と覚しき男の首を射い貫ぬく。狙いどおり首が血を吹き出しながら宙に飛んだ。残る野盗が生首の行方ゆくえを追って俺から眼を離したところへ剣を抜いて斬り込む。ひとつ、ふたつと首を落とす。残る野盗はふたり。眼を移すと野盗は背を向けて逃走を始めた。

「意気地なしどもめ」

　そのうち一人は射殺し、残るもう一人は脚を射貫く。それから両手の腱けんを切り、腹を蹴り上げて黙らせる。この五人の他にも仲間がいるはずだ。ゆえに生かして恐怖を吹ふい聴ちようさせる。そうすれば野盗どもも慎重になり、結果、略奪や襲撃が少なくなろう。俺が騎士であると広まりかねないが、関かかわってしまった以上、この街道の安全を優先させたい。

「よし、次は」

　生き残った者がいれば手当てをせねばなるまい。横転した馬車の方へ眼を移すとヒラヒラ女がそこへ走っていくところだった。まったく、死にかけたというのに気丈な女だ。

「女よ。生き残った者はいたか？」

　馬車に近づき、ヒラヒラ女に問い掛ける。皇国の者がこちらの言葉を解するかわからなかったが、女は首を振った。どうやら言葉は通じるようだ。

　女を下がらせ、幌の中をたしかめる。なるほど血の海といった惨状だ。生きている者はいない。

　ただ、彼らを悼いたむ気持ちにはなれなかった。なぜなら積荷が盗品と覚しき高価な装飾品や絵画ばかりだったからだ。おおかた、皇国の侵攻のどさくさに紛れて貴族の屋敷などから盗み出したのだろう。

「……君も災難だったな。命を張って救おうとした商人が盗とう賊ぞくだったとは」

「いいえ。盗賊でも人間ですよ。助けられなくて残念です」

　意外にも落ち着いた声が返ってきた。女にもかかわらず死体を怖がる素振りもない。

「なにが残念なものか。盗みを働く者など犬畜生にも劣る。たとえ生き残った者がいても両腕を切り落としていたところだ」

　それはともかく、面倒なことになってしまった。平時であれば官かん吏りにでもこの始末を命じればよいが、王制が途絶えた今、官吏であってもこの盗品を横領しかねない。かといって捨て置けば、野盗の残りが拾いに戻ってくるやもしれぬし、近隣の村人がこれを巡って諍いさかいを起こすことも考えられる。

　燃やすか。それが一番に思えた。この女が異を唱えたとしてもそうした方がいい。そう決めて火打ち石を懐ふところから取りだしたときだ。

「あっ！」

　死者に手を合わせていたヒラヒラ女が声を上げた。どうしたのかとそちらを見ると、女は馬車の横に転がる大おお壺つぼを指差していた。不自然に壺が揺れている。

「人です！　壺の中から人の声がします！」

　たしかに人が壺の中に閉じ込められているようだ。壺には縄がかけられ、蓋ふたに貼られた封じ札には「リョウ」とある。これは北部の土地で「七」を意味する古語だ。その下には「女」を表す記号が続いている。これまたやっかいな積荷のようだ。

「どうしたんですか！　早く出してあげてください！」

「わかっておる。下がっていろ」

　正直、開けたくないという気持ちがある。しかし「二〇」や「二五」ではなく、「七」では開けないという選択肢はなかった。同時に野盗どもが盗賊を皆殺しにしてくれたことに感謝した。もし、生き残っていたら首を刎ねる労をかけられただろうからだ。

　短剣を抜き、縄をブツリと切る。忌々しい封じ札を破り、蓋を開けてやると籠こもった臭いが鼻を突いた。やはり中身はやつらが攫さらってきた商品だった。

　七歳の女の子。

　金色の髪に青い瞳を持つ少女だ。北方の氏族のあいだにこのような瞳と美しい容姿を持った子が稀まれに生まれると聞いたことがある。そして、そうした子供を人買いが高値で買うとも。壺の中に視線を落とすと青い一対の瞳と眼が合った。ひどく怯えている。

「子よ。心配することはない。俺の名はアルスだ。そなたを攫った賊は退治した。手を伸ばせ。出してやろう」

　壺の中に手を入れると、しばらくして両の手で摑つかむ感触がした。そのまま引っ張りあげ、抱いてやる。












「よかったぁ。無事なようですね」

　ヒラヒラ女が安あん堵どの溜ため息をもらした。見たところ衰弱は少なそうだ。長いあいだ、壺の中に閉じ込められていたにしては血色もよく、怪我もない。考えるのもおぞましいが、この整った顔立ちが盗賊どもに商品価値を落とさぬための努力をさせたのだろう。

「お嬢ちゃん、お名前は？　歳としはいくつ？」

「……リョウ。歳は七なな歳さい」

「まぁ、リョウちゃんっていうのね！　いいお名前だわ！」

　ヒラヒラ女の問い掛けに、七歳児は「リョウ」と答えた。北部から連れ去られたはずだが、北の訛なまりがない流りゆう暢ちような王国公用語だ。しかし、自分の名前を「数字」で答えたことが心を寒くした。人身売買を生業なりわいとする犯罪者どもは攫った子を服従させるために暴力によって心を壊し、名前を捨てさせる。この子は名を奪われたのだ。

「……家はどこだ？　親はどうした？」

　問うとリョウの頰ほおに涙が伝った。やはり家族を盗賊に殺されたのだろう。不憫な娘だ。

「誰か頼れる親類はいないのかしら、リョウちゃん」

「いないです。みんな、いなくなりました」

　頼る親しん戚せき縁えん者じやがいないと言うリョウ。これは困ったことになった。

「あの、あなた。ちょっと」

「なんだ、皇国の女よ」

「ですから、ちょっとこっちに」

　どうやら大人の話があるようだ。リョウを手近の岩に座らせ、ヒラヒラ女に引っ張られるようにして馬車の陰に向かう。

「えっと、たしかお名前はアルスさんと言いましたね？」

「俺は君に名乗っただろうか？」

「さっき、リョウちゃんを助け出したときにそう言ってました」

「そうであったか。で、なんだ？」

「なにもかにも、リョウちゃんをどうするかです。こちらでは身寄りのない子供をどのように保護しているんですか？」

　敵国の女だというのに孤こ児じの心配をするとは妙な女だ。いや、すでにこの国はこやつらのものか。何か企たくらんでいるのかもしれん。慎重に応じよう。

「この国において親を失った子供は保護する大人がいなければ死を待つのみ。そういうものだ」

「ひどい！　死ぬのを待つって、なんて薄情な国なの！　子供は宝物なのよ！」

「皇国の女よ。薄情とは聞き捨てならないな」

「だって本当のことでしょ！　あなたに相談したのはまちがいだったわ！　こちらで何とかします！」

　どういうわけか憤ふん慨がいしたヒラヒラ女は、先ほど投げ捨てた魔法の杖を拾ってくると、見せつけるようにして耳に柄を近づけた。

「……何をするつもりだ？」

「船に連絡を取ってリョウちゃんを保護してもらうんです！　文句なんて言わせませんから！　──もしもし通信室、通信室、応答せよ。応答せよ……あれ？　どうしたのかしら、うんともすんともいわないわ」

　小首を傾かしげる皇国の女。杖に向かって話しかける姿は滑稽極まりないが、魔法を使えるという前提で考えると、この女は笑えないことをしようとしている。

「……ちと問うが、その杖を使えば、王都に浮かぶ船と話すことができるのか？」

「そうなんだけど……なんだか繋つながらないわ。どうしたんだろ？」

　なんということだ。王都からここまで徒歩で二〇日、馬で一〇日、軍用ハトを使っても最短で二日もかかる。だというのに、この様子だと瞬時に通信ができるようだ。やはり魔法とは恐ろしい。だがしかし、どんな道具も使う者がダメでは役に立たないようだ。

「女よ。余計なことかもしれぬが、野盗を退けようとした際、慌てていたな？　その杖は不調なのではないか？」

　ヒラヒラ女は天を仰ぎ見た。

「そうだった。リーキオ切れだったんだ……」

「リーキオとは？」

「えっと、魔法力とでもいうのかな。この杖、魔法力切れで何の役にも立たない……」

　思いがけずいいことを聞いた。この恐るべし魔法の杖は、魔法力が尽きるとただの棒に戻るようだ。つまり、リーキオ切れになるよう戦えばいい。それはさておき……。

「他に連絡手段は？　伝でん書しよ鳩ばとなどは持っていないのか？」

「伝書鳩？　ハトを軍事利用したら動物愛護法違反になっちゃう」

　またわけのわからないことを言う。

「つまり連絡手段がない」

「……うん」

「ならば船に戻って、しかるべき者と話せばいい。そもそも、君はあの船からどうやってきたのだ？」

「そりゃ、タンワープして」

「タンワープ？」

「えっと瞬間移動魔法みたいな？　一瞬で行きたいところへ行けるの」

「では、その魔法を唱えて帰ればいい」

　そう言ってやると女は手に持ったままの虫捕り網を眺め、それから何か重大な失敗に気がついたというようにサァッと顔を青くさせた。

「どうした」

「船にカバンを置いてきたんだった……。タンワープに必要な道具とか、お金なんかも全部その中だ。今、私、遭そう難なんしてる」

　蝶を追っかけまわしている姿から察しはついていたが、どうやらこのヒラヒラ女は信じられないほど「おっちょこちょい」のようだ。

　さて、そろそろたしかめておかねばなるまい。自然を装って剣の柄に手を当て尋ねる。

「一応、聞いておこう。魔法使いよ」

「えっと魔法使いじゃないですけど、なんでしょう」

「君はここへ何をしにきた」

「何ってチョウチョを捕りに」

「蝶を捕ほ獲かくして何をする」

「研究ですよ、研究」

「研究？」

「はい。チョウチョを始め、この地域に生息する動植物はとても貴重なものばかりなんです。だから私はそれを調べにきました。自然調査官として」

　虫捕り網の柄をトンと地につき、胸を張って身分を明かすヒラヒラ女。俺は剣から手を離し、行き場を失ったその手で頭を掻かいた。

「つまり、君は軍人ではない？」

「ええ、ちがいます。私は自然調査官です。きちんとした資格を持った国の役人です」

　尋ねずともわかっていたが、この娘は軍属ではなく文官のようだ。蝶を捕りに来ただけの文官ならば斬る必要はない。

「君は遭難していると言ったな。現状、船へ帰ることも、連絡を取ることもできないと」

「ええ、お恥ずかしいことに。おかげであの子を船に連れていけない。どうしよう」

　敵地で孤立しているというのに、自分ではなくリョウの心配をする娘に、俺は思わず吹き出した。

「皇国の女よ。あの女の子のことを君が気に掛ける必要はない」

「そんなわけにいかないでしょ！　あなた、言いましたよね？　死ぬのを待つだけだって！」

　わかってはいたが迂う闊かつな娘だ。

「たしかにそう言ったが、俺は『保護する大人がいなければ』とも言ったはずだ。盗賊に拐かどわかされ、このようなところへ連れてこられた不幸な子供を誰が見捨てられよう。そもそも養う覚悟がなければ、あの壺を開けはしなかった」

「え、ええ!?　養うってあなたがリョウちゃんを育てるっていうの!?」

「大人ならば当然であろう。もっとも今は大願を抱く身ゆえ、直接は育てられぬが、人を雇って養うことくらいはできる。ただし、本人が俺の助けを必要としていればの話だがな」

　幌の向こう側へそう言ってやると、こちらの様子を窺うかがっていたリョウがトコトコ歩いてきて袖に縋すがりついた。一刻も早く西の都を目指さねばならないが、こんな子供を見捨てられるはずはない。子は国の宝だ。王国を復興させるのはこの子たちの世代なのだ。

「えっと、アルスさん……私、あなたを誤解してたみたい」

「よい、気にするな。皇国の人間が俺を理解できるはずはない」

「いえいえ、謝罪します。よく見れば、アルスさんはおっかない顔の中にも優しげなところがあります。眼が怒ってるみたいに吊つり上あがってて、ガァーって感じですけど、見た目より性格はいいですし、子供に優しいところなんて、とてもすばらしいと思います。『人は見かけによらない』の典型だと私は見ました」

「……君はよほど俺の容姿に思うところがあったようだな」

「あー、そういう意味じゃありませんってば。とってもお優しい方だというのを強調すべく申したまでです。それでですね、子供に優しい人というのは大抵、女子にも優しいものでして、なんというか、とっても優しいアルスさんにお願いがありまして……」

　まどろっこしいやつだ。頼みがあるなら単刀直入に言えばいいものを。

「安心しろ。敵国の娘とはいえ、このような危険な場所に女を置いていくようなことはせん」

「やったぁ！　あ、私はサファイアといいます」

「名前など聞いてはいない」

「いえいえ、覚えておいてください。私の名前はサファイアです。家の事情で姓がないんですけど、その辺は気にしないでください。じつはこのサファイア、腕の立つ現地の人をガイドに雇おうと思ってたんですよ」

「ガイド、だと？」

「はい！　あなたは私が探し求めていた人材そのものなんです。だから私はアルスさんをスカウトします。いやぁ、まさかこんな街道のど真ん中でアルスさんみたいな人と出会えるとは！　どうやら私は信じられない幸運に出会ったみたいです！　やったね！」

　何を言っているのか、このヒラヒラ女は。

　この場に捨て置こうと思ったが、先ほど保護することを約束してしまったおかげで、そうもいかない。どちらかといえば、子供よりもこちらの方が厄介そうだ。

　ふぅと溜め息をついた俺の頭上をジュンパクチョウがヒラヒラと飛んでいった。

　幸運を運ぶという白い蝶。どうやら、厄介事も運ぶようだ。
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「──あの、アルス様」

「なんだ、リョウよ」

「西部地方は少々寂れているようですね。土地が痩やせているのでしょうか？」

　コメダ村。

　盗賊に拐かされた少女と、虫捕り網しか持たぬ皇国の娘を保護することになった俺は、とりあえず一番近いコメダ村を目指すことにした。

　しかし、日が暮れる前にどうにか辿たどり着ついた村は粗末な茅かや葺ぶきの民家が八つと、トウキビ畑の先に屋敷が──いや、荒あばら屋やが一軒あるだけの頼りない村であった。地図に載っている村なのでもう少し大きな村落かと思っていたが……これは予想外だ。

　ただ、この村以上に予想外だったのはリョウだ。道中、いろいろ驚かされたが、この子は明らかに普通の子供とはちがう。とくにその目の付け所のよさには驚くばかりだ。

「リョウよ。たしかに寂れた村だが、このあたりの土は肥えているはずだ。活気がない理由は蛮族との前線が近かったうえ、王都との交易路からも外れているからだろう」

「なるほど。たしかに焼き討ちのあとがありますね」

　俺の背の上からリョウがそんなことを言う。まったく、よく気づいたものだ。注意深く正面の荒れ地を見れば、住居か納屋に火矢でも打ち込まれたのだろう、焦げた木片が転がっている。

　助け出してからここまでの道のりでわかったことは、リョウが聡そう明めいな子供だということだ。七歳といえば父母から離れただけで泣き叫ぶものだというのに、自分が置かれた境遇をしっかり把握し、俺に恩を感じているのか「アルス様」と敬称をつけて呼ぶ。折をみて生い立ちなどを聞くつもりだが、少なくとも平民の子ではないだろう。それに引きかえ……。

「な、な、な、何この村！　茅葺きのお家うちに青々とした畑、そして背後に広がる青い山々！　これは私が思い描いていたカントリーそのものじゃない！　そう、ここはカントリーだわ！　マイ・カントリー！　最高の村よ！」

　一人、何が嬉うれしいのかはしゃぎ回るサファイア。年頃の娘だというのに髪もまとめず、服の裾が翻ひるがえるのも気にしないその様は正直、目のやり場に困る。

「アルス様」

「なんだ、リョウよ」

「道中、気になっていたのですが、なぜサファイア様はお風呂上がりのような格好をなさっているのでしょう？　恥ずかしくはないのでしょうか？」

「言うな。あやつは竜王国の民ではなく異国の人間だ。ゆえに我らとは異なる恥ずかしい服飾文化を持っているのだ。しかし……」

「しかし？」

「リョウはけっしてあのような格好を真ま似ねしてはならぬ。よいな」

「誰が真似などしましょうか」

　俺は賢い七歳児を背から下ろし、頭を撫なでてやった。そうだ。女がみだりに肌を晒さらすなどあってはならぬことなのだ。とくに、ふくらはぎを露出させるなどもってのほかだ。

　それはともかく、予定を立て直さねばならない。このコメダ村で村長か、あるいは信頼できそうな者をみつけ、国王陛下から授かった短剣と引き替えに二人を預けるつもりだったが止めた方がいいだろう。

　村を見るかぎりどの家も家族を養うことで精一杯といった様子。そういった家に住む者は心が荒すさんでいるものだ。たとえ万金の値がつく短剣を渡しても、二人に相応の生活をさせてはくれまい。この村では一晩の宿を乞うだけにとどめ、次の町へ向かうのが得策だろう。

「サファイア。君の服は──」

　次の町で買う、と告げようとしたときだ。そのサファイアは禿はげ頭の老人と何かやり取りをしていた。右腕に腕章をつけているところを見ると村長のようだが……、いったい何を話しているのだろう？　リョウを抱っこして近づいてみる。

「ほらほら、村長さん。これ見て、これ。トケイっていうの。この文字盤を見れば今が何時なのか正確にわかるのよ。二つの針が両方、上を指したら正午。長い針が上で短い針が右ならおやつの時間。毎日、ネジさえ巻いてあげれば永久に時間を教えてくれるの！」

「ほう。なかなか便利そうじゃな」

「そうでしょ、そうでしょ！　ちなみにこの金色のところは本物の金！　文字盤の白いところはアコヤ貝の殻を貼り合わせたものなの！　すごいでしょ！」

「ふむ。お宝じゃのう～」

　どうやらサファイアはたまたま通りかかった村長に自身の腕輪を自慢しているらしい。目もく論ろ見みは不明だが、これは一言注意せねば。

「……サファイアよ。みだりに君の国の宝具を見せびらかすものじゃない。珍しい物は時として災いを招くものぞ」

「いえいえ。見せびらかしてるわけじゃないですよ？　私は商売しているのです」

「商売……だと？」

「ええ。まだ、この地域の物価についてはっきり把握できていませんけど、おそらく素材の価値だけでも対等な取引になるかと……。えっと、村長さん。いかがでしょうか？　このお家と交換って」

　家と交換だと!?

　サファイアが指差すのは街道から少し入ったところにある荒ら屋だ。この寂れた村には不釣り合いな大きさの二階屋ではあるが、人が住まなくなってからだいぶ経たつようで、嵐でもくれば吹き飛んでしまいそうなほど傷んでいる。これはいかん！

「落ち着け、皇国の女よ！　ひとり敵地にいて不安なことはわかるが、この俺が責任を持って安全な宿を用意する。それに何かしらの手段を講じて君の仲間と連絡が取れるようにするとも約束しよう。だから、迂闊な行動は慎め！　そもそも、あの荒ら屋には銀貨一枚の価値もない！」

「いえ、あるわ！　だって、天然木材を使った家なのよ？　それに立地だって抜群！　私の時計とだって釣り合うはず、いいえ、それ以上の価値があるわ！」

「いいや！　そんな価値はない！　その腕輪がどういったものなのかわからぬが、それが黄こ金がねでできているなら、王都でそれなりの屋敷と交換できるはずだ。敵国の女が王都に住むなど考えたくないが、少なくともあんな朽くちた家を買うのは、君にとって損になる！　リョウよ。子供のそなたでもそう思うであろう？」

　物の価値がわからないこの女に教えてやるため子供のリョウに同意を求めた。俺の言うことを七歳児が認めれば、こやつも考え直すだろう。

「はい。アルス様のおっしゃるとおりです」

　リョウは深く頷いた。そうだ、子供でもそのくらいのことはわかるのだ。しかし、リョウは言葉をさらに続けた。

「おっしゃるとおり、この屋敷だけでは魔法の腕輪と釣り合いません。土地の永代使用権と家畜二頭、布団が三組、一カ月分の食糧、それに裏の畑と作業小屋をつけてようやく天てん秤びんが釣り合うといったところです」

「待て、子供。それはガメすぎじゃ」

　村長がペラペラとしゃべるリョウを止めようとするも、リョウの口は止まらなかった。

「ご納得いただけないのなら、町で腕輪をお金に換えてからにしましょう。子供のわたしが見ても、《トケイ》というこの腕輪には黄金以上の価値があるように思えます。町で商人に見せれば、この家どころか、村を丸ごと買えるような金額で買い取ってもらえるはずです。──アルス様、そうですよね？」

　いきなり話を振られて面食らう。この七歳児はなんなんだ？　商家の生まれなのか？　わからないが、わかることはリョウの言っていることが世間一般の価値観と照らし合わせてもまちがってないことだ。

「……そうだな。聖堂の鐘を聞かずとも、時がわかるのであれば便利だろう。たしかに町で売れば金貨五〇枚……いや、八〇枚で買い取ってもらえるかもしれぬな……」

　あるいは一〇〇枚でも欲しがる者がおるやもしれん。この《トケイ》とやらが真まことに時を正しく刻むのであれば、兵と時を合わせて挟きよう撃げきするといった戦い方もできよう。悔しいがこの腕輪、俺が欲しいくらいだ。そんな気持ちが顔に現れていたのか、村長は「商談成立じゃ！」と唾つばを飛ばして叫ぶと、サファイアの手から腕輪を引ったくるようにして走っていってしまった。そして、「やった！」と村長と競走するかのように両手を上げて荒ら屋へ走っていくサファイア。

　家を買うという人生の重大事がまたたくまに行われたことに呆ぼう然ぜんとする俺の裾を、リョウがキュッと摑んだ。視線をそちらへやると、そのへんの七歳児が見せるように、褒ほめてほしいというような顔をしていた。どうやらこの賢い子供は俺の意図を誤解して受け止め、商談がこちらの利となるよう口を挟んだようだ。きっと、助けられた恩返しをしようと考えて……。

「よくやったぞ、リョウ。そなたのおかげでサファイアは損をせずに済んだ」

　そのため俺は養い子の望むようにしてやるしかなかった。するとリョウは初めて笑顔を見せてくれた。あのボロ屋はともかく、この笑顔を買ったと思えば悪くない買い物だったのかもしれない。もっと言えば、ヒラヒラ娘に家ができたのだから、これ以上の面倒を見ずにすむ。そう考えると、この七歳児はよい働きをしたことになる。まったくもって将来有望な子供だ。末は学者か、大臣か。

「もう一度言う。よくやったぞ、リョウ」

　ギュッと抱いてやると、リョウの身体が不意にだらんとした。どうしたのかと慌てて顔を見るとリョウは寝息を立てていた。無理もない。幾日かわからぬが長いあいだ壺の中に閉じ込められ、さらには見ず知らずの男女と半日も歩いたのだ。身も心も疲れ切っていたにちがいない。だが、休めるところがすぐそこにある。そういう意味では、あのサファイアとかいう皇国の女も労ねぎらってやらねば。

「アルスさーん！　さっきの村長さんからお布団を三組、もらってきてください！　早くリョウちゃんを休ませてあげないと！」

　声をかけてやろうとしたら、ボロ屋の戸を開けて埃ほこりに噎むせ返かえるサファイアからそんなことを言われた。摑みどころのない娘だが、家を買ったのはリョウを休ませるという目的もあったようだ。俺は少しばかりヒラヒラ女を見直した。

　ゆえにサファイアの言葉に従い、村長の家から布団を三組持ってきてやることにした。村長から「今日寝る布団がなくなるぅ！」などと騒ぎたてられたが、そういう契約を結んだのだからと構わず分捕った。夏も近い。一日や二日、布団がなくとも風邪をひきはすまい。湿し気けった寝具を両手に抱えてボロ屋へ戻る。

　あらためて屋敷を見ると、あちこち傷んでいるが建物としての造りはそう悪くないように思えた。広さはおよそ騎士学校の初等宿舎一個分ほどで二階建て。季節がはっきりしたこの土地の風土に適するよう格子付きのショルジ窓が入っており、使われている柱も存外しっかりしている。

「なるほど、民家ではなく元は宿屋であったか」

　戸の脇に「コメダ旅館」と彫られた看板が落ちていた。それを横目に中へ入ると、たしかに旅館らしく土間が広くとられ、一枚板の長い腰掛けと沓くつ脱ぬぎ石いしが客を迎えようというふうに設しつらえられていた。そして、廊下の方へ眼を移せば……。

「きゃっ！」

　戸の溝に脚をひっかけて転がる新しい家主の姿があった。手に雑巾を持っているところをみると、寝る場所だけでも掃除しようとしていたようだが……、水の入った桶おけを持っていたおかげで床がびしょ濡ぬれだ。

「何をしておる！　床に水を撒けば板が腐るであろう！」

「ちょ！　びしょ濡れになった私について何かかける言葉はないんですか!?」

「では、思ったことを客観的に申そう。その破は廉れん恥ちな白いヒラヒラ服が水によって透け、下着と覚しきサクラ色の布が浮き出ておる。見苦しいゆえ、早くなんとかせい」

「きゃー。恥ずかしいこと言わないでください！」

　なにがきゃーだ。はしたないやつめ。

「恥ずかしいことを言わせたのは君であろう。早く着替えるなり、服を乾かすなり、自分でどうにかしろ。この始末と部屋の掃除は俺がしておく」

「ありがたいのですけど、私、そのぅ、服の替えが……」

「俺の服を着ろ。雑囊に中なか着ぎが入っている」

　ぽいと背負った雑囊を投げてやり、サファイアが残していった桶と雑巾を手に取る。

　廊下を中央に見て、右側に客室が四つ。左手は大部屋になっており、部屋の中央には囲い炉ろ裏りがある。西部地方でよく見られる宿の造りだ。

「……二階は三部屋といったところか」

　廊下を曲がった先に急な階段があった。上がどうなっているか暗くてわからないが、たしかめるのはあとでいい。まずはリョウの寝床の確保だ。

　右の一番奥の部屋が比較的、傷んでないように見えたのでそこを掃除することに決めた。まずは桶に水を満たしたい。あの娘はどこで水を汲くんだのだろうか？　隣の部屋からごそごそと音がしたので戸を開けて尋ねることにした。ちょうどサファイアが白い服を脱ぎ、窓の前で絞っているところであった。皇国ではずいぶん奇抜な形をした下着が着られているようだ。紐ひもで繋いだ椀わん状じようの布で乳房の膨ふくらみを覆っている。

「サファイア。水はどこだ？」

「きゃー」

　なにがきゃーだ。全裸ならともかくうるさい娘だ。

　それでも玄関を出て右だと教えてくれたので行ってみる。村の様子からして手汲みの井戸かと思ったが、手こぎポンプがついた井戸だった。これはありがたい。シュコシュコとハンドルを上下させ、桶に水を満たす。ついでに顔も洗う。冷たくて気持ちいい。行水をしたいところだが、その前に掃除だ。桶を持って部屋へ戻る。

　途中、恨みがましい顔をしたサファイアに呼び止められた。

「……あのぅ、アルスさん？　戸を開けるときは必ずノックしましょうね？」

「我が国にそのような慣習はないが、今度からそう心掛けよう」

「それはともかく、このシャツ、ぶかぶかなんですけど」

「我慢せい」

「では、下はどうすればいいでしょう。ワンピースを脱いだらパンツ一丁という有様でして」

「毛布を巻いているではないか。乾くまでそうしていろ」

「なんだかひどい格好だなぁ」

　まったく、借り物に文句をつけるとはワガママなやつだ。それはともかく、このワガママ女の寝床も作ってやらねば。客観的に見てサファイアは美しいと思える見てくれをしている。色香に惑った村人が忍び込んでくる危険を考慮し、二階に寝かせた方がいいだろう。さて、二階にも手を出すとなればホウキが欲しいところだが……。

「アルスさん、ホウキをみつけましたよ！」

「でかしたぞ。ちょうど欲しいと思ってたところだ」

「あ、ちょっと待ってください。穂先にカブトムシがくっついてる……。すごい、こっちのカブトムシ、角が三本もついてる……」

「そのホウキをよこしなさい」

「だめです。このカブトムシはホウキの上で寝ているようなのです。これは寝ているうちにスケッチしておかねば。こんなチャンスは滅多にありません……」

「君はいったい何がしたいのか……」

　いずこからかペンと板を取り出して、カブトムシの絵を描き始めたサファイア。インクも付けずにどうして板に線を引けるのかさっぱりわからないが、ペンを器用に操ってスラスラとカブトムシを絵にしている。もう、夢中になって周りが見えていないといった様子だ。こやつは放っておこう。たぶん、役に立たない。俺はカブトムシがついた穂を短剣で一束切ってサファイアの元に残し、ホウキを接収した。そして、床を隅から掃いていく。これだけ埃が溜まっていると掃除もおもしろいものだ。貯まったゴミを縁側からまとめて掃き出すときなどは快感さえ覚える。

「アルスさん。このカブトムシはここら辺によくいるんですか？　名前とか知りません？」

「それはミツツノカブトといって王国の南西部に生息している昆虫だ。稀まれに四つ角をつけることもあって、そういった個体は商人が高く買うので、子供たちが小遣い稼ぎのために森を探し回る」

「四つ角のカブトムシを商人さんは買い取ってどうするんですか？　ペットにするの？」

「秘薬の原料にする」

「その秘薬の薬効は？」

「精力増強」

「きゃー」

　なにがきゃーだ。いや、年頃の女ならそんなものか。俺はよくデリカシーが足りぬと言われる。

　カブトムシの話をしているうちに部屋の掃除があらかた終わった。気になるところはいくらでもあるが、今はこの程度で十分だろう。布団を敷き、枕を置く。いや、この枕はリョウの頭には高すぎる。トウキビの殻を詰めてあるようなので、端を破り、殻を抜いて高さを調整する。パラパラ。よし、このくらいか。キュッと穴を結んで閉じる。

「リョウよ。寝床ができたぞ。板の上よりはよく眠れよう」

　寝苦しそうなリョウを抱き上げ、布団の中へ入れてやる。毛布をかけ、胸のところをポンポン叩いてやると、気持ちよさそうに寝息を立て始めた。これでよし。

　さて、次は……。

　ヒラヒラ女あらためカブトムシ女の方を見ると、虫かごにカブトムシを入れているところだった。傍らにはもう一匹、板に貼りついている。早く捕まえぬと逃げてしまうぞ、と思い手を伸ばしたときだ。驚くべきことに気づいた。これ、絵だ！

「無駄にうまい！」

「えへへ。褒められてしまいました。嬉しいです」

「誰にでもひとつくらいは特技があるものだな。見直したぞ」

「ちょっと引っかかりますが喜んでおきます」

「それはさておき、サファイア。次は君の寝床を用意する。二階でいいな？」

「あ、はい。というか、すみません。ついスケッチに夢中になってしまって」

「かまわぬ。よくわからぬが、それが仕事なのであろう？」

「察していただけて助かります。本国には野生のカブトムシなんて滅多にいないんですよ。チョウチョに続いてこんなにレアな昆虫に出会えるなんて本当にツイてます」

　精力増強剤を作る目的以外、どのような価値があるのか俺には皆目見当もつかないが、サファイアの国では貴重な昆虫のようだ。乱獲するようなら対処する必要もあるだろうが、絵を描くくらいなら放っておいていい。

「では、もうしばらく絵を描くなり観察をしていろ。そのあいだに掃除を終わらせる」

「いえいえ。自分のお部屋くらい自分でどうにかしますよ」

　そう言って虫かごを持って立ち上がったサファイア。俺は唖あ然ぜんとした。先ほど、この娘は桶の水をひっくり返してずぶ濡れになった。そのため服が乾くまで中着を貸し与え、毛布にくるまっているよう命じたのだが……こやつは立ち上がってしまった。

「サファイアよ」

「何から手伝いましょうか。大概のことはできますよ？」

　いかにもやる気満々のサファイアだが、この格好はどうなのだろう。まず、中着のあいだからふたつの膨らみが覗き見える。先ほどあれだけ恥ずかしがっていたのに、まるで気にするそぶりがない。しかも裾から伸びた白い脚の付け根には、パンツと覚しき三角形の布をつけている。胸の下着と同じくサクラ色だ。はたしてこやつはこのような格好を男に見せて恥ずかしくはないのだろうか。尋ねておこう。

「ちと聞いておこうか。君の国では下着姿で掃除をするものなのか？」

「え？」

「なにが、『え？』だ。自身の格好を見てみよ。それが皇国で普通とされているなら我慢もしようが、そうではあるまい」

　そう言ってやるとサファイアの顔がみるみる赤くなった。

「きゃー」

　なにがきゃーだ。いい大人が。いや、この場合はいい大人だからか。

　迂闊な娘にかかわるのも馬鹿馬鹿しいので、ひとり階段を昇る。

「二階の方が汚れは少ないようだな。それに……」

　窓を開け放つと、九つの峰を持つ山脈、《龍の背》が目に飛び込んだ。山肌が夕日に照らされ神々しい。さすがは我が竜王国が信仰する霊れい峰ほうだ。

「……何者がこの宿を建てたのかは知らぬが、よき場所に建てたのはたしかだな」

　建物の様式と傷み具合から察するところ、築年数は三〇年といったあたりだろう。三〇年前といえば蛮族との戦いが本格化する少し前だ。その頃、ここ、ヤヌス街道沿いの町や村々は《龍の背》の麓ふもとに祀まつられた《竜神像》を詣でる参拝客で賑わっていたと聞いたことがある。きっと、この宿はその参拝客を見込んで建てられたのだろう。

「蛮族が神像を破壊せねば、この宿も潰れることはなかっただろうに……」

　蛮族との戦いはその《竜神像》を破壊されたことを発端に始まった。あともう少しで我ら竜王騎士団が神域を穢けがした償つぐないをさせるところだったのだが……その蛮族も皇国に滅ぼされた。敵とはいえ有能な将軍を幾人も抱え、強力な戦士団と恐ろしい巨獣を使役するあの蛮族までもやられてしまうとは思わなかった。ある意味、彼らの強さをもっともよく知る俺だからこそ、その報を聞いたときはにわかには信じられなかった……。

「だが、俺はやる。やつらを滅ぼす」

　あの船は図体こそでかいが、中に乗っている魔法使いの数は三〇〇に満たないと考えられている。これは王国との共闘を求めてやってきた蛮族の戦士から得た情報と照らし合わせてもたしかなことだ。それに学者の話によると、あれだけ巨大な船を空に浮かすためには相応の動力が必要だろうから、船の内部はその動力源によって占められていると分析した。中は狭く、乗員の数が少ないとなれば……。

「船に乗り込みさえすれば勝機はある！」

　問題はどうやって《空飛ぶ船》へ侵入するかだったが、西の都に空飛ぶ乗り物の開発に成功した賢者がいるとの情報を得た。それも一〇リグルや二〇リグルではなく、雲まで飛んだという話だ。それを作った賢者テクルノ氏に教えを乞い、首尾良く空を飛べるようになれば、船に潜入し、動力を破壊して落とすことができるはずだ。いや、それだけではない。船の奥深くで指揮を執るという《皇こう女じよ》を討ち取るのだ。皇国軍の魔法使いはハルノミヤという名の皇女を精神的な支柱として崇拝しているふしがある。皇女の首を獲とればやつらは戦意を喪うしない、撤退するかもしれない。

　今日はいろいろあってわずかな距離も進めなかったが、明日になったらリョウを次の町に預け、旅を急ごう。そしてやつらを滅ぼし、殺された仲間の恨みを晴らすのだ。

「──あのう、アルスさん」

「なんだ、サファイアよ」

　ふいに半開きにした戸の先から声をかけられた。手伝いに来たのだろうか？　だが掃除はすでに終わっている。考え事をしながらも身体は動かす。騎士学校で学んだ技だ。

「お礼の言葉が遅れましたが、今日はありがとうございました。私一人ではリョウちゃんを助けるどころか、命が危なかったです。このとおりお礼申しあげます」

「ああ、そのことか。気にするな。騎士として女子供を助けるのは当然のことだ」

「アルスさんは騎士……でしたか」

　迂闊にも自分が騎士であると明かしてしまった。が、相手は皇国の人間とはいえ文官の女だ。しかも連絡手段がないとなれば、気にすることはないだろう。

「ああ。俺は騎士だ。そもそも野盗や盗賊の跋ばつ扈こを許したのは、俺たち騎士が力を失ったせいだ。君に危険な思いをさせたのは、元を溯さかのぼれば騎士団の力がこの地まで及ばぬようになったからだとも言える。だから君は恩を覚える必要はないぞ」

「けれど、騎士団の力を削いだのはうちの降こう下か猟りよう兵へいです」

　降下猟兵。皇国では魔法使いどものことをそのように呼んでいるらしい。

「だが、その降下猟兵とやらに遅れを取ったのは我らが未熟だったからだ」

「でも」

「よせ。君は文官だ。軍籍にあれば話は変わるが、俺は君を相手に復讐するつもりはないし、なじるつもりもない。ゆえにこうした話はしたくない」

「そう言ってくれるとありがたいです。ところで……」

「部屋は片づけたぞ。布団を運べば君も休める」

「あ、その部屋は使わないことにしました」

「もしや俺に使わせようというつもりか？　いや、そういうわけにはいかない。ここは君が買い取った宿だ。俺は軒先でも貸してもらえれば十分だ」

「いえ、そうではなく」

　俺や自分が寝るのでなければ、いったい誰を寝かそうというのか。それともワガママか？　この部屋では気に入らないとでもいうのか。

「サファイアよ。俺はあえて言おう。寝床にするならこの部屋は最良だ。眺めもよく風通しもよい。先ほどは銀貨一枚にも満たないと言ったが、あの発言は訂正せねばなるまい。中に入ってみれば金をもらって人を泊めてもおかしくない屋敷だ」

「それなんですよ。ちょっと来ていただけますか？」

　手招きされ、部屋から出てみると俺の中着でもヒラヒラ服でもなく「キーモウ」を着たサファイアが立っていた。

「サファイアよ。そのキーモウはどうしたのだ？」

「キーモウ？　ああ、この着物のことですか。ついさっき、村長の奥さんが持ってきてくれたんです。下着じゃかわいそうだからって……。どうも、こっちの人には私の可愛らしいワンピースが下着みたいに見えるみたいですね。憐あわれまれてしまいました……」

　無理もなかろう。あれは下着そのものだ。それはともかく、不覚にも眼を奪われてしまった。よもやこれほどキーモウが似合うとは……。青地のキーモウに黒髪がよく映え、気品すら感じられる。












「──ようやく、この地における羞しゆう恥ちというものを学んだようだな。これからはそのキーモウを身に纏まとうようにせよ。あのヒラヒラ服はよくない」

「いえ、あのワンピースはお気に入りなので着ることはやめません。それにしても、こちらでは着物を『キーモウ』と呼んでるんですね。前々から思っていたのですが、着物といい、ショルジ窓といい、竜王国の言葉は遠く離れた祖国の言葉とどこか似てます。これはただの偶然か、はたまた大昔に漂着した人がいたのか……うーむ……」

　ぶつぶつと思案を始めるサファイア。皇国と王国でその呼び名に共通点があるという彼女の話には興味を覚える。これまで古い伝承や、おとぎ話の世界にしか魔法は存在しなかったが、皇国の船が現れたことによってその実在が明らかになった。ならば、古い時代に皇国と何らかの交流があったと考える方が自然だろう。こうなってくると、古代の伝承も真実だとして読み直し、そこから魔法使いの弱点を見付け出すといった研究が必要になるかもしれない。まぁ、それは西の都に着いてからだ。

「ところでどうしたのだ、サファイア？　よもやキーモウを見せびらかしに来たのではあるまい」

「ああ、そうでした。手伝ってほしいことがあるんですよ。ご存知のとおり、非力なもので」

　この女は何を手伝えというのだろう。とりあえず、サファイアの後を追って階段を降りる。途中、先ほど掃除した部屋を覗くとリョウが気持ちよさそうにすーすー寝ていた。よく休めているようだ。しばし寝顔を眺めていると、サファイアに手招きされた。

「どこへ行く、サファイア」

「玄関ですよ」

　テクテク歩いていたサファイアだが、玄関へ近づくとどうしたのか両足を擦るような歩き方へ変え、さらにぶんぶん振っていた手を前に組んだ。その歩き姿はどことなく王城の女官を思い出させる。衣服と立ち居振舞いだけでずいぶん女は変わるものだなと感心していると、サファイアは玄関の戸を開け、一八〇度ターンして戻ってきた。

　するとどうしたことだろう、彼女の後ろには親子と覚しき者たちが着いてきていた。

「さぁさぁ、まだ散らかっていますが、どうぞこちらへ」

「かまいません、女将おかみさん……。屋根があるところで休めるだけでずいぶん助かりますから……。もう、この子も疲れ切ってしまって……」

　俺の前を会釈しながら通り過ぎていったのは親子三人の家族連れだ。見たところ疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子。今にも倒れてしまいそうだが……。

「お、おい！　サファイア！　これはいったい──」

　どういうことだ？　と問いただそうとしたとき、母親に手を引かれた五歳くらいの男児がよろめいた。咄嗟に抱き止めるも、よほど疲労しているらしく子供は床にペタンと尻をついてしまった。

「すみません、宿の方……。長いこと食べ物を口にしていなかったもので……」

　宿の方、だと？　もしや俺のことを言っているのか？

「アルスさん。そのままお子さんをおんぶして部屋まで運んでもらえますか？」

「それはかまわないが……というより、これはどういうことだ!?」

　サファイアはキョトンとした顔をして答えた。

「どうもこうも宿にいらっしゃったお客様をご案内しているだけじゃないですか」

「なん……だと？」

「ほら、そんな変な顔をしてないで手を貸してくださいな。お子さんを部屋まで運んだら、村長さんのお宅からトウキビっていう食べ物を取りに行ってもらえます？　先ほど伺ったら、この家と一緒に一カ月分買っているので倉庫から勝手に持っていっていいと仰ってました」

「ま、待て。サファイア。素姓の知れぬものを家にあげるとは迂闊だぞ！」

「そりゃ、女だけの家だったら迂闊でしょうけど、鋼はがねの剣と弓だけでうちの降下猟兵以上の戦闘力を持ってるアルスさんがいれば心配はありませんよ」

「しかし！」

「しかしもかかしもありません！　まずはその子を部屋へ！　それからこの方たちのために食べ物を！　急いでください！　お客様はお疲れです！」

「わ、わかった！」

　何がわかったのか自分でもわからないが、軍隊生活が長いせいか条件反射的に身体が動いてしまった。子供を二階の部屋へあげ、村長の家の倉庫からトウキビを抱えられるだけ持ち出す。倉庫にはこの時期だというのに、トウキビが腐るほど積まれてあった。そういえば、町で売れなくなったとトウキビ売りの女が言っていた。

「あ！　あんたは街道であたしたちを助けてくれた！」

「おお！　あなたはトウキビ売りの女か。無事だったようだな」

　村長の家を出ると、街道で出会った中年女と行き当たった。どうやら、この村の女だったようだ。

「昼は助かったよ！　兄ちゃんは命の恩人だ！　ところで、そんなにトウキビを担いでどうしたんだい？」

「わけあって、連れがこの村に家を買い、どういうわけかトウキビを旅人に食わすことになったのだ。そうだ、ちょうどいい。塩にコショウ、オミソなどの余分はないか？」

「余分はないけど、あんたが欲しいなら幾らでもわけてやるよ！」

「ならば融通してくれ」

「あいよ！」

　女は村長の隣の家へ走っていき、ほどなく調味料の入った壺を持った男の子が出てきた。あれは母親に抱かれていた子だ。怪我がなかったようでなにより。さらに兄と覚しき少年も飛び出してきた。年の頃はリョウと同じか少し上だろうか。どの村にでもひとりはいるような腕白坊主だ。頭に緑色のターバンを巻くのはこの土地の風習なのか、それとも彼らの家のしきたりなのかわからぬが、俺を見てターバンの下の眼が見開かれた。

「こりゃ、おったまげた！　騎士隊長のアルス様だよな!?　そうにちげぇねぇ！　母ちゃんから話を聞いてそんな気もしてたんだ！　オレ、パレードのとき見たんだよ！」

　よもや、このような田舎の村で顔を知る者と出会でくわすとは……。騎士であることが村人に知られれば無用の騒動に見舞われかねないが、ちがうと言ってもこの様子では信じまい。ならば騒がれる前に手を打つよりほかない。

「──少年よ。君が言うように俺は竜王騎士団のアルスだ」

「うわぁ、感激だ！　まさか、こんな村に英雄が来るなんて！　みんなに知らせなきゃ！」

「落ち着け、少年。そしてよく聞くのだ。今、俺はある重大任務を帯びて旅をしている」

「重大任務！」

「そうだ。重大かつ重要な任務だ。ただし極秘任務ゆえ、騎士であることを隠しての忍び旅だ。ところで、君の母はは御ごも俺が竜王騎士団のアルスだと知っているのか？」

「いんや、知らねぇ！　オレは死んだお父とうと二人で王都に行ったとき見たんだ！」

「ならば、俺の素性は君と亡くなった父君しか知らぬということだな。では、誓ってくれ。俺が騎士であることは俺と君だけの秘密だ。いいな」

「わかった！　絶対に誰にも言わねぇ！」

　明日にはこの村を出るつもりだが、口止めしておいたほうがいい。騎士狩りなどに子供を巻き込む可能性は極力、潰しておきたい。

「では、名を聞いておこうか。少年」

「ブンタだ！」

「よし、ブンタ。その調味料が入った壺を宿に運んだら、右手の部屋に置いてある弓と矢を持ってきてくれ。ただし、部屋では俺の養い子が寝ているので起こさぬよう静かに。期間限定だが君を騎士の従じゆう卒そつとする」

「従卒！　マジか！」

「噓はつかぬ。ゆえに俺が騎士であることは誰にも言うな──って……」

　ブンタは最後まで話を聞かず、走って行ってしまった。まぁ、あの様子なら口を滑らすことはないだろう。大抵の子供は騎士に憧れている。子供だましといえばそれまでだが、ああいった少年に「従卒にする」と言えば、こちらの言うことに従ってくれる。俺も子供の頃はそうだった。さて、臨時の従卒ができたところで次は……。トウキビを軒先に置くと早くもブンタが弓矢を持って出てきた。

「持ってきたぞ、アルス様！　これだな！　さすがいい弓だ！」

「ブンタよ。『様』はつけなくていい。アルスでいい」

「わかった、アルス兄にいちゃん！」

　短弓を受け取り、矢を番える。

　夕刻のこの時間はちょうど山鳥が巣へ戻る頃合だ。茜空を見上げるとちょうどよく肥えたハンビ鳥ドリが飛んできた。矢が貫通しないよう力加減を調整し、空へ向けて射る。

　ヒュー、ボトン。ハンビ鳥が落ちてきた。

「……すげぇ。一発だ」

「すごくはない。騎士ならば誰にでもできることだ。さぁ、鳥を取ってこい、ブンタ」

「わかった！」

　草むらへ駆けるブンタの背から眼を外し、次は軒先に置いたトウキビを手に取る。味がよいことは知っているが、かぶりついて食うにはあの子供は疲れすぎている。また、それはリョウも同じだ。ならば、食べやすく調理すればいい。井戸のところへ持ってゆき、皮を剝むき、転がっていたザルに粒を入れていく。

「何を作るんですか？　アルスさん」

「サファイアか。旅の家族はいいのか？」

　いつからそこにいたのか、俺の隣にしゃがんで物珍しそうにこちらを見ていた。

「ええ。お部屋に案内したら、みんなお休みに。よっぽどお疲れだったようですね」

「そうか。ならば、起きたときに飯を食わせてやればいいな」

　見たところ、あの家族連れは旅には慣れていなさそうだった。いまだ皇国の侵略によって世情が落ち着かぬというのに、いったいどこを目指しているのだろうか。

「──あの人たちは王都に住むんですって」

「王都に移住？　誰が許可したんだ？」

「え、許可？　引っ越しに許可が必要なんですか？」

「当たり前だ。平民の移動にはその土地の責任者と移住先の許可が必要であろう」

　そう言ってから、虚しさを覚えた。移住を許可する行政はなくなった。どこへ行こうと民の自由だ。

「そういった法律があったんですか。けれど不便そうですね。行政の許可が必要なんて」

「たとえ不便でも、民が勝手に移動すれば、肌や髪の色、文化風習の違いによって摩ま擦さつが生じる。そして、それがときに差別や争いへと発展する。そうしたことを防ぐための決まり事だ」

　サファイアは「なるほど」と頷いた。王国を滅ぼした国の女に感心されるのも奇妙だが、サファイアは眼から鱗うろこが落ちたかのような顔をしている。

「君の国は国民の移動に制限を課していないのか？」

「ええ。とくに制約はないですね。というか、引っ越しなんてしょっちゅうです。遠くに学校があったら子供でも一人で引っ越しますし、仕事なんかであちこち泊まり歩く人なんかはざらにいます。けど、人が行き来することで衝突が起きるっていうアルスさんの話は頷けますよ。うちの国も昔は移民の方との関係で困ったと聞きますし、いろいろ積もり積もって戦争になったりしましたから。というか、今もそうですね」

　初めて聞く、皇国の内部事情だ。この女にとっては世間話のようなものだろうが、俺たちは皇国のことをほとんどと言っていいくらい知らない。ついでだ。聞けるかぎり情報を引き出しておこう。

「サファイア。君の国はどのあたりにあるんだ？」

「そうですね……。船で一九〇日といったところでしょうか」

　一九〇日！　あの空飛ぶ船が現れたときの速度は、王国の軍船とさほど変わらぬ船足に見えた。あの速度で一九〇日ならば到達できない距離ではない。ゆえに悔しく思う。これまで王国は新たな土地を求めて、幾度も探検隊を水平線の向こうへ送り出した。しかし、荒れる海と空、それに食糧の関係から片道一七〇日の航海が限界とされ、探検隊は特段の成果を得ることなく戻ってくるばかりだった。

　だがあと少し、もう少しだけ航海を続けていれば皇国があると思われる陸地へ到達することができたのだ。もし、魔法使いが住む国があると知っていれば、相応の備えができただろう。あるいは外交的な手段を用いて何らかの関係を構築できたかもしれない。サファイアの話を聞き、王国の総力を挙げて航海技術を高めておけばよかったと後悔するが、今それを悔やんでも仕方ない。

「……遠いな」

「ええ、とても……」

「だが、君も大変だな。任務を帯びているとはいえ、船で一九〇日もかかる異郷に連れて来られるとは」

「いえいえ、本国にいるよりぜんぜんいいですよ。もう、あっちはめちゃくちゃで息が詰まりそうな感じなんです」

「そうなのか？」

「はい。それに比べてこっちはいいです。見るものすべてが新鮮で刺激的で。そのため、私はアルスさんが作ってるお料理が気になって仕方がありません。そろそろ教えてください。それはなんて料理なんです？」

　水に晒したトウキビの粒を石で潰し始めた俺に、サファイアは興きよう味み津しん々しんという風だ。

「アルス兄ちゃん！　テリンを作るんだよな!?　鳥の脂、搾しぼっとくぞ！」

「頼む」

　そう。今、俺が作ってるのは「テリン」だ。王国の者なら誰もが一度は口にしたことがある料理だが、作る家庭によって、あるいは地域によってもできあがりにちがいがあるため案外、奥深い料理である。

「へぇ～、テリンっていうお料理を作ってるんですか。そのトウキビっていう穀物を潰して丸めているところをみると、お団子みたいなものですか？」

「いや、この団子は具材だ。テリンの具材にするにあたって、別に丸める必要はないし、トウキビを使わなければならないというわけでもないが、西方出身の同僚がこうやって作っててな。それが美お味いしかったから真似てみた」

「ふむふむ。いろいろなバリエーションがあるってことですね。興味深いなぁ」

　王国は移住の制限をしているため、食文化ひとつとっても山を隔てるだけでまるで異なる。そのため軍では食事時になるとテリンの調理法を巡ってよく論争が起きたものだ。

「アルス兄ちゃん。脂を搾しぼったぞ。次はどうすればいい？」

「では、水を汲んできてくれ。脂を水で溶いて団子にかける」

「よっしゃ！」

　ブンタに汲んできてもらった水で脂を溶き、塩、コショウをしたのちトウキビ団子を入れたボウルへ静かに流し込む。そして、その上にどこの家庭にも常備されているユラノ草を振りかけ、軽く掻き混ぜる。

「わわ！　固まってきた！」

「ユラノ草には鳥の脂を凝ぎよう固こさせる性質があるのだ。入れずとも固まるがそれには時間がかかる。この国ではユラノ草を使って固めるのが一般的だ」

　しばし脂が固まるのを待ち、頃合を見計らって指でつつく。いい具合だ。プルンとよく震える。

「ほわぁ。ゼリーみたいですねぇ。おいしそうですねぇ」

　サファイアが言う「ゼリー」がどのようなものかわからないが、皇国でもテリンと似たような食べ物があるのかもしれない。

　そういえば、なぜサファイアはこれほど王国の言葉を流暢に話せるのだろうか。

「サファイア。ところで君はなぜこちらの言葉がわかるのだ。どこかで学んだのか？」

「えっと、《ホンヤクヤク》という便利な薬がありまして、それを飲めばどんな国の言葉もたちどころにしゃべれるようになるんですよ」

　ホンヤクヤク──翻ほん訳やく薬やくか。大方、怪しげな材料を用いた薬だろうが……羨うらやましい！　そんな便利なものがあれば異国の言葉を覚えずにすむ！

「……ふむ。君の国には便利な薬があるのだな。少し羨ましいぞ」

「たしかに便利ですね。ただ、皇国の言葉にはない単語もあるので、そのあたりは自分で調べなきゃです。たとえば皇国にはテリンがないので翻訳できません。だからテリンはテリンです。さて、このテリンというまだ見ぬ食べ物、いったいどんなお味なのでしょう？　私は研究者の端くれとして、調べたくてたまりません。そう、私は味をたしかめねばいけない」

「……味見をしてみるか？」

「いいんですか!?」

「涎よだれを垂らして物欲しそうな顔をされては、そう言うほかあるまい」

　サファイアは涎を袖で拭き、頰をポンポン手で叩いて表情をあらためた。まるで子供だ。もはや注意する気も起きず、テリンを短刀で四角く切ってやる。

「これ、いいんですか？」

「待て。そんな汚れた手では口にバイキンが入る。これを使え」

　木の枝を短剣で削り、爪つま楊よう枝じを作ってやる。

「わぁ、何から何までありがとうございます！　では、いただきます！」

　そう言うとサファイアは、まるで神に祈るかのように両の手の平を合わせた。神官たちが食事前に見せる作法と似ている。やはり、皇国と竜王国は過去になにかしらの接触があったのかもしれない……。それはともかくテリンは皇国の者の口に合うだろうか。モグモグと口を動かすサファイアを観察していると、にわかにブルブルと震えだした。どうしたのだろう？　慣れぬものを食って腹を壊したか？　心配になって背をさすってやろうとしたその時だ。

「うっま！」

　サファイアが躍り上がった。

「プルンとした食感とトウキビのつぶつぶがお口の中でこんにちは！　私、テリン、よろしくね！　もう、そんな感じです！　あああ！　おいしすぎる！」

「……そんなにうまかったか？」

「そりゃもう！　この世界にこんなおいしい食べ物があったなんて思いませんでした！　帝室の料理人に食べさせてあげたいくらい！　それで言ってやるの！　あなたたちの料理は料理じゃなかったってね！　うひゃぁ！　テリン最高！　テリン万歳！　ひゃっは──！」

　帝室？　王室のようなものだろうか？　まさかこいつは支配者階級の料理を食す立場にいるのか？

「アルスさん！　もっと食べたい！　もっといっぱい食べさせてください！」

　……いや、そんなことはあるまい。ほっぺたにトウキビをつけて食い物をねだる女が支配者階級であってたまるものか。おおかた、珍しい昆虫でもみつけ、その褒美として昼食会に招かれたといったところだろう。

「気に入ってくれて嬉しいが、これは君のために作ったものではなく、客とリョウのために作ったものだ。ブンタよ、すまぬがスプーンとフォーク、それに食器を貸してくれぬか？　あとで貸料として、このテリンをやるゆえ」

「わかった！　すぐ持ってくる！」

　家へと駆けていくブンタ。使える少年だ。褒美にもう一品、旨うまいものを食わせてやろう。捌さばいた鳥肉に塩を揉もみつけ、味が馴な染じむまでのあいだ薪になりそうな枝を集める。

「あ、次の料理が何かわかりますよ！　焼き鳥でしょ！」

「……それ以外の何があるというのだ。ほれ、そこにいると煙をかぶるぞ。燻くん製せいになりたくなければ離れておれ」

「わかりました！　って、どのへんにいればいいですかね？　焼いてるとこ見てたいんですけど」

「仕方のないやつだ……」

　見学したいというサファイアのため風上に手頃な石を置いて座らせる。それから火を熾おこし、薪まきに燃え移るまでのあいだ、枝を切って作った串に鳥肉とトウキビを交互に刺していく。

「見事な手際ですねぇ。おおっと、ついに炎へ投入だ！　燃えよ、鳥！」

　たまにいるんだ、火を見ると興奮するやつが。はしゃぐ女は無視して、火の周りに串を立てていく。ほどなくジュージューと脂が泡立ってきた。肉とトウキビの芳ばしい匂いが立ち上り、煙とともに宿の二階へと流れていった。

「や、宿のご主人。俺たちにも飯を……」

　すると二階の窓が開き、客が懇こん願がんするようにそう言ってきた。はて、いつから俺は宿の主人になったのだろうか。まぁ、彼らからすればそう見えるのかもしれない。

「心配するな。これは君たちのために焼いているものだ。そこで待っておれ。できあがったら部屋まで持っていく」

「あ、あ、あ、ありがとうございます──……」

　この様子だと長いこと火が入った飯を食べていないのだろう。早く、食わせてやろう。ちょうど皿を取りにいったブンタが戻ってきたので串を火から外す。いい焼き具合だ。皿に盛り付けるとふわりと湯気が立った。

「まぁ、野や趣しゆ溢れるお料理……。どんなお味がするのかしら……」

　うっとりした顔のサファイア。どうも、こいつがいると調子が狂う。

「味見するか？」

「いいえ、今度は味見ではなくしっかり食べたいです」

「そう言うと思ってしっかり用意している。もちろんブンタの分もあるぞ」

「「やった！」」

　二人の声が重なった。まったく、これでは子供が二人いるようなものだ。呆れつつも串を差し出してやるとすぐさま食いついた。

「「うっま！」」

　当然だ。旨い鳥を焼いたのだから美味くないはずはなかろう。がっつく二人は放っておき、皿を持って宿へ向かう。靴を脱ごうとしたところでふと思いつき、井戸の脇に生えていたカワギリ草を毟むしって皿の上に振りかけてやった。こうすると見栄えもいいし、カワギリ草が肉の消化を助けてくれる。東方遠征の際、原住民からそう聞いた。

「旅人よ。食事だ。天と地の恵みに感謝して食すがよい」

「ありがとうございます、ありがとうございます……」

　二階へ持っていくと旅人が俺を拝むようにして皿を受け取った。今は何も言わぬが今後、無茶な旅は控えよ。家長の君がしっかりしていなければ家族を殺すことにもなるのだ。涙を流しながらテリンを口にする家族連れの部屋をあとにして、リョウの部屋へ向かう。あの子はきちんと休んでいるだろうか。

「リョウ、入るぞ」

　小声でことわってから部屋の戸を静かに開けると、布団の脇にリョウが座っており、俺の顔を見ると三つ指をついてお辞儀した。

「アルス様。食事の用意までさせてしまい申し訳なく思っています」

「……よい。そなたは俺の養い子になったのだ。親が食事を用意し、子が飯を食らうのは当然のこと。遠慮をするな」

「ありがとうございます」

　ふたたび、深々と頭を下げるリョウ。まったく、七歳児とは思えぬ子供だ。よほど、親御がしっかりした方だったのであろう。

「スプーンは持てるか？　口に合うかわからぬが、トウキビの入ったテリンぞ」

「好物です、アルス様」

　そうかと皿にスプーンを入れて渡してやる。「おいしいです」と微笑ほほえむリョウ。食し方にも品がある。それに引替え……。

「あのう、アルスさん！　こっちのお肉も食べていいですか!?　たぶん、今がベストな焼き加減かと！　今が食べ頃なんです！　今しかないんです！」

「好きにしろ！　この食いしん坊！」

　大声で食い物をねだる恥ずかしい女に、窓を開けてそう言ってやる。まったく、子供の方が行儀いいとは世も末だ。

「リョウよ」

「はい、アルス様」

「そなたはあのようになるなよ」

　リョウは口に手をあて、曖あい昧まいに笑みを浮かべた。一応、サファイアも命の恩人ではあるから、「はい」と頷くのを避けたのだろう。

　まったく、できた七歳児だ。国の宝といっていい。

　日が昇ったら町へ行き、信頼できる者をみつけてこの子を預けよう。そして、皇国打倒を果たした暁には、俺が騎士として学んだすべてのことをリョウに教え、どこへ嫁とつがせても恥ずかしくない娘へと育て上げるのだ。騎士ゆえ二一歳になっても人の親になったことはないが、この子供を見ていると自分が知るすべてのことを教えたくなる。ああ、なるほど。これが親の気持ちか。期せずして世の親の心を知ることができたようだ。

「リョウ。食べ終わったら俺にかまわず寝なさい。外が騒がしいゆえ目覚めてしまったのだろうが、そなたの身体は眠りを欲している。よいな？」

「はい、わかりました」

　頭を撫でてやり、火の方へ戻ることにした。考えてみれば、ブンタの母にトウキビをもらってから水しか飲んでいない。俺も腹に食い物を入れ、明日に備えておかねば。食うのも騎士の仕事だ。

　焚き火の前へ戻ると、よほど俺の料理を気に入ったのだろうサファイアが駆け寄ってきて、テリンと焼き鳥の相性がいかによかったかとか、塩加減が絶妙だったなどと絶賛の言葉を嵐のように述べ始めた。こんな粗末なものを喜ぶとは、皇国ではよほど不ま味ずい物を食わされてきたのだろう。いずれ皇国に復讐し、返す刀でやつらの領地を奪い取ったら、こやつのような女や子供に食い物の味というものを教えてやらねば。それを成し遂げるために、俺も食って力をつけねばならぬ。さて、肉を食らおうと焚たき火に手を伸ばす。だが、火に掛けていたはずの肉がどこにもなかった。

「サファイアよ」

「なんですか、凄腕のシェフ」

　誰がシェフだ。

「ちと尋ねるが、俺の肉はどうした」

「肉」

「そうだ、肉だ。あとテリン。それらの残りはどこへ行った？」

　桶に浮かべておいたはずのテリンがない。串焼きも串だけに変わっている。いや、串のうち一本がサファイアの手にあった。それに気づき見やると、背に串が隠された。サファイアの顔に眼を移すとダラダラと汗をかいていた。

「えっとですね、じつは私、あなたと出会ってから水しか飲んでなかったの」

「奇遇だな。俺も君と出会ってから水しか飲んでいなかった」

「私たち、気が合いますね」

「そうだろうか？　今、とても同じ気持ちでいるとは思えぬが……」

「いえ、ちがうわ！　私は困ってる、あなたも困ってる！　ほら、同じじゃない！」

「いや、ちがう。俺は自分の食い物が勝手に食われたことに対し困り、君は食欲に負けて俺の食い物を無断で食らってしまったことに対して困っている。その共通点は困っていることだけであって、両者には大きなちがいがある。そして、もっと言えば俺は怒ってる！」

　心の内をそのように教えてやると、サファイアはわっと伏して謝りだした。

「ごめんなさい！　本当においしかったの！　それも我を忘れるほどに！」

「君は子供か!?」

「ちがうわ！　二〇歳よ！　今年で成人したわ！」

　二〇歳!?　こんな顔で？　どうみても一六、一七といった顔だというのに？　久々に驚かされた。

「アルス兄ちゃん……」

「ブンタよ。こやつとともに肉を食ったことを責めるつもりはない。ブンタは子供だ。育ち盛りの君が食うのは当然のこと。気にすることはない。だが、サファイアは別だ。この二〇歳児は俺の夕ゆう餉げを台無しにした。とても許せるものではない……」

「ひぃ！」

「兄ちゃん。どうか姐ねえさんを怒らないでくれよう。ここにちょっとだが、隠しておいたのがあるから許してやっておくれよう」

　そう言うとブンタはおずおずと井戸の柱の陰から焼き鳥の串を出した。よもや、このような寂れた村にかような対処力に優れた子供がいるとは……。リョウといい、ブンタといい、このような子がいるかぎりこの国は持ち直す。必ずだ。

「あのね、アルスさん！　この償いは絶対にするから！」

「もうよい、サファイア。俺も腹が減って気が立っていたようだ。敵国の女とはいえ、女に食わせるのは男の仕事。これは君が食いしん坊だと見抜けなかった俺の未熟が招いた事態だ。気にすることはない」

「ううん、気にします！　うちの国はダメダメだけど、『一宿一飯の恩』っていう返さねばならない掟おきてがあるの。宿は私のものだけど、あなたには一飯の恩ができた。かならずこの夕食の恩は返すわ！　我が国の名にかけて」

　国の名をかけるとは仰ぎよう々ぎようしいことを言い出した。こちらは償う必要も恩を覚える必要もないと言っているのに案外、義理堅い女だ。それに敵国の女なのに、どうも憎めないところがある。願わくば、こやつがこのまま村に居つき、俺が船を落とすときに乗っていなければと思う。甘いと思われようが、これは人の心というものだ。

「では、期待しないで恩返しとやらを待っていようか」

「はい！」

「さぁ、食ったのだから寝ろ。君はリョウの部屋で休むといい。ブンタもご苦労だった。さぁ、家まで送ってやろう」

「あれ？　アルスさんは眠らないんですか？」

「もう少ししてから休む。俺のことは気にするな」

　いくら村の中とはいえ、そう遠くないところで野盗が出るのだ。万一の襲撃に備えておかねばならない。

　サファイアを宿へ入れ、ブンタを家まで送る。それから野盗への備えをする。賊が身を隠しそうな木立の下草を刈って見通しをよくし、いくつか罠わなを仕掛けておく。万全とはいえぬが、十全としたところで宿の脇にある作業小屋を背にして腰を降ろした。もちろん弓は手に届くところに置いておく。

　軒先とはいえ、屋根のあるところで寝るのはひさしぶりだ。ほどなく眠気がやってきた。今日はいろいろあっていくらも進めなかったが、明日は西の都を目指して進めるだけ進もう。

　我が目的は皇女ハルノミヤの首級みしるし。あの巨船を落とし、皇女を討ち取り、その首を王の墓前に供えるのだ。




　それだけが死んでいった皆のために俺ができることだ。
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「いやぁ、まさか旅の途中に故郷と同じ味のテリンを食べられるとは思っておりませんでした。本当に昨夜のテリンはおいしかった。ありがとう、宿のご主人」

　翌日。

　懸念していた野盗の襲撃もなく、穏やかな朝を迎えることができた。コメダ村は山に囲まれているため日の出が遅いものの、重なり合った山々から日が出た瞬間、山肌が一気に黄色く染まっていく様はなかなかに見事だった。きっと、今日は旅日和となろう。

「礼を述べる必要はないぞ、旅人よ。腹が減っていたから余計にうまく感じただけだ。それはともかく、これは弁当だ。焼き締めたゆえそのまま食すには固いが、水に浸せば柔やわくなる。ちょうど飯時にはカリノ川に出るだろうから、川の水を使って食すといい」

「泊めてくださったうえに弁当まで……感謝します。ああ、こちらは代金です。足りるでしょうか？」

　旅人から宿代を差し出された。銅どう貨か四枚だ。たしか、町の宿の相場がそれくらいだったと記憶しているが、こんな寂れた村の、それも宿とはいえぬ宿の宿泊料金としては妥当とは思えない。宿の持ち主が起きてこないので適当な額を預かっておこう。

「半分でいい。浮いた分は子供の飯にでもまわせ」

「ですがそれでは……」

　よいというのに、この善良そうな男は受け取ろうとしない。まったく、困ったものだ。旅は節約が鉄則。妻子を連れているならなおさらだ。説教でもしようかと口を開きかけたときだ。

「では、お客様。お引っ越しされた先でこの宿のことを紹介してください」

「リョウ？」

　トコトコと宿から出てきたリョウがそんなことを言い出した。よく眠れたのか、昨日と比べてずっと顔色がよい。健康を取り戻したのはいいがどういうつもりなのだろう。リョウは旅人に軽く頭を下げ、言葉を続ける。

「この宿は開店したばかりなので、王都の人は誰もコメダ村に宿があることを知りません。こちらへ旅する方がおりましたら、コメダ村に宿ができたことを伝えてくださると助かるのです。このお金は紹介料の先払いということで……」

「そういうことでしたら、ぜひ紹介させていただきましょう！　うまい飯を食わせてくれるうえ、ご主人が弓を持って夜通し警備をしてくれる宿だ。安心して勧められます」

　どうやら、俺が作業小屋で番をしていたのを見られていたようだ。別にこの旅人を守るためにしていたことではないが……まぁ、わざわざ訂正することはないだろう。何度も頭を下げて歩いていく家族連れの旅人を見送り、リョウの頭に手を置く。

「リョウよ」

「なんでしょう、アルス様」

「よく眠れたか？」

「はい。おかげさまで」

　もし疲れが抜けてないようだったら出発を遅らせようと思っていたが、この分なら予定通り昼前に出ても問題はないだろう。ただ、今の物言いには問題がある。注意せねば。

「そなたは機転が働く。それはよいことだ」

「ありがとうございます。とても嬉うれしく思います」

「だが、我々はこの宿の者ではないのだ。あの女が宿商売を続けるかわからぬのに、客を求めるのはどうかと思うぞ」

「お言葉ですがアルス様」

　正論を述べたつもりだったが、リョウは反論する構えをみせた。何を言うのかとリョウの顔を見ると我が養い子は宿の二階を指差した。その人差し指の先を見れば、二階の窓から身を乗り出すサファイアの姿があった。落ちやしないかとヒヤヒヤする。

「……危なっかしいな。で、あれがどうした」

「看板をつけようとなさってます。サファイア様は宿を続けるようですよ」

　たしかにそのようだ。手に看板らしきものを持っている。それはいい。あの鈍どん臭くさい「二〇歳児」に宿の経営ができるかは別として、何かを始めるというのはそれだけでいいことだ。しかしそこに書かれた屋号がいけない。というか、なんだあれは!?

　──旅館『アルステイ』俺の名が書かれてないか!?

「あの、アルス様……」

「なんだ、リョウよ。俺は一刻も早くあの看板の設置を止めに行かねばならない。何か言いたいことがあるなら手短に頼む！」

「では、要点だけ。アルス様とサファイア様、おふたりはご夫婦なのですよね？」

「はぁ!?　俺とあいつが夫婦!?　何を言っておる!?」

「では、恋人……」

「ちがう！　断じてちがう！　なぜそう思う！」

「お二人で旅をしていらしたので……。本当にちがうのですか？」

　そう言われてみれば壺つぼの中から助け出したあと自己紹介はしたが、あやつとの関係までは説明していなかった。リョウからすれば、助け出されたところに男女がふたり並んでいたのだ。誤解してもおかしくはない。

「リョウよ。あいつと俺は道で出会っただけの間柄だ。断じて夫婦や恋人ではない」

「では、あの屋号はどういったことなのでしょう？」

「それは俺が聞きたいことだ！　おい、サファイア！」

　看板を掛け終わったサファイアに向かって叫ぶと、俺の声に驚いたのか「あわわ」とバランスを崩した。こりゃいかんとダッシュして滑り込むと、そこへサファイアが落っこちてきた。

「し、死ぬかと思いました……」

「……ここにいたのが俺でなければ本当に死んでいたところだぞ。それより、その看板はなんだ。答えよ」

「よくぞ聞いてくれました。宿の名前は《アルステイ》にしました。アルス亭、あるいはアルスにステイをかけています。あ、ステイはうちの国の言葉で「滞在」って意味です。いやはや、私が考えたとは思えぬほどよいネーミングです！」

「いや、俺が聞いているのはなぜ俺の名を冠するのかだ」

　サファイアは俺に抱きかかえられたまま得意げに答えた。

「そりゃあ、この物件と出会えたのはアルスさんのおかげみたいなものですから！　感謝の気持ちを表し、名前をお借りしたのです！」

「だからアルステイか」

「はい！」

「却下だ」

「ええ!?　どうしてです！　この屋号だけでお客が押し寄せるような素晴らしいネーミングじゃないですか！　私の商売を邪魔しないでください！」

「どうもこうもない。自分の名前が宿屋の屋号になるなんて恥ずかしいであろう！　ほら、看板も傾いておる！　きっと、このボロ宿も嫌なんだ！」

「あ、本当だ。直さないと」

　話の途中だというのにサファイアは俺の腕から降りて宿の中へ入ると二階の窓から顔を出した。それから屋根に脚をかけて看板に手を伸ばし、そして先程とまったく同じようにバランスを崩して落ちてきた。仕方ないので受け止める。

「君は失敗から何も学ばぬのか……」

「面目ない。私は高所作業に向いてないようです」

「まったく……」

　てへへと笑って誤魔化そうとするサファイアを見ていたら溜ため息いきが出た。この様子だと失敗を繰り返すだろう。ならばその要因を取り除いておかねばならない。俗に言う「お姫様抱っこ」状態になったサファイアを宿の中へ放り捨て、看板を直すのに適した道具を探す。うーむ、作業小屋には役立ちそうなものはなさそうだ。どうしたものか……。

「アルス兄ちゃん！　従じゆう卒そつとして出勤してきたであります！」

　ブンタがやってきた。従卒にするとは言ったが、こんな朝早くから顔を出すとは感心なやつだ。

「ブンタよ。その場合、出勤ではなく出しゆつ仕しというのだ。意味は同じだが、騎士団ではそう言う。それよりいいところに来た。どこかに大工道具はないか？」

「うちにあるぜ！　持ってくるよ！」

　ブンタは来た道を走り、すぐさま大工道具を持って戻ってきた。鋸のこぎりや金かな槌づち、鉋かんなに定規、鑿のみに至っては大小様々な大きさものが揃そろっている。大抵のことはできそうだ。

「これは助かる。ありがたく貸してもらうぞ」

「他に何か必要なものはあるかい!?　お屋敷を直すんだろ!?　俺、集めてくるよ！」

「ならば、板が欲しいな。看板を取りつけるついでに壁に空いた穴も直したいのだ」

「だったら、はしごがあった方が便利だな！」

「わかってるじゃないか」

　まったく、使える子供だ。もし、この村に遠征か何かで立ち寄ったのであれば、本当に従卒として王城へ連れ帰っていたくらいだ。さて、優秀な従卒のおかげで道具だけでなく資材も手に入りそうだ。作業を始めよう。軽くジャンプして屋根に手をかけ、反動を使って二階に昇る。

「わぁ、セイタイ甲かつ冑ちゆうもつけてないのに二階までジャンプした！　すごい身体能力ですね！　人間の限界を超えてますよ！」

「セイタイ甲冑？　皇国の魔法使いが身につけている甲冑はそういう呼び名なのか」

「ええ、そうです！　セイタイ甲冑は着用者の身体からだと癒ゆ着ちやくして筋力なんかを何倍にもするんですよ！　あれを使わないでそのジャンプ力とか驚きです！」

　……恐るべし甲冑だ。魔法使いどもの中にはやたらと動きの速い者がいたが、おそらくセイタイ甲冑とやらを着込んでいたにちがいない。覚えておこう。

「このくらいの跳ちよう躍やく、鍛たん錬れんすれば誰にでもできることだ。それよりサファイア。看板の位置はこれくらいか？　曲がってはいないか？」

「せっかくですから、もっと高くつけていただけます？」

「このあたりか？」

「そこです！　これで街道を歩いている人にも旅館があるってわかるはずです。いやぁ、構造物を目立つようにするなんて初めての経験です。新鮮ですごくおもしろい！」

　そうか、おもしろいか。ん？　それはともかく俺はどうして看板をつけているんだ？　たしか自分の名が入っていることに抗議していたはずだが……。

「アルス兄ちゃん、板を持ってきたぜ！　大きさはバラバラだけどいいかい？」

「かまわぬ。その長い板から投げてくれ」

　……まぁ、どうせ、しばらくしたら出て行くのだ。気にすることもあるまい。

「板、行くぜ！　アルス兄ちゃん！」

「頼む」

　ヒョイと下から突き上げるように飛んできた板を受け取る。ブンタが持ってきてくれた板はなかなかの良材だ。何枚か上げてもらい、その中から適当な大きさのもの選んで穴の空いた壁に釘くぎで打ちつける。

「次！」

「おうよ」

　このボロ宿を見た時から気になっていた板壁の穴を塞いでいく。どうも俺は弱いところを見ると何かしらの対処をしなければ落ち着かなくなる。たとえば鎧よろいなどは小さな錆さびでも放っておくと全体へ伝でん播ぱして穴が空く。つまり、弱い箇所をそのままにしていれば命に関かかわるのだ。ゆえに、このようなボロ宿でも空いた穴を塞がねば落ち着かない。

「──ふむ。こんなものか」

　小一時間ほどで作業は完了した。壁を長持ちさせるためアニマ油でも塗ぬりこんでおきたいところだが、これだけでも宿の耐久性は格段に上がったはずだ。さて、他には……。ああ、そうだ。窓の建て付けが悪かったな。戸を外して鑿のみで溝を彫り直す。

「アルス様。お布団を干していいでしょうか？　よいお天気なので」

「ああ。リョウはよく気づくな。シワを伸ばすようにして干しなさい」

「はい、わかりました」

　何も言わずともやれることをやろうとする。いい子供だ。

「あ、私も何かしないと……きゃ！」

　子供に負けじとサファイアが動き出したが、工具箱に躓つまずいて引っ繰り返った。金槌や板の端材が散らばる。まったく、余計な仕事を増やしてからに……。

「サファイア。君は何もしない方がいい。そのへんに座っていろ」

「でも、子供が働いてるのに私だけ何もしないんじゃ……」

「君が動くと逆に仕事が増えるのだ。そうだ。仕事と言えば、君は自然調査官だとか言っていたな。昆虫でも採っていればいい」

「え、いいの!?」

「うむ。ブンタ、こやつにカブトムシがよく採れる木などを教えてやってくれ」

「ええ!?　なんでそんな子供っぽいことを！　オレはここでアルス兄ちゃんの手伝いがしたいんだ！　オレは兄ちゃんの従卒なんだ！」

「気持ちはわかるが、こやつ一人で虫捕りに行かせれば、きっと迷って帰ってこられなくなる。それを未然に防ぎたいのだ。女の安全を守る。これも騎士の仕事ぞ」

「……わかったよぉ。姐ねえさん、こっちだ」

「わぁい！」

　サファイアは子供のように歓声を上げると虫捕り網を持って森へと走って行った。そのあとを慌ててブンタが追う。あれで二〇歳とは情けない……。

「……リョウよ。邪魔者はいなくなった。布団を干し終えたら廊下の掃除を頼めるか？」

「先ほどホウキはかけておきました」

「そなたは七歳児とは思えぬな……。ならば客室の方をお願いしようか。こちらの修しゆう繕ぜんが終わり次第すぐ手伝うからできるかぎりでよいゆえやってくれ」

「はい、アルス様」

　よく働く七歳児で助かる。さぁ、子供に負けてはいられないと、玄関の建て付けだけでなく勝手口や作業小屋の戸、それに風呂場をみつけたので湯を張れる程度に手入れして宿へ戻った。すると宿の中は光り輝いていた。塵ちりひとつない見事な仕事ぶりだ。二階へ上がるとちょうど窓を拭き終えたリョウがいた。

「よい働きだぞ、リョウ。これからはそなたを子供扱いできぬな」

「ありがとうございます、アルス様。ところで質問をしてよろしいでしょうか」

「ん？　なにを聞きたいのだ？」

　問うとリョウは窓に眼を向けた。トウキビ畑の向こうにある大木で虫捕りをするサファイアとブンタの姿が見える。

「アルス様にとってサファイア様は奥方でも恋人でもない。そうでしたよね」

「そのとおりだ。あやつは断じて妻でも恋人でもない。もっと言えば友人でさえない」

「ただ通りかかった人」

「そうだな。まさにそうだ」

「では、なぜ宿の修繕を？」

「ん？」

「なにゆえ修繕をなさっているのです？」

　言われて我に返った。どうして俺は宿の修繕や掃除をしてるんだ？

　少しでも早くこの村を発たち、西の都を目指す予定だったのに……。成り行きといえばそれまでだが、養い子にそんな適当なことは言えない。少し考え、そろそろ養い親として話をするよい機会だとも思い、隣に立った。

「……よく聞け、リョウよ。俺は騎士だ」

「アルス様は騎士」

「そうだ。俺は竜りゆう王おう騎き士し団だんのアルスだ。竜王陛下から青竜隊を預かり、二人の盟友と三〇〇〇の兵とともに世界統一を目指して戦ってきた。遺い憾かんながら皇国軍に敗やぶれはしたが、今も俺は騎士。そして騎士とは軍の指揮官であると同時に正義の守護者だ。騎士一〇箇条の中には『いかなるときも女子供を守れ』と刻まれ、騎士はその掟おきてを守る義務がある」

「騎士一〇箇条については存じております。背そむけば腹を切らねばならぬと」

「ならばわかるな？　サファイアはああ見えて遭そう難なんしている。また、敵国の人間だが女だ。女である以上、騎士として保護せねばならない。ゆえに最低限度の暮らしができるように骨を折っているのだ。宿の修繕もその一環だ」

　さすがに成り行きと、個人的なイライラを解消するために掃除をしているなどとは言えないのでそのように答えた。まぁ、まちがってはいない。

「では、アルス様は騎士だからサファイア様のために掃除をなさっていたのですか」

「そうだ。これが済んだら隣町へ行き、皇国にサファイアが遭難していることを伝えてやるつもりだ。そしてその時点であいつに対する責任を果たしたものとして旅を続ける」

「そのことなのですが、少しおかしくはありませんか？」

　リョウが窓から眼を外し、俺を見た。この娘は俺の行動がおかしいと言っているのだろうか？　たとえば騎士なら脇目もふらず皇国を打倒すべきだと。あるいは敵国の人間を斬り捨てぬことがおかしいと言っているのだろうか。たしかに騎士一〇箇条には主君の仇あだ討うちも義務づけられている。その解釈によってはサファイアを斬る選択肢もある。

「何がおかしい、リョウよ。俺の行動がおかしいと言うのか？」

「いえ、サファイア様がこの宿を買ったことがおかしく思えるのです」

　俺ではなくサファイアの行動がおかしいと言うリョウ。どういうことだ？

「それのどこが気に掛かる」

「騎士であるアルス様にこんなことを言うのは申しわけありませんが、今、この大地を支配しているのは皇国軍。村人に保護を求めれば、新しい支配者からの歓心を得たいと考える住民から相応のもてなしを受けられるでしょう。なのに、サファイア様は身分を明かさず、数少ない所持品である《トケイ》を売ってこの宿を買いました。わたしにはそれがおかしいことだと思えるのです」

　なるほど。たしかにおかしい。

「だがな、リョウよ。あの《トケイ》とかいう時を刻む腕輪、こちらでは万金の値がつくが、皇国ではありふれたものかもしれないぞ。異なる文化を持った国と遭遇するとそうしたことがあるものだ。あやつはそれを知っており、気まぐれにこの宿を買うことを思いついたのではないか？」

　遠征に出て未知なる国家や部族と出会うと、稀まれにこちらが知らぬ技術を持っていることがある。そして、そういった技術で作られた物は複製に成功するまでのあいだ高値で取引されるものだ。あの《トケイ》もその類なのではなかろうか。

「それはないと思います」

「なぜそう思う？」

「ちらっと見ただけですが、あの腕輪は優れた技術を持つ職人が気の遠くなるような時間をかけて作った物です。そうした物はたとえ魔法の国でも高価なはず。わたしはああいったものを見慣れているのでわかります」

　金きん細ざい工くを見慣れていると言うリョウ。この子供の身の上も気になる。七歳でこれだけの見識を持つとなると、よほどの家に生まれたにちがいない。

「そなたの意見は正しそうだな。では、あやつの家が信じられぬほどの金持ちだったらどうだろう。サファイアはこの村の景色が気に入ったと言っていた。宿にするかはともかく、たとえば別荘にでもするつもりで買い取ったとは考えられぬか？」

「なくはないと思います。それにサファイア様は変わったお方ですが、その立ち居振舞いにはどこか気品があり、良家の子女と似たものを感じます。けれど、ただの富ふ豪ごうでしたら一人になったことを嘆なげき悲かなしみ、自身が持つもっとも高価な物を最後まで手放さないでしょう。しかし、あの方はためらいもなく売り払ってこの屋敷を買った。どうもわたしにはサファイア様が皇国へ帰ることを考えていないように思えるのです」

　リョウはふたたび窓の外のサファイアへ眼を移した。今、あいつは心から虫捕りを楽しんでいる。客を宿に招き入れたときもなぜだか楽しそうだった。端はたから見ればとても遭難しているようには思えない。いや、そもそも遭難などしていないのだろう。どうやらこの賢い子供もそれに気づいているようだ。

　俺はカブトムシを追ってずっこけたサファイアから目を外し、養い子に向き直った。この娘を世間一般の七歳児だと思うのはやめよう。膝をつき、リョウと眼を合わせる。

「……おかしい、と言ったな。リョウは」

「はい」

「たしかに俺もおかしいと思う。だが、今、この世は『おかしなこと』で満ち溢あふれているのだ。魔法などというありえないものが存在し、その魔法によって、極限まで肉体を鍛え上げた騎士が為なす術すべもなく倒された。この顔の傷もやつらの魔法によってやられたものだ」

　左目の下に残った刀傷。この傷は魔法戦士につけられたものだ。ありえぬ速さで刀を振るう恐るべき敵だった。

「王都での戦いは聞いております。魔法使い相手ではどうしようもなかったことも」

「そうだ。どうしようもなかった。結果、一〇〇〇年も続いた竜王国はわずか半日で滅んだ。これは、まったくもって『おかしなこと』だ。また、おかしいといえば、そなたもそうだ。今は聞かぬが、リョウは女ながら教育を受け、将来、家業を継ぐべく躾しつけられたのだと思う。だが、盗とう賊ぞくに攫さらわれこんな聞いたこともないだろう田舎の村にいる。これもまことに『おかしなこと』だ。おかしなことから始まり、おかしなことは続いている。今、世界はおかしいことで満ち溢れているのだ。俺の言うことはわかるか？」

　俺の言葉で思い出したくないことを思い出してしまったのか、リョウの瞳が黒く澱よどんだ。けれど、しばらくしてリョウはこくんと頷うなずいた。

「アルス様は『おかしなこと』のせいで、サファイア様もおつらい立場にいるのではないか……、そう仰っているのですね？　たとえば、皇国で『おかしな出来事』に巻き込まれるかなにかして」

　俺の言ったことから、そう答えを導き出したリョウ。俺は賢い少女の肩を引き寄せて抱いてやった。サファイアはうっかり者だが無能ではない。また、武器が使えずとも守ると決めた者を守り抜こうという気骨を持っている。そんな女が無為に虫捕りをするなどありえないのだ。

「そうだ。俺はあやつも『おかしなこと』に巻き込まれ、そのせいで皇国にいられなくなったのだろうと見ている。しかし、サファイアは大人だから泣けない。だから気を紛らわすために、あるいはこの世に悔いを残さぬため、やりたかったこと、もしくはやろうとしていたことを後先考えずやっているのだろうと考えている。この宿を買ったのもそれが理由のひとつだろう」

　俺はそのように推論を立てている。仮にそれが当たっていたら不ふ憫びんなことではあるが、今話したとおりあやつは大人だ。大人なら自分でどうにかするのが大人というものなのだし、もっと言えば、皇国打倒を目指す俺には二〇歳の女を気づかう余裕はない。しかし、この少女はちがう。

「けれど、リョウ。そなたは子供だ」

「わたしは子供……」

「そうだ。七歳の子供だ。おかしなことに巻き込まれてつらければ、いつでも泣いていい。また、朝から掃除をさせているが、嫌ならその雑巾を投げ捨ててもいい。泣こうが言うことを聞かなかろうが、俺はそなたを見捨てない。また、俺に捨てられることを恐れて、賢さかしい子供を演じる必要もない。俺はそなたを壺から出したときに決めたのだ。大人としてリョウを守り続けると」

　そう言ってやると、わっとリョウが泣きだした。涙が心の澱よどみを洗い流すように止めどなく流れ続ける。壺から出してやったときからわかっていた。この子が俺から見捨てられぬよう賢く振る舞っていたことくらい。なぜなら、俺自身がかつてそうだったからだ。いや、元貴族のユーリルも、貧農の生まれのニーナも、騎士学校のみんながそうだった。皆、食くい扶ぶ持ちを減らすという理由から騎士の養成学校に捨てられた。だから、二度と大人に捨てられないよういい子の真ふ似りをしたのだ。

　俺は心の中で溜め息を漏らした。

　俺たちは騎士学校へ捨てられた。だが、入学してからは世界を変えるべく騎士を目指した。もう自分たちのような子供を出さぬために戦おうと。そして、死ぬ思いをして国を動かす立場まで出世した。あと少しで蛮ばん族ぞくを滅ぼし、世界統一を成し遂げるところまでいった。戦争がなくなれば軍費を削減できる。その浮いた金を内政に使えば、貧困を撲ぼく滅めつできる。子が捨てられることも、飢えることだってなくなる。本当にあと少しだったのだ。俺たちが目指した未来は。

　けれど、俺は努力が足りなかった。足りなかったから皇国に負けた。いかに強力な魔法を使うといっても、相手は同じ人。何かしら対処する方策はあったはずなのにそれを思いつけなかった。結果、国を滅ぼされ、治安が乱れた。だからリョウは盗賊に両親を殺され、そして攫われた。

　リョウを泣かせているのは俺だ。

　騎士である俺が不ふ甲が斐いなかったから、この少女は不幸になったのだ。

「……リョウ。今日、ここを発つつもりだったが明日にする。置いていくことはありえないから、好きなことをしていていい。この部屋にいてもいいし、サファイアのところへ行って遊んできてもいい」

「……では、掃除をします」

「掃除が好きなのか？」

「そんなに好きじゃありません」

「じゃあ、他のことをしろ」

「いえ、わたしはアルス様のお手伝いが好きなのです」

　涙を流しながら笑うリョウを見て、なぜ俺は生き残ってしまったのだろうと思った。親の仇かたきともいえる俺などを慕う孤こ児じとなんて出会いたくなかった。それにサファイアのような女とも出会いたくなかった。あいつと知り合ったせいで皇国を残虐な魔法使いばかりの国と認識できなくなった。だからといって復ふく讐しゆうの旅はやめぬが、願わくば、あいつには「ただのおかしな女」でいてほしい。

　世間知らずの虫好きな娘で、野山を駆けまわるのが好きな女で俺はいてほしい。





　　　　２






　しかし、サファイアは普通の女じゃなかった。

　虫捕りから戻ったサファイアは泥んこであった。聞けば、魚の生態調査と称して池へ赴いた途端、脚を滑らせてすっ転び、それで開き直ったのか今度は水底の調査及び、湿地帯の土ど壌じよう研究を始めたのだという。まったくもってサファイアは普通の女じゃない。けれども、彼女が普通ではなかったのはドジという側面だけでなかった。

「ど、どうなってるんだ、これは！」

　宿の掃除が一段落したところで山鳥を狩り、居間の囲い炉ろ裏りで焼きながら休憩していると、次から次へと客がやってきたのだ。

　話を聞けば、皆、西部地方から王都への移住を志す者たちで、日が傾いてからの峠越えは危険だと判断してこの村に宿を求めることにしたのだという。それはいい。旅は極力危険を避けるべきであるから、彼らの判断は正しい。だが、なぜこんな宿ともいえぬボロ宿に押し寄せるのだ。五人、いや八人も列を作っている。

「ブンタ！　こういったことはこれまでにあったのか!?」

「いんや初めてだ！　そもそもヤヌス街道は日に三人も人が通れば多いくらいなんだ！　この村にこんなに人が来るなんて今まで一度もなかったよ！」

　やはりこれはおかしい。宿に列ができるのもおかしいが、三等街道だというのに人通りがあまりにも多すぎる。

「アルスさん、お客様が待ってらっしゃいますよー。早く案内しなきゃですー」

「サファイア。君はまずその泥だらけの身体をどうにかしろ。せっかく掃除したばかりの宿を汚す気か」

「ああ、これは失礼。あれ、シャワーってあるんですっけ？」

「シャワーとは何か」

　またよくわからぬ単語が出た。翻ほん訳やく薬やくで翻訳されないということは王国こちらにはない物なのだろう。

「お湯がシャワーって出てくる管くだのことです。身体の汚れを流してくれる、いい物です」

　シャワーっと湯が出る魔法の管か。原理はわからぬが、擬ぎ音おん語ごを名称にするとはいい加減な国だ。

「シャワーなどない。君はシャワーとやらがなければ身体が洗えぬのか？」

　サファイアの顔が青ざめた。

「もしかして水？　井戸の水で行水？　風邪をひいちゃいますよ！」

　こやつについて、いろいろ考えもしたが、じつのところただの馬鹿ということでも説明がつく。なぜ、泥んこになったら後始末が大変というところに思い至らぬのだろう。

「サファイアよ。君が泥んこで帰ってくるのは予想がついた。だから、風呂の修繕を済ませておいた」

「お風呂！」

　これ以上ないくらいサファイアの眼が輝いた。それも想像通りだったし、着替えを持たず宿へと駆けていくのも予想していたとおりだ。まぁ、あやつは放っておこう。それより客だ。早く入れてくれと旅人たちが口々にわめき立てている。

「アルス様。お客はどうするんですか？」

「泊めぬわけにはいくまい。だが、部屋割りを考える必要があるな」

　客にまわせる部屋は一階、二階の計五部屋と、大部屋がひとつだ。家族連れ、女連れは客部屋へ優先して通すことにして、男客は大部屋で雑魚寝させよう。それにこの様子ではまだ客が来るだろうから、軒先や家畜小屋などでも寝られるようにしてやった方がいい。皆、疲れた旅人だ。せめて屋根の下で寝かせてやりたい。

　しかし、問題は食い物だ。今、焼いているハンビ鳥ドリは一羽で四人の腹を満たすのがいいところ。燻いぶして保存食にしようと思っていたものを含め、この場には二羽しかない。狩りに出れば得るのはたやすいが、鳥というのは狩れる時間が決まっているし、同じ場所で獲とりすぎれば山から鳥が消える。ならば魚はどうかと思うが、初めての池では釣れるポイントをみつけるのに時間がかかる。それを考えると夕食に合わない……。

「おーい。部屋の空きはまだあるかね？　泊めてほしいんだ。腹が減って死にそうだ」

　思案しているあいだにまた客が来た。旅人の目的が何であれ、民が困っていたら騎士には助ける義務がある。行き倒れにでもなったら俺の責任だ。ええい！　せめてどれだけ来客があるか見当がつけば策を立てられるというに！　ここが軍事拠点であれば街道に斥せつ候こうを出せばすむことだが、子供従卒が一人だけの身ではどうしようもない！

「──あのう、アルスさん」

　サファイアが何か言いたそうに、風呂場の戸から顔だけ出していた。おそらく全裸。しかし、もう注意はしない。二〇歳児の痩やせこけた裸体に欲情する俺ではない。

「なんだ、俺は忙しい。着替えはリョウに届けさせる」

「いえ、そうじゃないです。たぶんお客はあと一二人といったところです。全部で二〇人の来客があると思います。食事の用意をしてくれるなら、それを目安にお願いします」

　妙なことを言い出した。

「……なぜ来客数がわかる？」

「いや、わかるも何もこっちの人は日が暮れる前に宿を決める傾向がありますし、住民の移動の流れから、この村まで辿たどり着つく人の数も視みえますから」

　視える？　何を言ってるんだ？

「君は魔法でも使って街道を歩く旅人の数がわかるのか？」

　サファイアは頷いた。

「魔法は使えませんがわかりますよ。ほら、うちの補給部隊がコメの配給を始めたじゃないですか。それを目当てに人が動き出しますよね」

「ん？　……まぁ、そうだろうな」

「西部地方の人口と経済規模、それに情報が伝わる伝播速度から考えると、今日辺りから低所得者を中心に王都への移住が本格化するんです。で、ここら辺は野盗が出没するので治安が悪い。そのため旅人は一番危険な峠を越える時間を正午にしようと考え、必然的にこのコメダ村近辺に宿を求めることになります。そういったことをちょろっと考えれば、街道の交通量もわかりますし、交通量がわかれば宿泊希望者の数も割り出せるんですよ。今はお昼の三時頃なので街道には三人ほど歩いてて、そのうち二人が峠越えを強行、残った一人がうちの宿の看板を見て、所持金を気にしながらやってくる。そんなところです。お信じになれないなら街道へ出て、たしかめてください」

　ポカンと脇で聞いていたブンタに街道を見に行かせると、「すげぇや、姐さん──いや、女将おかみさんが言ったとおりだ！」と言って、客一人を伴って戻ってきた。いやいや、ただの偶然だ。そんな予測、立てられるはずはない。

「あ、その顔はまだ疑ってますね？　お気持ちはわかりますけど、昔からこういう当てっこだけは得意なんですよ。次にお客が来るのはだいたい八分後です。あ、こっちの単位では八シリルですね。二人来るので覚えておいてください。その次は二シリル後に家族客が四人です。当たったら、私の評価を上げてくださいよ？」

　ふふん。八シリル後が楽しみだ。仮に皇国が西部地方の人口を正確に把握しているとしても、この街道を通る人数までわかるはずはない。というか、こやつはもしや……。

「サファイアよ。俺は君が描いた昆虫の絵に感心したし、ドジだがドジなりに努力していることも評価している」

「わぁ、嬉しい」

「だから、このような天気予報ならぬ『客予報』などしなくてもよいのだぞ」

「え？」

「え？　じゃない。おおかた、宿の仕事に貢献したいと考え、こんなことを言い出したのだろうが、仕事ができずとも今日だけは俺がきちんと君の手助けをする。ゆえに、できもせぬことをできると言わずともよいのだ」

「ええ!?　それってまったく私の言うことを信じてないってことじゃないですか！」

「当然だ。仮に西部の住民がコメを目当てに移動するなら、普通は南寄りの一等街道を使うものだ。この危険なヤヌス街道は使わない。たまたま今日だけ何らかの理由で人が増えただけであり、先程の来客が当たったのもたまたまラッキーだっただけなのだ」

「もう！　アルスさんの私に対する評価が低すぎて悲しくなります。もちろん、そっちの大きな街道も交通量が増えてますけど、補給部隊が駐ちゆう屯とんしてる町はこちらの街道の方が近道です。たしかに野盗の危険はありますけど、ゴラグル部族連合……アルスさんたちが蛮族と呼ぶ国との戦争がなくなったことでヤヌス街道の治安は著しく向上しています。だから、みんなこっちの街道を使うんですよ！」

「……そ、そうなのか？」

　俺からすれば、たとえ大回りでも屯とん所しよが多い一等街道を使った方がよいと思うが、これは蛮族の脅きよう威いが頭から抜けきってない俺だからそう考えてしまうだけなのだろうか。

「ええ、そうですよ」

　サファイアは何を言ってるんだ、という顔で俺を見た。

「あの、もしやサファイア様はそれを見越してこの宿をお買い上げになったのですか？」

　おずおずとそう尋ねたのは隣で様子を窺うかがっていたリョウだ。

「大当たりよ、リョウちゃん。ほら、私ってばこっちのお金を持ってないでしょ？　アルスさんにお給料を支払わなきゃだから、旅館をやってお金を稼いじゃおうと考えたのよ。あ、もちろん自然調査のお仕事もするけど」

　ころころと笑うサファイア。俺はリョウと顔を見合わせた。

「サファイア」

「なんです、アルスさん」

「給料とはなんだ？」

「え？　竜王国にも労働の対価として賃金を得る仕組みはありませんでしたっけ？」

「ある。俺が言いたいのは、なぜ俺が君から給料をもらうかだ」

「ご冗談を。だって野盗をやっつけたあと、あなたをスカウトしたじゃないですか」

　そう言えば、そんなことを言われた記憶がある。ガイドとかなんとか……。

「しかし、俺は了承しておらん」

「アルスさんが了承しておらんと私は聞いておらんです。なのでアルスさんは私が全幅の信頼を寄せるガイドさんなのです。さらにボディガード兼、旅館の従業員なのです」

　たまに物事を都合良く解釈する人間がいるが、この女はその典型のようだ。まったく、王にだけ仕える誇り高き騎士を雇おうとする者がいるとは思わなかった。そもそもこんな二〇歳児に誰が従うというのだ。そう嘆たん息そくしたときだ。

「すまねぇが旅の者だ。一泊、部屋を二人で使わせてもらいてぇが空きはあるかい？」

　客が二人来た。先ほどサファイアが「客予報」を発してからちょうど八シリルくらいだ。「次は二シリル後ですよ」と言うサファイアの得意満面な顔が憎たらしい。とりあえず客はブンタに案内させ、サファイアと話を続ける。

「俺が君に雇われるかどうか、その件についてはあとでゆっくり話し合おう。それよりだな……」

「なんです？　お夕飯だったらまたテリンが食べたいです。私、アルスさんのテリンが好き」

「リクエストなどとっていない。そんなことより胸を隠せ。そして、とっとと風呂に入れ」

　話をしているあいだに顔だけでなく上半身までさらけだしたサファイアに注意すると、みるみると顔を赤くした。












「きゃー」

　何がきゃーだ。裸族め。

「リョウよ」

「なんでしょう、アルス様」

「そなたはあの女のようになるなよ」

「ご心配なく。なれませんから」

　溜ため息が出る。あんな不注意で、子供っぽい女だというのに、妙な観察眼、いや分析力というべきか、人の動きを未来予測できる力を持っているようだ。ん？　未来予測？

　まさか、サファイアも《未み来らい視し》の異能を瞳に宿しているのか!?

　この世界には時折、異能を持って生まれてくる者がいる。

　何千桁もの四則計算を見ただけで瞬時に答えを弾き出してしまう者や、人の顔や風景を一度見ただけで細密な絵にするような者が稀に生まれるのだ。そして、そうした異能の中には《未来視》というべき、過去に起きた経験則から未来を読みとれるものがある。

　かく言う俺もその能力者のひとりだ。《紅くれないの猛もう牛ぎゆうグラーリオ》を倒したときのような戦場の極限状態においてのみ《未来視》めいた力を発現できる。もっとも、俺の《未来視》は後天的且かつ戦場の一画をほんの五秒先しか予測できないのに対し、あいつができるという「客予報」が本物ならば、西部地方全域を数日単位で見通せることになる。これが、ただのまぐれであればよいが、もし本物の《未来視》であったら……。

「アルス兄ちゃん！　また客だ！　女将さんが言ったとおり、家族連れが四人だがどうすりゃいい!?」

　あやつが言うとおり二シリル後、四人来てしまった。それも家族客だ。信じ難いが、信じなければならないかもしれない。あいつはおそらく《未来視持ち》だ。三度も続く偶然などありえない。だがしかし、皇国にも未来視の瞳を持つ者がいるとは……。

「……入れてやれ。家族連れは二階の部屋だ。案あ内ないはリョウに頼む。すまぬがブンタは大急ぎで家畜小屋を掃き清めてくれ。宿はこの家族連れでいっぱいになるから、これから来る客は外に寝かせる」

「わかった！　掃除したあと筵むしろなんかを敷けばいいんだね!?」

「そのとおりだ。あとで相応の給金を支払うからしっかりな。ああ、そうだ。君の母や弟にも声をかけてくれ。さすがに手が足りなそうだ」

「がってんだ！　呼んでくるよ！」

　さすがに俺がこうして働いてしまっていることは、あいつの《未来視》の範囲外だと思うが、あのおかしな女には底知れぬところがある。もしサファイアがこの俺に「宿の従業員」ができると予測を立てて旅館経営を始めたのなら、それをやってみせねば見下されることになろう。ええい、ままよ！　今日はこの村に滞在すると決めたのだ。ならば、暇つぶしに宿の親父の真似事をしてやろう。

　まずは食い物の用意だ。先程から宿の様子を窺うかがっていた村人を捕まえる。

「村人よ。暇ならば獣でも狩ってこい。町で売るのと同じ値段で買い取ってやるぞ」

「ほ、ほんとですかい!?」

「ああ、噓うそはつかぬ。どうせ、トウキビが売れなくなり、金に困っているのであろう？　家族を太らせる好機ぞ。できるだけ多く獲物を獲ってきてくれ」

「わかりやした！　まかせてくだせい！」

　名も知らぬ中年男だが、村に住んでいるのであれば狩りのひとつくらいできよう。エクルゥの一匹でも獲とってきてくれれば上等な料理を作れる。

「アルスさん、ブンタのやつに聞いて来たんだが仕事があるんだって？」

「ブンタの母よ、よく来てくれた。人手が足りなくて難なん渋じゆうしておる。トウキビの下ごしらえを頼みたい。二〇人分だ」

「あいよ！　どうせ倉で腐らせるところだったんだ、お客の腹が弾けるくらい作ってやるさね！」

　これで夕食作りの算段は整った。次は。

「客たち！」

「はひ!?」

「休む前に足に塩を揉もみ込こんで火で炙あぶれ！」

　土間に荷を置いていた客たちが顔を見合わせた。やはり旅に慣れていないようだ。

「どういうこってす？　宿のご主人」

「塩を揉み込むことで足の疲れが取れるのだ。まだ王都まで先は長い。道中、疲れを抜きながら進まねば行き倒れるぞ。ほれ、塩はここだ。火は今熾おこす」

　軍では長い遠征になると、三日おきに塩で足を揉むよう軍規によって定められている。これは塩のザラザラで足の血行をよくするのと同時に、塩の殺菌効果で皮膚炎を予防するためだ。

「どうだ、気持ちよかろう」

「へい。疲れが溶けていくようでさぁ」

　客たちがうんうんと頷く。

「よし、その調子で、足の裏から毒でも抜くように揉むのだ。そして揉み終わったら囲炉裏で足を炙りながらこれを飲め」

「こいつは？」

「クリノ草を煎じて塩を加えた茶だ。今、君たちは空腹だ。腹に何も入ってない状態で飯を食えば胃の腑ふを痛め、ときに病を招く。それを防ぐのがこの茶だ。これを飲めばクリノ草の薬効成分が胃を守り、さらには飯の栄養を身体に取り込む助けをしよう」

「ふえぇ～。なんちゅー物知りなご主人だ。百科事典みてぇだぜ」

　騎士を百科事典扱いするか。だが、悪い気はしない。ヤカンを手に、足を火で炙る客たちに茶を配っていく。そのとき、初老の客が二の腕に怪我をしているのに気づいた。

「ご老体！　怪我をしているではないか！　どうしたのだ、これは！」

「ちょいと藪やぶでひっかけてね。かすり傷だよ」

「いかんぞ！　すぐに手当てをせねばならん！」

　たとえ小さな傷でもそこから大地の毒が入って死ぬことがよくある。それで幾人の戦友を失ったことか。煮立った湯に布を入れ、その布で傷口を拭いてやる。

「どうして、布を茹ゆでなすったので？」

「こうすれば、なぜか傷が膿うみにくくなるのだ。そのうえで傷口に酒を吹きかけ、クリノ草を巻けば治りも早くなる」

「そうでしたか。ありがとうごぜえます」

　クリノ草は煎じて飲むだけでなく、傷も癒いやす有益な薬草だ。自生するところは限られているが、この村に生えていてよかった。

「礼には及ばん。さぁ、処置はこれでよかろう。爺じいさまは部屋で休むのだ。他の者も足と身体が温まったら部屋へ行くがいい。湯を沸かしているから順番で案内をする」

「こ、この宿には湯もあるのかい!?」

「ああ、ある」

　客から歓声が上がった。それもそうだろう。この寂れたヤヌス街道に入浴施設があるという話は聞いたことがない。

　風呂と言えば、あいつはどうしただろうか。一応、乳を見られることを恥ずかしがるようだから、湯殿の前で断ってから戸を開ける。見ればサファイアは湯から上がったあとのようで湯槽には蓋ふたがされていた。これならすぐに客を入れられる。

「ん？」

　戻ろうとしたところで、ふと脱衣所の床に光る物が落ちているのに気づいた。手の平に乗るほどの四角い紙──いや、薄い板だ。白地に星のマークが刻まれており、どんな材質なのか見当もつかぬが仄ほのかに光を放っている。

「サファイアめ。服を脱いだときに落としたんだな。仕方のないやつだ……」

　あとで渡してやろうと手に取ると、突如、板がパァッと輝き出した。

「な、なんだこれは!?」

　板の表面に浮き上がったのはサファイアの肖像だ。まるで生き写しである。しかも、板の角度を変えればそれに合わせて絵も向きを変えるという摩ま訶か不ふ思し議ぎなしろもので、横から見れば横顔が、上から見れば頭のてっぺんがといった具合だ。ええい、また魔法の道具か。翻訳薬といい、やつらばかりこうした便利なものを持っていてズルい。

　それはともかく、これを描いたのが画家であれば、その者は技こそ上手でも下手くそな二流画家だ。サファイアの顔は無表情だし生気もない。それにこの服がいけない。軍装とよく似た白い詰め襟のついた服を着ているのだが、それがまるで似合っていないのだ。これは似合わぬ服を無理矢理着せ、それを嘲あざ笑わらうために描かれたものか。

「あいつは国でいじめられているのか？」

　ふと心配になる。

　見なかったことにして返そうと、板に書かれた右向きの三角形に指が触れたときだ。ふいにサファイアの肖像が消え、別の絵に変わった。

「ふむ……。こちらは友人と一緒のところを描かせたか。よく描けているな」

　新しく浮き出た絵には、笑顔のサファイアと赤髪の女が一緒に描かれていた。二人の表情も良いし、こちらはいい絵だ。それにこの赤髪の友人からは信頼できるものを感じる。彼女ならば、たとえサファイアが国でいじめられても守ってくれるだろう。よかったな、サファイア。いい友人がいて……。

「おーい、アルスさん！　そろそろトウキビを蒸し始めるかい!?」

　ブンタの母の声だ。おっと、俺はサファイアの絵など眺めている暇はないのだ。懐に板をしまって井戸端へ向かう。途中でリョウをみつけたので、客を順番に風呂へ案内するよう頼む。入浴時間は一人、一五シリルほど。湯は節約だ。使う薪はブンタの家から借り、明日にでも割って返せばいい。

「おお、宿の主人！　ケラルを狩ってきましたぜ！　こんなに太ったやつを狩ったのはひさしぶりだ！」

　玄関前に出てみると客たちが集まっていたので何かと思えば、先ほど食材調達を頼んだ村人が獲物を持って帰ったところだった。たしかによく肥えたケラルだ。これほどの上物、王都の市場でも滅多に見ない。

「見事な獲物だ！　コメダ村には腕のよい狩人がいるようだな。なぁ、客人たちよ」

「んだ、んだ。こりゃ大したもんだ！」

「まったく、すげぇこっちゃ！」

　背中を叩たたいて労ねぎらってやると村人は破顔した。それにしても、思いがけずいい肉が手に入った。手早く解体し、背肉を細こま切ぎれにする。

「ブンタの母よ。トウキビにこれを混ぜてくれ。ハサハ巻きにしよう」

「ハサハ巻きかい。お、ずいぶん、いい肉だね。こりゃごちそうになりそうだ」

　裏の茂みからハサハの大葉を摘み、よく洗ったあと、その葉に下味をつけたトウキビと肉をのせて巻いていく。そうして巻いたものを茎で結んでザルに並べる。これを客の数ぶん──いや、どうせだ、村人全員のぶんを用意しよう。数は取れそうだ。

「リョウ。手伝いなさい。ハサハ巻きを作っている」

「どうやれば」

「ブンタの母がやるのを見ていればわかる。一緒に作らせてもらいなさい」

　掃除をそつなくやってみせたリョウだが、料理の方はあまり経験がないようだ。ブンタの母の手元を見ながら、覚おぼ束つかない手つきで葉に具をのせていく。

「わぁ、みんなでお料理の準備ですね！　私も混ぜてくださいな！」

　湯上がりのサファイアがピョンピョンと跳ねながらやってきた。

「いや、君は混ぜてやらん」

「どうして！」

「鍋をひっくり返したり、余計なものを入れたりするだろうからだ」

「偏へん見けんですよ！　風評被害！」

　しかし、こちらへ来ようとしたサファイアは小石に躓つまずき、せっかく下処理がすんだトウキビの桶おけに頭から突っこみかけた。

「……ほら、言わんこっちゃない。人には向き不向きがあるのだ。君は葉っぱの観察でもしてなさい。ハサハの葉はどうだ？　もしかしたら稀き少しような植物かもしれぬぞ」

「まったく、人を小馬鹿にして。こんなその辺に生えてる草が稀少なわけ……って、なにこれ！　絶滅したカシワ葉とそっくりじゃない！　というか、そのもの!?　すっごい！　再発見ってやつ!?　これを学会で発表したら一躍有名人よ！」

　この女の国はあらゆるものが絶滅しているようだ。それはともかく、こいつがいるとどんな客の顔にも笑みが浮かぶ。ある意味、サファイアこそ稀少な生物なのかもしれん。
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　かくしてハサハ巻きをこしらえた日の売り上げは銀貨三〇枚と銅貨八〇枚にも達した。

　来客数はサファイアの「客予報」どおり一五名で、そのうち五名は宿に入りきらなかったので家畜小屋と土間に筵を敷いて寝かせ、夕食代だけ徴収した。それでこの売り上げである。その利益を使い、新しい布団とシーツを注文した。

　次の日の売り上げは銀貨四〇枚。この金は風呂場のスノコや旅人の荷物を置く棚を作るのに使った。さらにその次の日は銀貨五〇枚の売り上げ。これで大鍋を買った。

　そんな具合に売り上げは来客数と比例するように増え続け、またサファイアが《未来視》を使って唱える「客予報」も一〇割の確率で当たるという驚異の的中率をみせた。この異能が存外役に立つもので、あらかじめ客数がわかっていれば食材に無駄を出さずにすむ。これが余計な出費を封ずる助けとなり、おかげで調理道具や部屋の調度をいくつか新調することができた。

　こうして俺たちが村を訪れてから七日が経たった。

「アルスの旦那。今日は森で何を獲ってくればいいかね？」

「ああ。できれば魚が欲しい。池でビヌなどは釣れるだろうか？　二〇匹ほどあれば飯を豪ごう華かにできる」

「じゃあ、それくらい釣ってこよう。……ところでこないだのケラルの代金、あんなにもらってよかったのかい？　町でケラル一匹、銀貨二〇枚が相場だが旦那は……」

「いいんだ。これからしばらく肉や魚を頼むことになるだろうから、猟りよう具ぐを手入れする足しにでもしてくれ」

「そういうことだったら遠慮なく受け取らせてもらいやしょう。──ああ、そうだ。肉や魚の塩漬けがご入り用でしたら言ってくだせぇ。格安で請け負いますんで」

「では、早速頼もうか。客も喜ぶにちがいない」

　農閑期ということもあって村人は協力的だ。また、村人たちはこれまで金がなかったため、屋根に穴が空あいたり、壁が傷んでもそのばしのぎで間に合わせていたのだが、宿の手伝いで金を得たことで大工に依頼するようになった。それがコメダ村に変化を起こそうとしている。

「おーい、旦那！　いよいよ完成だぜ！　昼には終わるから楽しみに待っててくれ！」

「おお、大工よ。君は仕事が早いな。二週間はかかると言っていたが五日しか経ってないではないか。他の家の修繕も手がけているというのに見事な腕だ」

「そりゃあ、部屋に入りきらず、外で寝ている旅人を見ちまうと、俺っちだって早く建ててやりたくなるさ」

　五日前に来た客の中に大工がいたので宿の増築を依頼したのだが、この大工なかなかの腕利きで、ただ建て増すだけでなく、母屋と意匠を揃えるという立派な仕事をしてくれた。これで全一〇室。田舎村の宿としてはなかなか見栄えのする宿になった。

「完成したら酒を振る舞おう。祝い酒だ」

「それは嬉しいねぇ。……あ、ところで旦那。ちょいと相談がなんだが、村長を紹介してくれねぇかな？」

「どうしたのだ？　あらたまって」

「ほらよ、俺っちは知ってのとおり仕事が欲しくて王都を目指してるんだがよ、どうもその仕事ってやつがここにあるじゃねえか。見たところ、この景気は長く続きそうだしよ、村に土地を借りて住めねぇかなって思ってその相談を……」

「そういうことか。村には家を直したいという者も多いし、俺も君のような腕のいい大工が近くにいれば何かと助かる。さっそく村長を紹介しよう」

　王都へ向かう彼らはコメだけでなく仕事も求めている。いや、仕事がないから移住を志した者がほとんどだ。そのため、この大工だけでなく、農民や木こり、狩人なども村長と移住交渉を進めている。村に人が増えるのは俺としてもありがたい。人が集まれば自然と金が落ち、景気がよくなれば宿にも金が入る。結果的に俺が宿で働かねばならぬ日数が減り、西の都へ旅立つ日も近づくわけだ。

　じつは西への旅をしばし延期することにした。

　当初は隣町にリョウを預け、旅を続けるつもりだったが、サファイアの《未来視》どおり住民の大移動が現実のものとなってしまい、遺憾ながら予定を変えざるをえなくなったのだ。なぜなら、これだけ人の移動が激しいとなると町で預け先をみつけられないことがありうる。もしみつかったとしても、移住されたら二度と会えなくなる。ならばリョウを連れて旅をするしかないわけで、その旅費を稼ぐべくいささか業ごう腹はらではあるがサファイアに雇われることを了承したわけだ。

　だがしかし、旅館の仕事は想像していた以上に大変だった。

　朝は日が昇る前から起床し、客たちの朝食と弁当の用意をする。客を送り出したら布団を干し、部屋を隅々まで掃き清める。掃除していると、傷んだところや修繕が必要な箇所がみつかるので直す。

　日中はおおよそこのように過ぎ、日が傾き始めたあたりで夕食の準備を始める。そのあいだ客がポツポツとやってくるのでリョウに部屋へ案内させる。風呂を沸かし、精のつく食事を出し、戻ってきた食器を洗う。これで客のもてなしは一段落。

　それからリョウを風呂に入れる。耳の裏までしっかり洗ってやり、湯から上がったら、井戸の水でよく冷やした果物の汁を飲ませて水分補給させる。そうしているとリョウの瞼まぶたがトロンと下がってくるので部屋へ連れて行き、寝かせてやる。たまにロウソクの灯あかりを消すと俺の手を離さなくなる。人ひと攫さらいから助け出して一週間しか経っていないのだ。いずれ町へ行く機会をみつけられたら、抱き人形でも買ってきてやろうと思っている。

　こうしてリョウを寝かしつけたところで一休み。夕食を取る。続いて夜は宿の警備だ。これがもっとも騎士らしい仕事と言えるかもしれない。やはりこのあたりは野盗が多く、これまで八人ほど罠わなにかかった。一々処分するのも面倒くさくなったので一人を生かして後をつけ、根城にしているらしい洞ほら穴あなに入っていったところを岩で塞ふさぎ、さらに念を入れて煙で燻いぶした。それから野盗が罠にかからなくなったので一網打尽にできたようだ。それでも生き残りがいれば逆襲の危険があるので警戒は続けている。そうして夜が白け始めたあたりで一眠り。起きたら朝あさ餉げの仕度を始める……。

　よもや宿の仕事がこれほど大変だとは思わなかった。朝から晩まで目の回るような忙しさだ。しかし、やり甲斐はある。あくまで宿で働いているのは旅費を稼ぐためだが、宿の仕事は存外におもしろい。これは意外な発見であった。

　また、村人たちも旅人をもてなすことが金になると知り、積極的に働くようになった。今日からそんな村人と組んで新しい商いを始める。

「アルスさん。『第三種携けい帯たい糧りよう食しよく』っていうのができたよ。これでいいかい？」

　さっそくブンタの母がレシピを元に作ってきてくれた。第三種携帯糧食とは、干した果物と木の実を、蜂蜜と小量の酒を合わせた甘い液に一晩漬け込み、それをトウキビの生地に練り込んで焼き絞めたものだ。一カ月は保つうえ、菓子のように甘いこともあって軍でも人気のあった糧食だ。

「ああ、よくできている。軍のものより美う味まいくらいだ。街道を通る旅人に試食させたうえで勧めれば、喜んで買ってくれるにちがいない。リョウよ。そなたはブンタの母について売るのを手伝いなさい。子供が一緒にいれば人は物を買いたくなるものだ」

「はい、わかりました。アルス様」

　リョウに物売りなどさせたくないが一日も早く金を貯ためるためだ。そして養い子を働かせるとなれば、養い親である俺はそれ以上に働かねばならない。

「街道の補修に行ってくる」

「待って、ガイドさん！　私も行く！　山の動物たちを調べたいし！」

　サファイアにみつかってしまった。足手まといがいると仕事の効率は落ちるが、俺はガイドとしても雇われたらしいので、連れて行かねばならないのがつらいところだ。
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　ここ、ヤヌス街道は荒れている。

　崖に面した道は見渡す限りデコボコで、滑落防止用の柵などは朽ちてほとんど原形を留めていない。本来、街道の整備は自治体の義務なので、当地の責任者である村長にその怠慢を責めるべきだが、コメダ村のような小規模の自治体は兵役で人手を取られ、街道の補修にまで手が回らないのが実情だ。そして、その兵役を課すのは騎士団なのであまり文句は言えない。だからこうして自分でやるわけだ。

「アルスさん。この荒れた道を平らにするんですか？　そのツルハシで」

「そうだ。ついでに標識も設置する」

「村に人が来やすくするんですね」

「ああ、そのとおりだ」

　コメダ村から西へ四リグ行ったところにＹ字路がある。左へ行けば《龍の背》の麓ふもとへと続く支道、右がコメダ村を経由して王都へ至る本道なのだが、これまで幾人もの旅人が道をまちがえたとぼやいていた。なので、たしかめに来たのだが……なるほどこれではまちがえても仕方ない。本道よりも支道の方が道幅も広く、そのうえ道標もないのだ。

　とりあえず村から担いできた標識を立てる。これで道をまちがう者は出まい。ああ、そうだ。標識の下に花の種を植えるのだった。今、蒔まいておけば半月後には花を咲かす。花を見れば旅人の心は和む。宿にも気持ちよく来てもらえる……。

「……アルスさんって実まめですよね」

　サファイアが心底、感心しているというふうに言った。

「いや、ちがうぞ。俺が『実』なのではなく、騎士は皆『実』なものなのだ。ちょっとした備えの不足が命の危機へと繋つながる。そして、騎士が命を落とせば、国民の命が危うくなる。ゆえに国を守るべき騎士は実に生きねばならないのだ」

「なーるほど。その考え方は騎士だけでなく、人の生き方にも通じますね。勉強になります。それにしても、こっちの騎士ってうちの国のイメージとはずいぶんちがうなぁ」

「ん？　皇国にも騎士がいるのか？」

　驚いて尋ねると、サファイアは首を振った。岩に腰掛け、標識を眺めながら言う。

「今はいません。だいぶ昔にそう呼ばれた人たちがいたんです。けど、竜王国の騎士とはイメージがちがいますね。皇国で騎士といえば貴族が立派な鎧よろいを着て、家の名誉のために一騎打ちとかする感じです」

「それが皇国の騎士か。話を聞くかぎり、君の国の騎士はこちらでいうところの《竜りゆう士し》だな。竜士は王族や貴族の子弟で構成され、一門のためにのみ戦う。それに対し、騎士は平民の子を騎士学校で鍛え、その中からとくに優秀な者が任命される。そして、騎士に選ばれた者は竜王陛下から剣を授かり、ただひたすら国のために戦う。我が国の騎士はそういった存在だ」

「エリート、ですね。真の意味の」

「そうだ、エリートだ」

　私心を捨て、国のために生きる。

　特権を与えられるかわりに家族との繋がりを断たれ、任期が明けるまで婚こん姻いんさえ禁じられる。それが騎士。だからこそ民は騎士を崇あがめ、兵は騎士に従い、鍛か冶じ職しよく人にんは騎士のために武器を鍛える。ゆえに騎士が率いる部隊は強いのだ。

「ところでアルスさんの言葉づかいが独特なのは、騎士学校ってところでそういうふうに教えられたからですか？」

「独特か？」

「ええ、まぁ。なんというか、うちの降こう下か猟りよう兵へいのおじさんたちと比べたら、丁寧というか優雅というべきか。ほら、二人称が『君』とか『そなた』だったりするじゃないですか。あれいいです」

「君は妙なところに興味を持つ」

「そうですか？　長いこと、おじさんばかりと接してきたからかなぁ？　それはともかく、私は『君』より『そなた』って呼ばれたいかな？　なんか可か愛わいいし。これから私のこと『そなた』にしてくださいよぅ」

　サファイアは誤解を招くようなことを言い出した。皇国とは言葉の使い方がちがうことはわかっているが……、思わず溜ため息が出た。ふぅ。

「サファイアよ。王国では二人称を使い分けている。これはとても重要なことだ」

「どのように重要なんです？」

「そうだな……。男が女に対して呼び掛ける際、血縁になければ『君』と呼ぶ。血縁ならば『そなた』だ。つまり、近しい関係の相手を『そなた』と呼ぶ」

「へぇはぁ。こっちの言葉はむつかしいですね。相手によって使い分けてるんですかぁ」

「もっと言えば、女が『そなた』と呼べと、男に望むことには深い意味が生じる」

「……深い意味？」

「そう、意味がある」

　サファイアはしばし「ふーむ」と思案すると、徐々に顔が赤くなりジタバタし始めた。

「きゃー」

　なにがきゃーだ。不束ふつつか者ものめ。

　まったく、知らぬとはいえ、初めての「そなた希望」がこんな女になるとは。また溜め息が出る。ふぅ。

　なんとはなしに空を見上げるとハンビ鳥が青空を滑空していた。おだやかな陽気だ。道路工事も捗はかどる。えいやと、ツルハシを振り下ろす。地面にめりこんだ石が引っこ抜ける。道がなだらかになっていく。気持ちがいい。

「何かお手伝いしましょうか？」

「そなたに力仕事は無理だ」

「そなた」

「言いまちがえただけだ」

　サファイアは俺の邪魔ばかりする。やはり村に置いてくるべきだったかもしれない。どこかで鳥が鳴いた。ピューイと。俺の迂う闊かつを笑うように。

「──それにしてもここはいいところですね。自然は綺き麗れいだし、動物はいっぱいだし、村の人も優しいし。天国があるとすれば、ここが一番近いと思います」

「君は常々突拍子もないことを言うが、その言葉については同意する。ここはいい土地だ」

　住んでみて初めてわかることがあるというが、コメダ村一帯はこれまで国の直ちよつ轄かつ領りようではなかったことが不思議なくらい良い土地だ。畑とするのに十分な土地がまだ残り、森には肥えた獣が駆け回る。こんな土地が手つかずのままだったのは、この一帯が地方領主と蛮族勢力が睨にらみ合う緩かん衝しよう地ち帯たいになっていたからだろう。そのため村は開発を逃れたわけだ。ふいに眼下の森からモリヌコの鳴き声が聞こえてきた。だから、このような珍鳥も生息している。

「可愛い鳴き声ですね。にゃーにゃー言ってます」

「王都では高値で取引される鳥だ。貴族連中が鳴き声の美しさを競わせるなどして興じていた」

「でもここではタダで鳴き声を楽しめる」

　サファイアは嬉しそうに両手を広げた。まるで全身を使ってモリヌコの鳴き声を聞こうというふうに……。こんな楽しそうに鳥の声を聞く女を俺は初めて見た。おかげでツルハシを使う手が止まってしまった。

　モリヌコの鳴き声とともに奇妙な時間が流れる。何もせず女と居るという時間。あるいは鳥の声を聞くだけの時間。戦場で軍勢と対たい峙じしているときとはまるでちがう時の使い方だ。うっかりすると、自分が騎士であることを忘れてしまいそうな時間が流れている。心地よいが、これはきっと俺を弱くする時間の使い方だ。騎士としてこの時の流れの中に身を置いてはいけない。ゆえに俺はサファイアに問うた。

「……サファイアよ。君はこれからどうするのだ？」

「死ぬまでここで暮らしますよ。だって、ここはようやく見つけ出した私のカントリーなんだもの」

　カントリー。聞けば故郷という意味らしい。皇国こそが故郷だというのに、この地をカントリーだと言うサファイア。いったい、皇国で何があったのだろう。

「いらぬ世話かもしれぬが、皇国に連絡を取らぬのか？　俺の足なら一日もかからず町へ行って伝えることができるぞ」

「連絡しちゃだめです。これは雇い主としてのお願いです」

　最初に会ったときとちがう返事。サファイアはタンワープとかいう瞬間移動魔法に必要な道具を忘れたせいで遭難したと言った。なのに、皇国に連絡を取るなと言う。通信手段がないというのは噓ではなさそうだが、忘れたというのは噓だろう。やはり国には戻らぬつもりで船に帰る道具を置いてきたのだ。

　いつか脱衣所に落ちていた「本物みたいな絵」を思い出す。親しい友まで捨て、なぜ異国の地で暮らそうとしているのだろう。しかし、俺はそれを尋ねる立場にはない。

「君が『連絡するな』というならしない。余計なことをして俺の所在が知られるようなことがあっては困るからな」

「じゃ、私のことは秘密にしておいてください。お互いのために」

「わかった。皇国に君がここにいることは言うまい。これは約束だ。安心しろ」

「ご配慮、感謝します。そういえば、アルスさんは西の都へ何をしに行くんですか？　考えてみたら一度も聞いたことがありませんでした。用事が済んだら戻ってきてくれるんですよね？」

　まったく、この二〇歳児には驚かされる。こやつは俺が騎士だということを知っているというのに、そんなことも察してなかったのか。

「先程も言ったが、騎士は国のために戦う存在だ。詳しくは話せぬが西の都に皇国と戦うために必要なものがある。それを受け取るべく俺は旅をしている」

「言いにくいことですが、竜王国はすでに……」

「たしかに王国は滅んだ。だが、王との盟約は生きている」

「盟約？　何か約束事が？」

「本当にわからぬのか？　主君を殺され、生き残った騎士が何もしないなどありえなかろう」

　サファイアは「まさか」と言った。皇国の人間もやはり人間だ。ここまで言えば、「俺たち」の悲願を察することができるようだ。

「そうだ。皇こう女じよハルノミヤの首を獲る。それが俺の旅の目的だ」

　鳥は美しい声で鳴き続けている。街道を吹き抜ける風も変わらず暖かい。

　そうだ。この大地の営みと同じように、主君を討たれた騎士が仇討ちを志すことは何があっても変わらぬことだ。しかし、サファイアは恐怖に引きつった顔をしていた。まるで世界の理ことわりをハッと思い出したかのような、そんな顔に思えた。

「……ハルノミヤを殺す旅、でしたか」

「ああ。皇女ハルノミヤを討つ、それが俺の悲願だ。騎士ならば当然のことであろう？」

「そうですが、でも……」

「無論、君が主君の命を守るため、この俺を殺しにかかったとしてもそれもまた当然のことだ。望むなら受けて立つ」

「……できるはずありませんよ。私に」

「そうだ。文官の君に俺を止められるはずはない。唯一、策てがあるとすれば、船へ通報することだが、仮に伝わったとしても今さらといったところだろう。騎士だけでなく竜士、それに蛮族の戦士までも皇女の首を狙っている。俺の旅は数多あまたに存在する討伐計画のひとつにすぎないのだ」

「困りました」

「いいんだ。人には向き不向きがある。君に土木工事ができないように、俺は昆虫の絵を描いたり、民の動きを推し量ることもできない。俺を阻止するのは魔法使いの、いや降下猟兵といったか、軍人の仕事なのだ。だから、君が気にすることではない」

　ツルハシを握り直して、荒れた街道の修繕作業を再開することにした。しかし、どうにも作業が捗らない。サファイアが余計な話をさせたからだ。俺が騎士であることはずっと前から知っていたのに、今さら自分が敵国の人間であると気づいたような顔をされても困るのだ。とはいえ、サファイアは魔法の国の住人。王国の民とは常識というべき何かがちがうのかもしれぬ。

「サファイア。果物の汁を飲まぬか？　その竹筒に入っているぞ」

　反応がない。いつもなら喜んで口をつけるというのに。これは本当に俺が皇女の首を狙っていたことに気づいてなかったということだろうか。

「……なぁ、サファイアよ。もし君がどうしても皇女討伐を止めたいというなら、皇国に所在を知られず通報する策があるぞ。自然調査官のサファイア女史が事故に遭い、今いま際わの際、皇女討伐を目もく論ろむ騎士をみつけたと俺に伝えさせればいいのだ。少なくともそれで君は臣下の務めを果たしたことになる。同時に、ここで暮らし続けることもできる」

　自分で自分を通報するのも妙な話だが、元々困難を極める計画だ。多少、警戒が厳しくなったとしてもかまうことはない。それもまた望むところだ。

「それをすることによってアルスさんの身に危険が及ぶようなことになるなら通報しないでいいです。いえ、してはいけません」

「そう言うのなら、俺もその方がいい」

「果物の汁、飲んでいいですか？」

「聞こえていたのか。ああ、かまわないぞ。全部飲んだっていい」

　そうだ、飲め。前々から思っていたのだが、そなたは人一倍ものを食うくせに痩せすぎているのだ。甘い物を飲んで太れ。もっと太れ。さぁ太れ。

　そう念じたものの、サファイアは竹筒に口をつけなかった。いつのまにかあれだけ囀さえずっていたモリヌコの鳴き声も聞こえなくなっており、ただ風がゆらゆら吹くだけだ。どうにも居心地が悪くなり、それを振り払おうとツルハシを地に打ちつける。しかし先ほどまで楽しいと思っていた作業が苦役のようにしか思えない。ただつらいだけだ。

　沈黙の中、ツルハシをふるう自分がまるで機械のように思えてきたところで、ふと西の方から人が歩いて来る気配がした。王都を目指す旅人が通るには早い時間だなと顔を上げてみれば、上り坂から顔を出したのはコメダ村の村長だった。黙りこんでしまったサファイアと二人でいるのがつらくなっていたところだったので、助けが来たような気がした。

「村長よ。そう言えば、昨日から町に行っていたのだったな」

「おお、アルス殿か！　街道の手入れとは感心、感心！　旅人も喜ぶでしょうな！」

　いや、本来、街道の補修はあなたの仕事であろう。そう言ってやりたかったが、あまりにも上機嫌な様子なので口に出すのはやめた。

「ずいぶんと機嫌が良いではないか。町で何か良いことでもあったのか？」

「ほれ、サファイアちゃんに宿を売ったときの腕輪、覚えておるな？」

「ああ、《トケイ》とかいう時を刻む宝具のことだな。あれがどうした」

「なんと金貨九〇枚で売れたんじゃよ。いやはや、ありがたい、ありがたい。これでワシの家も直せる。布団もフカフカのものを注文したんだぞい」

　随分と高値がついたものだ。宿を買うどころか本当に村ごと買えるような値段である。

「それはよかったな。村までもう少しだが金を盗とられぬように注意しろよ」

「おう、そうじゃった。今のワシは大金持ちじゃったんだ。気をつけねば……」

　今頃、気づいたのか村長。よくもまぁ、ここまで無事に来られたものだ。運が良いのか、それとも……。

　道の先を注視する。木々が風を受けて葉を揺らしている。街道は静かだ。誰もいない。

　……だが。

　呼吸を整え、ツルハシを草むらに放り投げる。

「サファイア。今日はここまでだ。金持ちになった村長を警護しつつ帰る」

「もう、ですか？」

「つべこべ言わず宿に戻るぞ。君も昆虫採集する気分ではあるまい」

「ええ……。たしかに」

　道の端に置いた雑ざつ囊のうを背負い、腰に剣を差す。一度、鯉こい口ぐちを切り、すぐ抜けるようにしておく。

「アルス殿、送ってくれるのはありがたいが、そのツルハシはそこに置いてよいのかね？」

「ああ。明日もここへ来るつもりだから、わざわざ持って帰る必要はあるまい。さぁ、戻るぞ。サファイアは先頭を歩け。一列縦隊だ」

「は、はい」

　もう一度だけ後ろを振り返る。

　木立が風に揺れている。何も変わりはない。だが、おかしい。よく知ったおかしさを感じる。これは来るべき者が来たといったところか。

「サファイア」

「何でしょう、アルスさん」

「もう一度、尋ねる。君は皇国に戻るつもりはないんだな？」

　サファイアはこともなげに「ええ」と頷うなずいた。そして俺に向き直って言葉を繋げた。

「私はもうアルステイの女将です。ここから離れませんよ」





　　　　５






　宿に戻るとリョウが駆け寄ってきて俺たちを笑顔で出迎えた。なんでもブンタの母を手伝って売った携帯糧食が完売したとのことだ。リョウを労ねぎらい、ブンタの母に礼を言い、夕食の用意に取りかかる。今夜はトウキビ団子とビヌの摘入つみれ汁じるにする予定だ。もっとも村人の漁果が芳かんばしくなければ摘入ではなく干し肉の鍋になるが……。

「旦那！　大漁ですぜ！　ビヌが桶一杯釣れやした！」

「よくやってくれた。助かるぞ」

　ビヌとは人差し指ほどの小魚だ。まだ旬しゆんの時期には少し早いが、このところ陽気がよかったせいかよく脂がついている。代金を支払い、さっそく下処理に取りかかる。美う味まい鍋になりそうだ。

「アルス様。お客様がみえました。三名様のご到着です」

「お通ししなさい」

　ビヌの身を摺すり子こ木ぎで擦っていると客がやってきた。さぁ、帳場が混こみ合あう時間だ。金勘定はリョウに任せているが、部屋への案内だけは宿の女将のサファイアがすることにしている。だが、街道での会話が原因なのか心なしか表情が暗い。

「サファイア。笑顔で客を案内しろ。表情が固いぞ」

「は、はい。すみません。気をつけます」

　仕事に差し支えるほどではなさそうだが、一応、リョウへ気にかけるよう言っておく。

「いやぁ、今夜は野宿を覚悟していたが、こんないい宿があって助かったな」

「そうだな。風呂に入れるとは思わなかったし、飯も美味い。気に入ったぜ」

　宿の営業は今日も順調だ。女将は不調だが客がそれに気づくほどではなく、夕飯を食べ終わると上機嫌で部屋へ休みに戻っていく。また、客たちが寝息を立てる頃になるとリョウの瞼まぶたも落ちてくる。

「リョウよ。今日は携帯糧食を売るなどよく働いたな。あとは任せて休みなさい」

「おやふみなさい」

　ナイトキャップをかぶせて部屋へ送り出してやる。そういえば歯磨きはしただろうか。いや、リョウなら磨いてるはずだ。おやすみ、リョウ。

「サファイア、君も寝ろ」

「アルスさんは？」

「まだやることがある。俺のことは気にするな」

「あの」

「なんだ、サファイア？」

　いつもならリョウより早く寝てしまうくらいなのに、今夜は寝ようとしない。外へ出ようという俺についてきて、燭しよく台だいを持ったまま下を向いている。どうやら話があるようだ。剣を壁に立て掛け、サファイアの隣に座る。

「お昼にした話ですけど……私はアルスさんをどうこうするつもりはありませんから」

「そうか」

　サファイアに俺をどうこうできるとは思わないが、言葉にされると安心する。正直なところ、この自然調査官には戦とは無縁に生きてほしい。皇国でなにがあったのかはわからないが、ここで女将をやりながら森で昆虫の絵でも描いていればいいのだ。

　しかし、サファイアはなおも部屋に戻ろうとしなかった。ほかにも何か言いたいことがあるのかと目で促すと、サファイアは伏せていた青い瞳を俺に向け、静かに言った。

「アルスさん。私はあなたにこそ皇女ハルノミヤを殺してもらいたいと思ってます」

「どうしたのだ、いきなり」

　突然そんなことを言い出したサファイアに面食らった。こいつにとって皇女は主君にあたるのではないのか？　なぜそれを殺してほしいなどと言うのか。

「皇女は悪の化身です。この国だけではなく、数多の国々を滅ぼし、数え切れないほどの人々を殺してきました。それはどんな理由があっても許されることではない。アルスさんには皇女を討つ理由があります。どうか、殺してください。このサファイア、伏してお願いします」

　サファイアは頭を下げた。

　皇女を殺すな、ではなく、殺せとはどういうことだ？　これはサファイアが皇国から身を隠していることに関係するのだろうか。たとえば、この女は虫から動物に至るまであらゆる自然を愛している。戦となれば森を丸ごと焼いてそこに潜む敵兵を追い立てることもある。むろん、そこに住む生き物は焼け死ぬ。市街地戦ならば、略奪が起きることもある。民間人だって幾百、幾千と死ぬ。サファイアは、皇女がそういった蛮行や自然破壊を繰り返すから「殺せ」と言っているのだろうか。そして、そう諫かん言げんしたことが原因になって皇国から逃げ出したのだろうか。わからない。だが、サファイアから皇女の殺害を頼まれる必要はない。

「……相変わらずおかしな女だな。昼にも言ったが、俺は皇女の首を獲り、皇国を滅ぼすべく旅を続けている。そんな旅をする者に頼む必要はなかろう」

「では……」

「皇女は殺す。だが、これはあくまで俺の使命だ。もし皇女の死を望むなら、君はただその使命を帯びた俺と出会った幸運を喜んでいればいい」

「幸運を？」

　サファイアの瞳が揺れた。

「ああそうだ。街道で出会ったときサファイアは白い蝶ちようを追っていたな。あれはこの地で幸運を運ぶと伝わる蝶だ。俺は皇女の首を狙い、君は皇女の死を願う。これは君にとって幸運の出会いと言えよう」

「アルスさん、ちがうんです！　そういうことじゃないんです！」

「ちがうことはない。さぁ、そんな暗い顔をせず早く寝ろ。明日も忙しくなろう」

「アルスさん！」

「話はこれで終わりだ。俺はこれからすることがある」

　まだ何か言いたげなサファイアだったが、俺はかまわず話を打ち切った。実際、やらねばならぬことがあるのだ。寝床としている作業小屋へ戻り、床に装備を広げる。鎖くさり帷子かたびらを着込み、短剣は腹帯に差し込んでいつでも抜けるようにする。それから深呼吸を二度、三度として、燭台の火を消す。今夜は満月なのですぐ目が慣れた。薄青い森が風に揺れている。

「幸運を運ぶ蝶か。その羽ばたきが今も続いていることを願いたいな」

　足音を消して森に踏み込む。

　森の動物は気配に敏感だ。少しでも異常を感じるとすぐに身を潜ひそめる。今日は宿の周囲の様子がいつもとちがった。普段、やかましいくらいに鳴く鳥たちが静かで、トカゲの一匹も見なかった。何より森からこちらを監視するような視線を感じた。もっと言えば、街道の補修へ赴き、町で《トケイ》を売って帰ってきた村長と会ったときから何者かに監視されていた。あれはサファイアの所持品。それを売った村長がつけられたとすれば……。

　森に入った途端、視線が俺へ集中した。

　地を蹴り、横に跳ぶ。先程まで立っていたところを雷が貫いた。電撃の鞭むちが木の幹に蜷局とぐろのように巻きつく。

「やはり皇国の魔法使いか！」

　懐から短剣を抜いて電撃が放射された方向へ投げる。キンッと鋭い音とともに弾かれ、枝がしなる。しかし、姿は見えない。姿を消している。

　おそらくセイタイ甲冑とやらを装備した魔法戦士だ。二種類確認されている魔法使いの中で降下猟兵という兵種の敵。しかも、この太た刀ち筋すじには覚えがある。俺の左目の下に傷を残した相手にちがいない。あのときは未知の魔法にしてやられたが……。

　ふたたび電撃が飛んでくる。今度は三発同時。王宮のような遮しや蔽へい物ぶつの少ない場所では脅威だったが、木が生おい茂しげる森であれば避けることは容易だ。木々を盾に電撃を躱かわす。続け様に放たれた光線も、右へ左へと跳んで避ける。

　だがしかし、月明かりしかないというのに恐ろしいまでに正確な狙撃だ。おそらく魔法で周囲が昼間のごとく見えているのだろう。さらに対手は木から木へ、ときに地を滑るようにして移動し、刃も用いて攻撃を加えてくる。一瞬たりとも気を抜けない。それでも俺にとっては既知の敵。尋常でない動きをするなら、それを計算に入れて戦えばいいだけのこと。

　抜刀し、飛んできた小刀を叩き落とす。そして、そのまま斬り込む。むろん、それで敵を斬れるとは思っていない。だが、相手が飛び退のいた先は、俺がウサギを獲ろうと罠を仕掛けた場所だ。

　しなった竹が魔法使いの脚を打ちつける。その程度でダメージを与えられないのはわかっている。が、一瞬だけ罠に気がいく。俺にはその一瞬があればいい。

「ていっ！」

　剣を魔法使い目掛けて振り下ろす。しかし敵も然さる者もの。この俺の斬り込みに反応し、背負った刀を抜き放った。火花が飛び散る。相手の持つ片刃の得物が二つに折れた。

「やるな……降下猟兵」

　だが、降下猟兵の小刀が俺の脇腹に押し当てられていた。人体の急所だ。

「その斬ざん撃げき……あなたは騎士ですね。この超硬化ブレイドをへし折るとは恐れ入りました」

「名乗れ」

「セラノ。姓はありません。セラノと申します」

　女だ。予想はしていたが、この手て練だれが女だということに感動にも似た恐怖を覚えた。

「俺の名はアルス。同じく姓はない。竜王騎士団、青せい竜りゆう隊たい長ちようのアルスだ」

「なるほど。あなたがアルス。降下猟兵のあいだであなたは有名です。鍛造の剣でセイタイ甲冑を貫いた男として」

「それは光栄だ。セラノと言ったな、剣を引け。君が一人で来ているのであれば斬りはしない」

「私が女だからですか？」

「いや、サファイアの友人だろうからだ」

　そう言ってやると脇腹に突きつけられていた小刀が鞘さやに収められ、顔を覆っていた髑髏どくろと似た仮面を外した。肩の辺りで切り揃えた赤い髪が月の青白い光を受けながらさぁっと広がる。

　こちらを見る瞳の色も燃えるような赤だった。俺はこの瞳の輝きを知っている。やはりセラノという女はサファイアが脱衣所に落とした魔法の板に描かれた女だった。












「昼からあなた方の様子をここから見ていました」

「知っていた」

「あなたにはわからないかもしれませんが、この仮面を被れば宿の中でどのような会話がされているか聞くことができます」

「そうか」

　今さら驚くまい。その程度のことはできて当然の相手だ。

「では、サファイアの意思はわかるだろう。あの者は皇国へ戻るどころか、皇女を殺したいほど憎んでいる。俺には原因などわからぬが、あいつは皇国を逃げ出してきたのだ。君はサファイアの友人なのであろう？　見逃してやることはできぬのか？」

　この女は精鋭といっていい立場にいるはずだ。そんな女が国より友を選ぶという選択をする望みは薄いと思えたが、あえて俺は尋ねた。いや、尋ねざるを得ない何かが女戦士の赤い瞳にはあった。

「アルスさん。あなたはサファイアがどういった女か知っていますか？」

「あいつは自然調査官だと名乗った。蝶を追い、カブトムシの絵を描き、動植物の研究をすることが仕事だと。ただし、どこかやることが間抜けで、石があれば躓き、池を歩けば水の中に落ちる、そんな女だ」

　セラノの頰ほおが緩んだ。彼女が知るサファイアもそういった娘なのだろう。ゆえに俺は言葉を続けた。

「俺にとっては敵国の人間だと言えるが、どうにも憎めないところがある。村に着いたかと思えば、宿を始めると言い出し、ドジで間抜けのくせに手伝いを申し出ては失敗する。子供より使えないくらいだ」

「お金の勘定も苦手でしょう？」

「ああ。釣銭をしょっちゅう間違えて俺の養い子に叱られている」

「そのくせ、妙に鋭いところがある？」

「ああ。あいつは一日にどれだけの来客があるかわかってしまう。地域の情勢と人口を知っていれば簡単だとか言って。あいつは魔法使いなのか？」

　セラノが吹き出した。

「中等部にいた頃と変わらないサファイアです」

　……中等部。騎士学校のようなところだろうか。語感からそのような印象を受ける。

「どうやら君とサファイアは長い付き合いのようだな。ならば問おう。なぜ、あいつは国を捨てた？　どうしてこの地にいる」

　尋ねるとセラノは刀を抜き放った。雑木がズンと倒れ、その幹に彼女は腰を降ろした。敵意があれば対手の前で座ることなどありえない。俺もそれを表すべく彼女の隣に腰掛けた。

「それについて説明するには長い時間が必要になります」

「かまわぬ。夜は始まったばかりだ」

　まだ昇りきらぬ月を見上げてそう言うと、セラノも同じように月を見た。

「あなたはサファイアを魔法使いかと尋ねましたね」

「ああ、言った」

「たしかにあの子は本物の魔法使いです。しかし、皇国の人間はそうではない。もう、薄々お気づきになっているかもしれませんが、この世に『魔法』などというものはありません。これをご覧ください」

　セラノが腰から抜いてこちらに差し出したのは魔法使いが装備している黒い杖つえだ。手に取ると鋼はがねのようにズシリと重かった。

「……やはり木の杖ではなかったか。これは機械だな？」

「はい。あなた方が『魔法の杖』と呼ぶこの武器は、『ブラスター』といって、光を収束させ、それを熱線へと換えて放つ光線銃の一種です。原理は虫眼鏡のレンズに日光を当てて上下させると、ある一点で紙が燃え出すのと似た仕組みです。皇国はその原理を応用し、武器として使っています」

　たしかに「魔法の杖」の先端には小さなレンズがついている。

「今、私が装備している甲冑は、ブラスターと比べるといささか説明が難しい。この甲冑、信じられないでしょうが生きています。しかも、元は大きな生き物でして、それを小さく縮めることで強きよう靱じんな防御力を得ています。ただし、その生き物は頭を持たぬ怪物なので、機械の頭脳を組み込むことで制御しています。てなずければ着用者の力を最大で五倍まで高めますが、相性が悪いと最悪、着用者を喰くらいます。そのため、これを装備できる者は降下猟兵の中でもそう多くない」

　セイタイ甲冑。いや、生せい体たい甲かつ冑ちゆうか。よく見れば彼女の甲冑は甲殻昆虫の表皮と似ており、ところどころ脈動している。

「……姿はどのように消しているのだ？」

「私たちが透とう明めい化かできるのは特殊なマントを羽織っているからです。生地にリアルタイムで背後の景色を投影し、消えたように見せかけると説明すればおわかりになるでしょうか？　私たちはこれを着て、敵地に潜入する」

　それぞれ原理がある。つまり、魔法ではない。魔法は存在しない。心のどこかでそのような気もしていたが、魔法でないとすれば皇国の「科学技術」が王国と比べものにならぬほど進んでいることになる。だが、今はそれについて考えるときではない。

「君たちの装備はすべて人の手で作られたものなのだな。だが、君はサファイアが『魔法使い』であると肯定した。これはどういうことだ？」

「あくまで比ひ喩ゆです。しかし、我らの科学力を持ってしても、あの子が持つ『力』を系統立てて説明できた者はいない。ならばそれは『魔法』と言えましょう」

「人の動きを予測できる力のことか」

　セラノは頷いた。

「そうです。サファイアには人の動きを感覚的に捉とらえる力があるのです。それも一人二人ではなく、数千、数万、数億、あるいはそれ以上の単位で。さらには数分、数時間どころか数年先の未来まで見通し、変えることさえできます」

　魔法にかぎりなく近い異能。宿に訪れる客の数を言い当てる力はその一いつ端たん。我が国でいうところの《未来視》だが、あいつが見通せるという範囲は、俺の知る《未来視》とはまるで異なる。もしセラノが口にしたほどの力があるとすれば。

「……あいつは、敵の布陣なども見通すことができるのか？」

　セラノは頷いた。

「できます。布陣どころか、敵将の性格やこれまでの戦歴といった情報を伝えれば、ほぼ確実に相手の戦術を予測し、それを打ち破るのに必要な兵員の数、装備、制圧にかかる時間まで一瞬で紡ぎ出す。さらには戦いが終わった後、立っている兵士の数までも」

「待て。そんなことできるわけない」

「いいえ。あの子はできるのです」

　セラノは言い切った。

「これから私が話すことは、あなたを深く傷つけるかもしれません。もし、聞きたくなければ黙ってサファイアを私に預けてください。悪いようにはしませんから」

「あいつをどうするかは、君の話を聞いてから判断する」

　そう言いながらも嫌な予感しかしない。もし、今聞いたような「魔法」をサファイアが使えるならば、まずまちがいなく今度の侵略に関かかわっているはずだからだ。

　セラノは俺の顔をかなり長いことみつめると、背負った刀を鞘さやごと草むらへ放り投げ、「解除」と呟いた。すると、生体甲冑の背がスッと裂け、しなやかな身体が現れた。薄い黒地の服とも言えぬ何かを着ている。

「……もし、これから言う話を聞いて腹が立ったら、私を斬ることであの子を許してやってくれないでしょうか？　私、単騎ではフル装備でもあなたには勝てない。これがサファイアの護衛官としてできることのすべてです」

　護衛官。こやつほどの手練れが護衛についているとすれば、サファイアは幼い頃から「魔法」を持つ者として皇国から特別の待遇で育てられたか、あるいは……。

「安心しろ。君は勝てぬと言うが互角がいいところ。そのような稀まれな技を持つ女を、俺はもったいなくて斬ることなどできん。それより話を続けてくれ。あいつは何者なのだ」

　セラノは生体甲冑を脱ぐと、ひとりでにクルンと丸くなったそれを、鞠まり玉だまのように蹴飛ばした。ボチャンと音がしたのは池に落ちたからだろう。

「まず、これだけはことわっておきたいのですが、あの子は噓つきではありません。自然調査官というのは本当のことです。一応、二級調査官の資格を持っています。また、この地に貴重な動植物が生息しているのも本当のことです」

「あいつが噓をつける娘ではないことは知っている。だが、真実を言ってもいない」

「はい」

　思い出されるのは男物の軍装を着たサファイアの肖像だ。あれが正装だとすれば……。

「王都攻略の作戦を立てたのはサファイアです」

　やはりそうか。

「では、竜王陛下の居場所を探し当てたのもあいつか？」

「はい。事前に王城の立地や推定される間取り、それにあなた方、竜王国の国民性を調べあげ、その情報を与えました。結果、あの子は《ラ・ファクト竜王二五世》を匿かくまう部屋を見つけだしたのです」

　その部屋は王城の地下深くに隠されている。普段は王城の最上階にある玉座の間にてお守りするが、守り切れぬと判断されれば地下深くに設けた八つの隠し部屋のうち一つにお隠しするのだ。なぜ、やつらがそれを見抜いたか不思議に思っていたが……。

「内通者でもいたかと疑っていたが、サファイアが未来視で読み当てたというわけか」

「厳密には『王を北東の地下室に隠す』ということだけですが、それを前提で動くのとそうでないのでは作戦にかかる負担はちがいます」

　おかげで俺たちの囮おとり作さく戦せん、あるいは替え玉作戦は完全に裏目と出た。

「また、王を電撃的に討ち取ることを考えたのもあの子です。この国は《竜王》を頂点にした支配構造を一〇〇〇年以上続けてきました。しかし、その統治が上う手まくいっていただけにそれに代わる仕組みを持たなかった。その証拠に王を討ち取ったあと、国民は戦意を喪失した。さらに貴族や地方領主はすぐ我々に降伏し、騎士団という唯一、皇国に対抗しうる戦力を自らの手で捕らえ始めた。たしかに装備に優れた我々だからこそ王を電撃的に倒すことができましたが、もし王を取り逃していたらどうなったでしょう？　おそらくアルスさんは今も王を守りつつ、あらゆる手段を講じて血みどろの戦いをしていたはずです。たとえばゲリラ戦。あるいはテロ攻撃。たとえ科学技術に優れた我々でもそうした戦法を取られると対処が難しい」

　たしかに「魔法使い」は恐ろしい相手だが、「魔法」があることを前提に、入り組んだ都市部や密林地帯で戦えば、王を守り通すことができただろう。また、国民も王さえ存命であったら、自ら戦いに身を投じていたはずだ。これは希望的観測ではなく、王をお逃しできていれば必ずそうなっていただろうという予測だ。

　つまり、サファイアの魔法によって戦争は短期間で決着した。逆にあいつさえいなければ、これほど早く負けることはなかった。

「サファイアは皇国の軍師なのか？」

「いえ、あの子は先ほど申しましたとおり二級自然調査官です。軍師ではありません。また、軍人でもない」

　嫌な予感が色を濃くしていく。軍籍になく重大な作戦を立案する立場にいる者。そうした者は国家においてそう多くはない。

「セラノ、あいつは何者だ。答えよ」

「サファイアという名はあの子の幼名です。近しい者は今もそう呼びますが、銀河皇国の臣民からは一般的にこのように呼ばれています」

　セラノは言葉をそこで句切り、そして言った。

「銀河皇国第一皇女ハルノミヤ。それがサファイアの本当の名です」

　水鳥が一斉に羽ばたいた。

　皇女ハルノミヤ。

　俺の仇がサファイア。俺に皇女を討てと言った女がその本人。恨みや憎しみ、驚きなどよりも先に、疑問が俺の心の中に湧き上がった。

「あいつはなぜここにいる！　どうして船から降りた!?」

「あの子は壊れたんです」

「壊れただと？」

「はい。この星に来てサファイアは壊れてしまったんです」

　──この星に来て。

　セラノは星を見ていた。

　星。

　無数に存在する星。

　どういうことだ？　何を言っている。この女は何を言っているんだ？　いや、待て。動揺するな。平静を取り戻せ。

「……あいつは、サファイアはなぜ壊れた」

「星を幾つも壊したからです」

「……星を壊した……だと？　君はいったい何を言っているのだ」

「説明するには、アルスさんの天文知識について知っておかねば難しい。あなたはこの大地が丸いことを知っていますか？」

「知っている。未いまだ世界一周を成し遂げた者はいないが、経験則と天文学者の研究から世界が丸いと考えられている」

「なるほど。騎士ともなると星の形が丸いことはご存知なのですね。では、空を飛んだことは？」

「ない」

「西の都ミルリアに飛行船を開発した学者がいるのに、ですか？」

「君はどうしてそれを!?」

　驚きのあまり思わず声が大きくなった。

「私たちは戦闘行動を起こす前、徹底的に現地の技術水準を調べるのです。とくに航空機が開発されていないかを。空を飛べるとなると、船に侵入される可能性が出ますから」

「……皇国にも恐れることがあるのだな」

「あくまで可能性を知るためです。西の都に住む学者、テクルノ氏はたしかに天才です。飛行船、いえ、気球の開発に関しては我が国の航空史と比べても一〇〇年以上早い。だがしかし気球では皇国の戦艦には侵入できない」

　気球。賢者テクルノが作りだした飛行術は気球というらしい。敵は俺が求める飛行術について俺以上に詳しく知り、それが脅威ではないとすでに断じている。だが。

「いや、飛べさえすれば……」

「不可能です。おそらく、アルスさんは気球を見たことがないのでしょう。気球とは布を球状に貼り合わせ、その中に熱風を送り込んで外気との温度差によって浮力を得る乗り物です。その原理上、布に穴が空けられたら落ちます。ブラスターの一発で墜落する乗り物に皇国の戦艦は堕おとせません」

　唖あ然ぜんとした。手に入れようと旅を続けていた飛行船は、すでにその存在を知られていたうえ、想像していたよりも脆ぜい弱じやくな乗り物だった。唯一の反撃手段は手に入れる前に墜落していたのだ。

「……恐るべき情報収集能力だな」

「恐縮です。戦争を数えきれぬほど繰り返していると、そういう術に長たけてくるのです。とくに皇女ハルノミヤの軍に属していると」

　皇女ハルノミヤ。いや、サファイア。

　あいつは敵国の皇女でありながら、この国の自然を愛している。だが、それが欲しいからといって力ずくで手に入れようとする女でもない。ならば、あいつは何を目的に戦っているんだ？　そして、どうして「壊れた」んだ。口の中がカラカラだ。仇の正体を知り、空飛ぶ船を落とす手段が潰えたことで心がすでに悲鳴を上げている。つい先程まで宿で飯を作り、客をもてなしていたというのに、なんだこの状況は。

　俺はこの女戦士がサファイアの身を案じ、それをたしかめるためコメダ村へやってきたと考えていた。それ自体は当たっていた。望むなら宿で話し合ってもらおうと、部屋を空けてもおいた。なのにこれはなんだ。いったいなんなんだ。

「──話を戻しましょう。アルスさんは空を昇り続けると何があると思いますか？」

　セラノは星空を見上げてそう問うた。

「雲、そして月に太陽。さらに星」

「星の正体は」

「正体？」

　星は星だ。そこに在るものであって、それ以上のものではない。

「ご理解できないかもしれませんが、これから話すことはすべて真実です。今、この夜空に浮かぶほとんどの星は太陽です」

「太陽……だと？」

「はい。気が遠くなるほど遠くに存在する太陽なのです。太陽は広大な宇宙空間の中に浮かび、その太陽の周りにはこの大地と同じような球体の星、惑星が回っています。そして、それら惑星の中にはここ《竜王星》のように人が住む星がいくつもある。我が銀河皇国の母星もそのひとつです」

　何を言われているのかわからなかった。

　星が太陽で、その周りにまた星が回っているだと？　そして、その中に皇国が存在する？　待て。皇国は「海の向こう」にあるのではなかったのか？

「こ、皇国は船で一九〇日先に存在する未知の国だったのではないのか？」

「正しくは、超次元跳躍エンワープと呼ばれる航法を使って一九〇日の距離にあります。この航法は一五〇年前に実用化され、以来、我々はそれを使って宇宙を飛び回り、世界を広げています」

　信じられなかった。しかし、セラノの話が噓だとも思えなかった。この大地が丸く、太陽の周りを回っているなら、ほかにそうした天体があってもおかしくはない。なにより皇国は魔法のような科学技術を持っている。その技術によって造られたであろう空飛ぶ船の存在が彼女の言葉を真実だと証明する。いや、証明してしまう。

「……君たちは海の向こうからではなく空から来たのか。その星はどれだ」

　問うとセラノは星の一点を指差した。

「あの薄く光る白い星が私たちの太陽です。その周囲を回る三番目の惑星が銀河皇国の母星」

　セラノは腰のベルトにつけたいくつかの箱ポーチから本のようなものを取り出した。そして、それを開いて星空へと向けると、まるで星の海を進むかのような光景が広がり、青水晶のようなものに辿り着いて止まった。

「まさかこの青い玉が……」

「そうです。この青い惑星が銀河皇国の母星です。ここからではあまりにも遠すぎるため、立体映像でお見せしています。母星に続き、東の空に見える赤い星がククルス恒星。この星は五つの温暖な惑星を持ち、そこでは多くの臣民が生活しています。そして、その隣は一年前に滅ぼしたカルミア星系。さらに東の星は植民星のガーランド星です。どれだけ精度が高い望遠鏡があってもすべては見えませんが、今、ここから見える北半球の星のほとんどが銀河皇国の支配下にある星です」

　次々と夜空に「惑星」が現れる。さらにはその惑星内の街や人々の姿まで映し出された。そこでは不思議な服を着た人々が見たこともない形の建物に住み、笑いながら暮らしていた。だが、映像の中には明らかに戦地と思われるものもあった。四角い建造物に無数の穴があき、瓦が礫れきの山をボロボロの服を着た子供が彷徨さまよい歩いている。

　銀河皇国は星空の彼方かなたに存在する星間国家。この夜空の瞬またたきのひとつひとつに、この地と同じような大地が周り、そこは皇国に支配されている。そう理解した途端、突如として星々が覗き穴のように思え、その恐怖に頭を覆って蹲うずくまりそうになった。

「……皇国の船は星々を飛び回ることができ、行く先々で戦争を仕掛けている。そういうことか」

　だが、眼を瞑つむるわけにはいかなかった。この者は俺に情報を与え、その上で主君であるサファイアの命を守ろうと我が身さえ斬らせようとしているのだ。ここで彼女が語る事実から目を逸そらせば、俺は騎士でなくなる。

「ご理解いただけて助かります。同じことをこの国の支配階級の者にも話しましたが、誰も信じてくれなかった」

「教えてくれ。なぜ、皇国はこの星へ来た。君たちの国には優れた科学技術がある。その技術を使って自分たちが生まれた星で静かに暮らしておればよかろう」

　セラノは首を静かに振った。

「そのとおりなのですが、母星ひとつでは国民を養えなくなっているのです」

「なに？」

「文明を発達させれば鉄が必要になります。他にも金、銀、銅、あらゆる鉱物が文明の維持、発展のために必要となるのです。しかし、鉱物資源には限りがあります。山を抉えぐり、海の底を掬すくい上げても足りなくなればどうするでしょう？」

「それで他の星から手に入れるのか！」

　鉄がなくなったら別の土地を探す。そこもなくなったらまた別の土地へ行く。王国でもしているそれを皇国は尺度を変えてやっているのだ。

「そのとおりです。しかし、どの星に住む者も奪われることをよしとはしない」

「争いが起きる」

「はい。ここ『竜王星』のように人類発祥からの歴史が浅い星なら、科学技術の差で優位に立てる。しかし、宇宙には皇国と同等かそれ以上の技術を持つ星が幾百、幾千と存在します。彼らもまた強力な武器、巨大な宇宙軍艦を保有し、やはり資源を求めている。そうした星と遭遇すれば……」

「船と船で殺し合う、か」

　王都に浮かぶ「宇宙戦艦」が、舳ラ先ムをぶつけ合う戦いを想像した。あんな巨大な軍艦が幾隻も存在するということすら想像も難しいが、さらにその戦い方ともなると俺にはそんな貧弱な発想しかできなかった。しかし、セラノがそのあと口にした異世界人の戦争は俺の想像の遙はるか彼方をいっていた。

「艦隊戦だけで勝負がつけば、それは互いに傷が少なくてすみます。死ぬのは艦ふねに乗っている者だけですし、負けたとしても大抵は支払いきれる程度の賠償金を課されるだけで済みますから。しかし、戦力が拮きつ抗こうしていればそうはいかない。互いに生き残りを賭かけ、どんな汚い手でも使うようになります。たとえば惑星破壊砲の撃ち合い、あるいは恒星消滅爆弾の投下。今、王城の上空に錨いかりを下ろしている宇宙戦艦《ウララカ》にも、そうした大地を粉々に砕くことのできる兵器を積んでいます。もっとも、そうした最終兵器はよほどの局面でなくては使いませんが」

　大地を砕く兵器……だと？

「そんなものを使ってどうなる!?　その土地に住んでいる者はどうなってしまうのだ！」

「皆、死にます。星は土つち塊くれへと変わり、勝った者が残った岩盤から資源を手に入れるだけです。非人道的なことは承知していますが、戦争が長引けばそうした最終兵器を使った方が『合計死者数』が減るのです。そして、歴史上、我が銀河皇国は泥沼の星間戦争を幾度も経験し、恒星や惑星を砕いてきた。自国の繁栄と、兵士を無駄に殺さぬために」

　たしかに竜王国でも戦争によって得られる土地と、予想される犠牲者数を天てん秤びんにかけて戦略を練ることはよくあった。だが実際のところ、失う兵の数を割り出すなど不可能だ。精鋭を揃えても一〇〇の雑ぞう兵ひように負けることもあるし、逆に何千もの兵が籠こもる城が脆もろかったという例が数多にある。戦はやってみなければわからない。俺が騎士隊長に任命された戦もそうだった。そう、戦争とはそういうものなのだ。だが未来を見通せる者がいれば……。

　サファイアの顔が浮かんだ。

　土地を見ただけで人の動きが視みえるという鬼才を持つ女。戦が始まる前に、戦いの結果がわかるというサファイアならば。

　セラノが口を開いた。

「……あの子は人一倍、仲間意識が強い子なんです。同じ旗を掲げる者ならば家族も同じだと感じる子です。そんな性格だから『負ける』ことを、どんな策てを使ってでも避ける。あの子にとって不幸だったのは、遙か先の未来まで予想できる瞳を持つことでした。だから敗北の未来を変えるため、普通の者なら使わぬ局面で最終兵器を投入する。結果、これまで皇女ハルノミヤが破壊した星の数は八八。殺した人間の数は……」

　一〇兆。

　皇女の護衛官はそう言った。そして彼女はサファイアのもう一つの名を俺に明かした。

「敵国の人間は、あの子のことをこう呼びます。《虐ぎやく殺さつの姫君》と」

　仲間の命を救うため最良の手段で敵を殺してきた虐殺の姫君。その心はわかる。俺だって敵兵をこれまで一〇〇人とそれ以上、斬ってきた。殺さねば仲間が、民が殺されるからだ。だが、この人数はなんだ？　一〇兆？　この大地には多く見積もっても五〇万人しかいないのに、世界にはそんなに多くの人間がいるのか？

「……いったい、あいつは幾人の民を救うため、それだけの大量殺人を犯してきたのだ？」

「銀河皇国の全人口と仮定すれば一〇〇兆。サファイア麾き下かの艦隊だと考えれば約五〇〇〇万」

　俺は無意識に星空を見上げた。星の大海原には俺が想像もすることのできないほど多くの人々が生き、戦で死んでいる。吐き気がした。さらに月の前を通り過ぎる三角形の影に気づいて俺は脱力した。

「今、艦隊と言ったな……。この星空には船が何隻浮かんでいるんだ？」

「軍艦だけで五万隻です」

　笑えてきた。

　風船に乗ってフヨフヨと浮かぼうとしていた自分が滑こつ稽けいに思えた。皇女ハルノミヤを討ち取れば、「世界」が救われる？　何を馬鹿なことを考えていたのだろう。あの「空飛ぶ船」は五万隻の中の一隻にすぎず、そのたった一隻だけでも王城どころか、今立っている大地そのものを消し去るような力があるというのだ。しかも、そんな軍艦が五万隻も空の向こうに浮かんでいる。

「……笑え、皇国の女戦士よ。俺は今ようやく敗北を悟った」

「心中お察しします。とても、そんなことを言える立場ではありませんが……」

「気持ちは受け取る。また、俺はもうひとつ気づいた。サファイアは国と民を守るために敵の星を砕き、その罪悪感によって壊れたのだな。そして、この惑星で逃げ出した」

「はい……。あの子は『やり残したことをして死ぬ』と、そう記した遺書を残して消えました。今、艦隊は総力を上げてサファイアを捜しています。あの子が自死を選ぶ前に保護しようと必死に」

「やり残したことをして死ぬ、か。だが君は《トケイ》という手がかりを頼りにみつけだしたわけだ。君はあいつを連れ戻し、また星を砕かせるつもりか？　そこに住む者を殺させるつもりなのか？」

　セラノは首を振った。

「そのつもりなら部下を連れてきていますよ」

　この女戦士は一人でやってきた。彼女からは力ずくでも連れ戻すという意思を初めから感じない。

「では、なぜここへ来た？　友として無事をたしかめに来たのか？」

「まぁ、それもあります。もし生活に不自由しているようだったら、無理矢理にでも私が乗ってきた短艇に押し込んで、艦隊の信頼できる連中を頼ってどこか治安の良い星に匿うつもりでした。あの子を憎む者は多いが、慕う者もまた多い。それくらいのことはできました。けれど、この時計を見てやめました」

　セラノは腰に幾重もつけた箱ポーチのひとつから時計を取りだした。

「それはあいつにとって大切な物だったのか？」

「ええ。亡くなった母君の形見です」

「母の形見」

「そうです。毒殺された母君の形見です。あの子にとって母君を弑しいした者への復讐が生きる目的のひとつだった。しかし、サファイアはこの時計を売って宿を買ったようですね。これを手放すということは、あの子にはもう皇女として生きるつもりはない」

　どうでもよさそうに売ったこの時計がまさか母の形見だったとは。それが逆にあいつの覚悟を感じさせた。

「……君はこれからどうするのだ？」

「さて。どうするのでしょう。じつは軍を脱走して追いかけてきたので自分でもどうしたらよいのかわかりません。それより、私こそあなたに尋ねたい。サファイアをどうなさるおつもりですか？」

　あいつを殺す。

　故国を侵略され、王を、友を、仲間を殺された。サファイアを斬る資格が俺にはある。そして、それを成し遂げるため旅に出た。

　だが。

　星が俺を見ていた。

　この星々のすべてが敵だ。俺がサファイアを殺せば、残った皇国の艦隊は報復に出るだろう。こんな野蛮な原住民が暮らす惑星、消し飛ばせと粉々にすることもありうる。つまり、俺の行動如何いかんでこの大地は滅亡の時を迎えるのだ。いったい、これはなんの冗談なのだろうか。

「セラノ」

「いつでもどうぞ」

　セラノが背中を晒した。ああ、そうか。この娘は、腹が立ったらサファイアの代わりに自分を斬ってくれと言った。なるほど、俺はたしかに腹が立っている。ただし、サファイアにではなく愚かな自分自身に対してだ。いや、このおかしな世界に対してかもしれない。

　俺は丸太から立ち上がり、剣を鞘から抜き放って振り上げた。そして、セラノのしなやかな身体めがけて振り下ろす。

　セラノの首から白銀のチェーンが地に滑り落ちた。軍の認識票だ。

「軍から抜けたという女を俺が斬れるはずなかろう。来い」

「ど、どこに!?」

「宿だ。どうせ、その時計を買い戻して金もないのだろう？　部屋はある。ついてこい」

「ですが、私とサファイアはあなたの仇で──」

「あれこれ述べるので聞いてやれば、ただ単にサファイアが心配で仕方ないということではないか。ならば、護衛の本分を見せよ！　宿でこの俺から守り抜けばいい！」

「その理屈がわかりません！」

「では命令だ！　俺に命を差し出すと言うなら、その身体は俺の物だ！　ならば俺の言うことを聞け！」

　俺自身、何を言っているのかわからない。しかし、命を奪うことも、今後のことも考えられぬ以上、俺にできることはこの娘にサファイアを守らせることだった。衝動的に「皇女」を斬らぬための歯止め。あるいは、まだ守るべき主君を持つセラノに何かしらの感情を抱いたのかもしれない。

　しばらく暴れていたセラノだが、森を出て、宿の前まで来るとおとなしくなった。

「あ、アルスさん。ずいぶん遅かったですが、どこへ──」

　戸を開くと、サファイアが心配げな顔をして土間まで裸足はだしで出てきた。しかし、俺の隣で眼を伏せるセラノに気がつくと、途端に顔を青ざめさせた。

「森で迷っていた旅人だ。捨て置くこともできないので部屋に通すことにした。君はかまわず寝ていろ」

「アルス……さん」

「何を妙な顔をしている。彼女の宿賃は俺の給金から引いておけ。この者は俺の客人だ」

　怯えるような顔をしたサファイアを無視して、セラノを宿に上げる。セラノの方も様々な感情があるせいか脚をガクガクさせている。階段を昇れなそうだったので、抱きかかえて二階の客室へ連れて行き、布団の上にそのまま寝かせた。

「……セラノよ。俺には考える時間が必要だ。もし、考えた末、俺が皇女の首を求めたなら、君は護衛としてあいつを守れ」

「ですが」

「君は疲れている。俺に負けるという前提で動いているのがその証拠だ。また、疲れているのは俺も同じだ。実のところ、理解を超える話をされて今はものを満足に考えられない。……とにかく休め。今夜、サファイアをどうこうすることはない」

　ただ、それだけを一方的に述べて扉を閉めた。

　階段の下ではサファイアがひとり佇たたずんでいたが、俺は何も言わずその前を通り過ぎ、勝手口から出て作業小屋に入った。一人になりたかった。早く一人になりたかった。

　そして、一人になった途端。




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　張りつめていた何かが切れた。

　いったい何なんだ！　どうしてこんなことになってしまったんだ!?

　剣が届かない！

　人生のすべてをかけて鍛え上げた技が何の役にも立たない！　ユーリルもニーナも、あんな死に方をしたというのに俺は何もしてやれない！　俺に従って死んだ部下たちの仇をとってやれない！

　首を狙っていた憎き皇女の正体がサファイアだと？

　あいつが一〇兆もの人々を殺した《虐殺の姫君》で、五万隻の大艦隊を統べる艦隊司令官？　いったい何の冗談だ。しかも憎き皇国が星々の彼方にある大帝国で、この星空では想像を絶する大海戦が行われているだと？　いったい何なんだ。俺の知っている「世界」はそんなじゃない！　俺の世界は剣と勇気があれば何でも実現できた。努力すればあらゆるものを勝ち取ることができた。だから、剣を握っていれば、諦めさえしなければいつかは皇国を打倒できると信じていた。世界を救えると思っていたんだ！




　──いや、俺は本当にそう思っていたのだろうか？




　すっと、冷たい風が吹き抜けた。

　この星には空を飛ぶ乗り物さえない。だというのに、俺は本当に都市よりも巨大な船を落とせるなどできると思っていたのか？　西の賢者が空を飛んだという噂うわさに飛びついたのは、使い物にならぬガラクタを見せられ、それを諦めるための口実にしようとしていたのではないのか。

　いつのまにか俺は柱に頭を打ちつけていた。額が割れ、血が辺りに飛び散っている。ボタボタと床に血が溜まる。しかし何の痛みも感じない。

　ああ、そうだ。俺は始めから諦めていたのだ。もし本気であの船を落とすつもりなら、盗賊に攫われたリョウを見なかったことにして旅を急いだはずだ。また、サファイアも敵国の人間として斬り捨てなくてはならなかった。それにもかかわらず俺はサファイアもリョウも保護し、理由をつけて宿に留まった。金なら村長から融通してもらうか、あるいは徴発することもできたというのに、俺はそれをしなかった。旅を続ければ終わりが来るから。終わったら負けを認めることになるから。負けを認めるために旅を始めたというのに。

　竜王騎士団　青竜隊長アルスが死ぬ。

　この国でもっとも成功した二一歳は幻だった。皆から歓呼の声で迎えられる騎士団のアルス、世界から戦争も貧困もすべての悲しみをなくすために戦っていたアルス……。

　誰か俺を「世界を統一する」などと言っていたあの「世界」に戻してくれ。この星が世界のすべてだった頃に戻してくれ！

「あああ……」

　星が俺を見ている。

　世界が俺を笑っている。

　誰か助けてくれ。
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　助けてアルス……。敵が来たわ。お願い、わたしを助けてアルス……。




　俺に助けを求める女騎士には手がなかった。

　空飛ぶ船の襲撃を受けて、わずか半日。よもや極限まで技と身体からだを鍛え上げた俺たち騎士がまるで歯が立たぬ敵が現れるなど思いもしなかった。

　今、ニーナの小さくも頼もしかった手は、得体の知れぬ光線によって切断され、赤い血が噴き出している。どうにか敵の攻撃をかいくぐり、玉座の裏まで引きずって身を隠すことができたが、ニーナは左脚もなくしていた。

「……こんなのやだよ、やだよ」

　血で真っ赤な頰ほおに涙が流れる。ニーナの瞳から輝きが失われていく。どんな男よりも強く、そして、どんな女よりも美しかったニーナが泣いている。これまで蛮ばん族ぞくを何人も倒してきた戦せん斧ぷは魔法使いの炎によって溶かされ、両腕と左脚も奪われてしまった。

「おのれ、皇国！」

　柱に身を隠していたユーリルが瞳に憎しみを燃やして飛び出した。

「よせ、ユーリル！」

　だがユーリルは全身を光線で貫かれて呆あつ気けなく倒れた。俺よりずっと強い槍やりの達人が敵に近づくこともできず殺されてしまった。俺の友が死んでしまった。

　──おい、ユーリル。立てよ。お前が死んだらニーナはどうなるんだ。俺たちの夢はどうなるんだ？

「……ア、アルス、お願い……。わ、わたしたちの仇かたきを……仇をとって」

「ニーナ!?　待て！　俺を置いていくな！」

　俺の腕の中で最後に「死にたくない」と言い残し、ニーナは動かなくなった。ともに同じ未来を目指した友が死んでしまった。回廊には部下たちの死体が折り重なり、魔法使いがそのあいだを縫ぬってこちらへ向かって進んでくる。もうこれまでだ。

　皆の後に続こうと魔法使いどもに向かって剣を振り上げたそのときだ。

「アルス隊長！　逃げてください！」

　俺は何者かに背後から抱え上げられ、バルコニーから落とされた。可か愛わいがっていた部下のひとりだった。水堀に落ちる直前、魔法で火だるまにされた部下の姿を見た。

　──仇を討ってアルス。

　苦しかったの。腕を斬られたの。脚も斬られたの。

　──仇を討ってくれアルス。

　痛かったんだ。身体を串刺しにされたんだ。死んじまったんだ。

　──仇を討ってください隊長。

　やつらに我らの恨みを思い知らせてください。




　皇こう女じよハルノミヤを殺してください。





　　　　１






　陽の光で目が覚めた。

　朝日ではなく夕日ということにしばらくしてから気づいたが、あまり関心はなかった。

　銀河皇国は星々の彼方かなたに存在し、城の上空に浮かぶ船は星の海を駆ける宇宙戦艦。そしてあのサファイアが銀河皇国の第一皇女。我らの仇、皇女ハルノミヤ……。

　しかし、俺には何の関心もなかった。

　作業小屋の窓から夕日が俺を照らしている。皇国の人間にとってはあの太陽さえ資源のひとつだという。そんな者たちを相手にするなど、神と戦うようなものだ。意味なく「ははは」と笑いが出た。剣が届かぬ相手に関心が湧くはずもないのだ。

「──すまない、みんな」

　皇女を殺せても、皇国は滅ぼせない。俺にできることがあるとすれば、皆に詫わびに行くことくらいだ。短剣でも探そうと、起き上がろうとしたらズキリと額に痛みが走った。額に手をやると、なぜか包帯が頭に巻かれてあった。そして、傍らを見ると……。

「……リョウ」

　拾った子供が俺の足下で寝ていた。枕元には水差しや薬箱、それに果物が転がっている。なぜ、そこまでするのかと何気なく自身の顎あごに手を当てると、ヒゲのゾロリという感触がした。一晩程度ではこのようにはならない。あれから夕方まで意識を失っていたとばかり思っていたが、さらに一日、いや二日は経たっているようだ。

　溜ため息が出た。

　考えてみれば、落城からこの半年のあいだ常に気を張っていた。きっと知しらぬ間まに心が限界を迎えていたのだろう。そこへきて戦っていた相手がとても太た刀ち打うちできぬ大帝国だとわかった。それがこの眠りに繋つながったにちがいない。

　だが、寝たというのに身体が鉛のように重かった。それでも、力を振り絞って上半身を起こし、足下にうずくまるリョウの金色の髪を撫なでてやった。

　可か哀わい想そうな娘だ。親を殺され、盗とう賊ぞくに攫さらわれ、さらには助け出した男が仲間の仇討ちもできぬ情けない男だとは。このうえ、もし俺が皆の下もとへ詫びに行ったらこの子はどうなるのだろう。……どうやら俺は死ぬことさえできないらしい。どうしようもない男だ。誰か俺を殺してくれぬものか。

「……アルス様」

「心配をかけたようだな……リョウ」

　目を覚ましたリョウが胸元に飛びついてきた。

「よ、夜中に叫び声がして、来てみたら小屋が血まみれで、わたし、アルス様がもう目を覚まさないかと思って……うわぁあああ！」

「本当にすまなかった。悪い夢を見ていたのだ。もう大丈夫だ。落ち着いた」

　何が大丈夫なのかはわからない。だが、そう言ってやるしかなかった。

「アルス兄ちゃん……」

「ブンタか」

　扉の外からブンタがこちらの様子を窺うかがっていた。いつも元気な少年が萎しおれたような顔をしている。こんな子供にまで心配をかけるとは騎士として……いや、大人としてありえないな。リョウを抱き、立ち上がる。目め眩まいがしてよろけたが、なんとか耐えた。

「すまぬ、ブンタ。どうも疲れが溜たまっていたらしい。だが、もう大事はない。このとおり立ち上がれる」

「よ、よかったぜ……。兄ちゃんに万一ってことはねぇとわかってたけど、心配だったんだ。もう何日もピクリともしなかったからさ……本当によかった……」

　今にも泣き出しそうなブンタに笑みを作って安心させてやる。が、顔が引ひき攣つってうまく笑えなかった。代わりにリョウが用意してくれた果物をかじることで気持ちを伝えることにした。まるで味が感じられなかったが、身体に染み入ったのはわかった。

　いまだふらつく足を無理矢理動かし、作業小屋から外へ出る。

　赤い夕日が山へ落ちようとしていた。

　闘志を失い、絶望しても、日は勝手に昇り、勝手に落ちていく。たとえ太陽と大地のあいだに五万もの軍艦が浮かんでいても、まるで世界は変わらない。それが虚むなしく思え、また、そういうものかと、なぜか納得した。

　ただ、宿を見ればそこだけいつもとちがった。この時間になっても暖の簾れんを出していない。客を入れていないようだ。

「……宿を、閉めているのか」

「はい。アルス様がいなければどうしようもないからと、サファイア様が」

　サファイア。俺の仇。

「リョウ。サファイアは銀河皇国の皇女だった。俺の仇だ」

　養い子は頷うなずいた。

「昨日、サファイア様から聞きました。自分は銀河皇国第一皇女のハルノミヤだと。アルス様に討たれなくてはならない女なのだと」

　自身を討てと言ったサファイア。皇国を滅ぼすのは無理でも、皇女を討つことだけならできる。ニーナの、ユーリルの、部下の仇は取れる。

　だが。

「どうしてこんなことになるのよ!?」

　宿の二階、サファイアの部屋から声が聞こえた。

「私は国のみんなが殺されちゃうから艦隊の指揮を執とった！　この星だって、ほっといたらボヌール連邦に取られて、四年もすればタカオ星系侵攻の補給基地にされて大変なことになるから仕方なく確保したの！」

「わかってます。みんなわかってますよ」

　これはセラノと名乗った皇国の女戦士の声だ。必死に主君を慰めようとしているのが伝わってくる。だが、サファイアの悲鳴にも似た声は止まらない。

「いいえ、わかってないわ！　ボヌール連邦がこの星に侵出してたらこんなものじゃすまなかった！　だって、文明レベルＦマイナーの未開星なんてあの人たち必要としてないもん！　まちがいなく惑星の表面をＤＭＴで焼いてたわ！　竜王星の死者は全人口約五〇万八千三百人！　私がやらなきゃ、こんなに多くの人が死んじゃってたの！」

「ええ、そうです。その予測についてはコンピューターも同じ結論を出しました。それに首都制圧も一万の犠牲が出るとなっていたものが、サファイアの指揮によって騎士団の一部隊を倒すだけで終わらすことができたのです。私たちはたしかに侵略者ですが、惑星《竜王》は私たちが来たことで破滅から救われたんです。サファイアのおかげです」

　たしかに俺たちの犠牲によって《竜王星》の全人類が助かった……そうとも言えるかもしれない。だが、サファイアが叫んだ。

「じゃあどうしてなのよ!?　なんでよりによって倒した騎士団がアルスさんの部隊なの!?　どうして、アルスさんなの!?」

　俺の名前が出た。騎士であることを知り、さらに王城で最後まで抵抗したのが俺と俺の部隊だということを知ったようだ。

「心中お察しします」

「だったら、ほっといてよ！　察してるなら、放っておいてよ！　私だって、こんな幸せがずっと続くなんて思ってなかったわ！　だって、一〇兆人も殺してるんだもん！　そのうち報いを受けることくらい知ってた！　だから、最後に目一杯、楽しんでたの！　ずっとやりたかった自然調査のお仕事をしてたの！」

「ええ、わかってます。ですから、どうか落ち着いてください、サファイア」

　しかしサファイアにはセラノの言葉は耳に入ってないようだ。

「自然調査はおもしろかったわ！　やっぱりこの星に降りてよかったと思った！　そう思いながらチョウチョを追ってたら、盗賊が出たわ！　ああ、これで終わりかぁ、楽しかったぁって思ってたら、あの人が現れた！　そして助けてくれた！　未来を斬り裂いて助けてくれたの！　それから一緒に旅をしたわ！　おもしろかった！　憧れてた旅館のお仕事もした！　お母様と同じように女将おかみさんをやってみたの！　本当に楽しかったわ！　あの人と一緒にいるとすごく楽しくて、幸せで、ようやく生まれてきてよかったって思えたの！」

　そんなに幸せだったのか？　サファイアは。

「はじめて男の人を好きになったの！」

　俺を好きだったのか？

　リョウが俺の服の裾をギュッと握った。サファイアの慟どう哭こくのような言葉がなおも聞こえてくる。

「もしかしたら、ここで静かに生きられるかもと思った！　アルスさんといれば、この星の人にお詫びする方法も、これまで殺してきた人にどう謝ればいいかわかるかもしれないって思った！　それがどうして騎士なの!?　騎士っていったらお姫様を助けにくるものでしょ!?　なのに、私が仇!?　私はみんなのために戦ってたのに！　やりたくないのに星を壊して、都市を潰して、戦艦を沈めていったのはみんなのためなのに、最後の最後でどうしてこうなの!?　悪いことをしてきたのはわかってるけど、ひどすぎるでしょ!?　なんで好きな人の仇になってるのよ！」

　……何が幸運を運ぶジュンパクチョウだ。俺もサファイアも不幸になってるじゃないか。もし、あそこで出会わなければ、俺はただ皇女を憎み、サファイアも俺のことを見ず知らずの兵隊だと思えた。気球に乗って宇宙戦艦に撃ち落とされ、馬鹿だが、皆に恥ずかしくない最期を迎えることができたはずだ。それが出会ってしまったせいでこれだ。

「……サファイアはアルスさんのことをそこまで……」

「ええ、好きよ！　愛してるわ！　私だってこんなことになると思わなかった！　おっかない顔なのに、ときどきすごく優しい顔をして、子供のことを大事にしてて、困った人を見ればすぐ助けにいく。料理がすごくうまくて、狩りも魚釣りも上手で、なんでもできる。艦隊指揮くらいしか取り柄がない私なのに、絵だけはうまいって褒ほめてくれた。虫が好きだって言っても馬鹿にしなかった。お風呂だって沸かしてくれて、帰ったらお帰りって言ってくれるの！　好きにならないはずないじゃない！　ここでこのまま彼と一緒に暮らしたかった！　アルスさんと、リョウちゃんと、村の人たちみんなで静かに暮らしたかった！　なのにどうして……」

　最後まで言葉が聞こえなかった。というより聞いていられなかった。そして、もう殺すという気にもなれなかった。部屋にいるのは皇女ではなく、ただの二〇歳の女でしかなかった。それも憐あわれで可哀想な。

「……なぁ、リョウよ」

「なんでしょうか、アルス様」

「そなたはサファイアから皇女だと打ち明けられたと言ったな」

「はい」

「それでリョウはあいつに何と言ったのだ？」

　養い子はこちらに向き直り、俺の顔を見上げた。

「それがどうした、と言ってやりました」

「……『それがどうした』、か」

「はい。暗い壺つぼの中からわたしを拾い上げてくださったのはアルス様と、ヒラヒラの恥ずかしい服を着たサファイア様です。あの方が皇女であろうとなかろうと、わたしには関係ありませんから」

　関係ない。

　そうだな。たしかにリョウには関係ない。

「では、そなたは俺がサファイアをどうすると考える？」

「質問に質問で答えることをお許しください。たとえばわたしが古代から語り継がれる《竜りゆうの巫み女こ》だとしましょう」

「竜の巫女？　あのおとぎ話のか？」

「はい」

　何を言うつもりだろう、この子は。リョウが言う《竜の巫女》とは、竜王国に生まれ育った者なら誰でも知っているおとぎ話に出てくる少女のことだ。

　かつて、この世には巨竜がいた。その竜は《竜の巫女》の言葉のみ聞き、巫女は仕える魔王の命令に従って、竜を操り、罪なき国を幾つも滅ぼした。

　だが、のちに初代竜王となる青年が魔王を斬り、あわせて巫女を壺に封じることで世界を滅亡の危機から救ったと語られている。おとぎ話でありながら、我が国の建国史にも記載されている物語だ。

「アルス様は、わたしが《竜の巫女》だったらどうなさいますか？　このわたしには世界を滅ぼす力があります。たまさか救った娘がそうした者だったらどうなさいますか？　お斬りになりますか？」

　これはこの物語の解釈においてもっとも意見がわかれるところだ。もし《竜の巫女》に善悪を判断できる心があれば罪があるとされる。だが、巫女を竜の付属物だと捉とらえれば、彼女に命令した者、つまりこの物語では魔王にすべての責任があると考えられる。

「──斬るはずはない。その物語で悪いのは魔王だと俺は考えている。魔王が命じなければ《竜の巫女》は竜を操らなかったのだ。それに俺にとってリョウはリョウだ。そなたは善なる心しか持たぬ。仮に《竜の巫女》だとしても、リョウに罪はない。だから、その質問に対する答えは『これまでと変わらぬ』だ」

「でしたら、銀河皇国のハルノミヤ皇女も同じです。話を聞けばサファイア様は皇帝の命に従って戦っていただけです。皇帝が振り下ろした『剣』をどうして悪いと論ずることができましょう」

　まったく、この娘は本当に七歳の子供なのだろうか。リョウはなおも言葉を続ける。

「そもそもアルス様はサファイア様が女性だから保護しました。たとえ、皇女でも救いを求めるなら保護する義務があるのでは？　もっと言えば、あんなに好かれてて拒絶するのですか？」

　俺はこの七歳児をマセた子供だとは思えなかった。

　空を見上げる。美しい夕焼け空の中に、夏の訪れを感じさせる「竜雲」が浮かんでいた。なんとなく手を額にやると包帯があたった。空を見上げるとき額に手をやるのは俺の昔からのくせだ。

「その包帯、サファイア様が巻いたものです」

　リョウが横からそう言った。

　不覚だ。

　さらにリョウは足下に落ちていた木の枝を拾うと、ヒョイと投げた。その枝はサファイアの部屋へ吸い込まれるように入っていき、しばらくして涙で目を腫らしたサファイアが顔を出した。そして、俺と目が合った。ハッと目が見開かれ、どれだけの時間、見つめ合っていただろう、急にサファイアが顔をひっこめるとドスンとかバタンとか部屋から音がした。

「あの方は王城での戦いでアルス様が生き残ってくれてよかったと言ってました。わたしも同じ想おもいです」

　くしゃりとリョウの金の髪を撫でる。正直、どうすればいいのかわからない。だが、俺とサファイアは立場こそちがえど、心は同じところにあるような気がした。民の幸福を考え、友や仲間のために戦ってきたのに、「おかしなこと」になって八方塞がりになった。そして、残った「居場所」がここしかないのも同じだと思えた。

　リョウの手を取り、宿の玄関へ回る。

　旅館アルステイ。

　自分の名前をもじって名付けられた宿。このまま迷い、立ち止まっていれば、この宿に申しわけがないような気がした。

　土間で履物を脱ぎ、中に上がる。廊下を通って階段を昇る。それから一番奥の女将の部屋へ進む。そこには怯おびえたような顔をしたサファイアの姿があった。俺は一度深呼吸し、それからアルステイの女将に言った。

「──サファイア。ちと体調を崩して起きられなくなっていた。無断欠勤して悪かったと思っている。この償つぐないは働きによって返す」

「え……？　あ、はい……」

　言うことはそれだけだ。それしかない。

「セラノはどうした？」

「あ、あの、セラノはそこに」

　部屋の隅からセラノの姿がスッと浮かび上がった。光学迷めい彩さいとかいう技術を使ったマントで隠れていたようだ。帯刀こそしていないが、その眼には警戒の色が見える。当たり前だ。そうするように言ったのは俺だ。

「セラノ。これから君はどうするつもりだ」

「私は護衛官です。何があろうとサファイアを守るのが私の務め。やはり私の考えはそこに行き着きました」

「サファイアが皇国を離れてもか？　銀河皇国の皇帝に逆らうことになってもか？」

「ええ。この子こそ我が主君であり、何より唯一の友でありますから」

　忠義の女、セラノ。守る存在が此この世にいて羨うらやましく思える。

「では、この俺から守ってみせろ」

「は？」

「皇国打倒が容易に行えぬことがわかったゆえ、俺はこの地に留まり、しばし機を窺うことにした。だが、いつ皇女を殺すかはわからぬ。……もっとも、皇女とやらはここにはいないようだしな」

　サファイアがハッとこちらを見た。

　王の、友の、部下の仇を討てぬ情けない男と罵ののしるなら罵れ。それは俺も自覚している。

「アルスさん……」

「ここにいるのはただの二級自然調査官サファイアだ。あるいはアルステイの女将だ。しかし、俺は皇女ハルノミヤが現れたらすぐさま殺す。騎士である俺は死んだが、この国に生まれた男として仲間たちの仇は討たねばならぬのだ」

　サファイアが皇女であることを放棄したと言っても、この国を滅ぼしたことには変わりはない。だが命じられ、自国民を守るため戦いを強いられた女を討つことは違うと思える。もし俺が銀河皇国の人間をすべて殺し尽くすという畜生の道を選ぶことができればサファイアを斬ることもできようが、俺は人として納得できる生き方をしたい。

　今後、どう生きればいいか今はわからぬが、ここには幸いリョウやブンタといった優れた子供がいる。宿屋を営み、長い時間をかけて子供を育て、その過程を通じてサファイアへの気持ちに答えを出すのも、ひとつの方法ではないのかと思えたのだ。これが情けない男が出せた唯一の解答だった。

「サファイア。これを尋ねるのは二度目だが答えてくれ。君の居場所はどこだ？」

「……ここです。私はアルステイの女将ですから」

「セラノよ。どうやら当旅館がサファイアの居場所のようだ。そして俺はリョウを食わせるためにここで当分、働かなくてはならない」

「……そうですか。でしたら私を雇ってくれないでしょうか？　友として、この子のそばにいなければ落ち着かないですから。……よろしいでしょうか、サファイア」

「あなたがいればこれ以上、心強いことはないわ、セラノ」

　その言葉で救われた者はセラノだ。もしサファイアが国だけでなく友も捨てたのであれば、あの立体写真も捨てる。しかし、サファイアは捨てずに残していた。そのことから、何かしらの理由があって、置いていかざるをえなかったということは察しがついていた。だが、セラノはサファイアを追ってきた。それも軍を辞めてまで。

　そんなセラノだから、友が「皇女ハルノミヤ」に戻ることを何があっても阻んでくれるだろう。そうしてくれれば、俺はサファイアの首を獲とらずにすむ。いったい「俺たち」が何をしたいのかわからない。それでも今の俺が考えられる策はこれしかなかった。

「──サファイア。今日の客は何人だ？」

「え、はい。えっと、これから宿を開けるとすれば八人の来客がある予測です。すでに四人、村の入り口にいます」

「わかった。ではその予測に従っていつもどおりやろう。とりあえずセラノはリョウについて仕事を覚えてくれ。子供だがその子はよくやる。サファイアは帳場に座って客が来たら元気に挨拶だ。わかったら、返事」

「は、はい」

「泣くな、サファイア！　君は女将なのだから笑って挨拶だ！」

「はい！」

　こやつはハルノミヤでも、《虐ぎやく殺さつの姫君》でもない。アルステイの女将、サファイアだ。ならば笑っていればいい。涙を流すなどもってのほかだ。

「皆、聞いてくれ。客は疲れてこの宿にたどりつく。彼らの疲れを癒いやさねば、道中、行き倒れてしまうだろう。そうなったら俺たちの責任だ。さぁ、仕事にとりかかれ。俺もこれまでかけた迷惑を詫びる代わりに、いつも以上にがんばろう」

　ふと、身体が軽くなった気がした。

　己が騎士ではなくなったことを納得したというのもあるが、何より俺は肌身離さず下げていた剣を持っていなかった。





　　　　２






　こうして歪いびつな旅館経営が始まった。

　コメダ村唯一の旅館、アルステイの女将は銀河皇国、第一皇女ハルノミヤことサファイア。雇われの従業員は元騎士の俺、その俺が雇っているのは元降こう下か猟りよう兵へいのセラノ。さらに盗賊に攫さらわれ養い子になったリョウや、子供従じゆう卒そつのブンタも仕事を手伝う。

「──セラノよ。そなたはよく働くな。おかげで助かる」

「自分でも驚いています。こうした仕事にやり甲斐をみつけられるとは。客は皆、見ず知らずの他人だというのに、彼らのために働くのはおもしろい……」

　セラノは皇女付きの護衛官として長いことサファイアと行動をともにしていただけに、上流階級のもてなし方を熟知し、また同時に軍務経験も長いため教えずとも大概のことができた。そして、それらの履歴は宿の仲なか居いとしての適性に結びつき、こちらが目を見張るほどの働きをしてくれた。

　あれから二週間が過ぎた。

　客は増え続け、いつしか王都へ向かう旅人だけでなく、蛮族との戦いによって途絶えていた《龍の背参り》が思い出されたように復活し、コメダ村に立ち寄る者が増えた。

「いやはや、王都に移住してきた一家から聞いてきたのだが、話と違たがわぬもてなしに恐れ入ったよ。参拝の帰りも寄らせてもらおう」

「──ああ、あのお客様のご紹介でしたか。ありがとうございます。お部屋を用意してお帰りをお待ちしてますわ」

「これはお弁当です。道中、召し上がってください」

「念のため傷薬もお持ちください。参道は思いのほか険しいので」

　サファイア、リョウ、そしてセラノに見送られ、旅人は顔を赤くして旅立っていく。まったくセラノはいい。最高の人材だ。宿の仲居としての働きはもちろん、女としての優しい気づかいも見せてくれる。苦心して服をこしらえた甲斐があったというものだ。

　先日、町へ買い出しに行くに当たり、セラノに作業着を買ってやろうと要望を聞いたら、皇国の宿泊施設などで着られるメイド服なるものを望まれた。もちろん、そんな服はこの星に売ってないので絵に描いてもらい、生地だけ買って仕立ててやったのだ。そうして縫い上げたメイド服をセラノに着せてみると、白と黒のシックな装いが彼女の美しさをより引き立て、サファイアの破は廉れん恥ちなヒラヒラ服とは雲泥の差。まるで天てん女によの如きであった。やはり、中身の良さは服の好みにも現れるのであろう。セラノはじつにいい。その立ち居振舞いを見せるだけでもリョウの教育になるほどだ。

「……アルスさんってセラノには優しいですよね。お洋服を作ってあげるとかして。しかも、どういうわけか『そなた』呼び。扱いが私とちがってて嫌になります」

「サファイアよ。前にも同じ話をしたが、セラノはこの俺と同等かそれ以上の力を持つ女だ。敬意を払い、『そなた』と呼ぶのは当然のこと。これは武人の習わしだ。それにセラノは俺が個人的に雇った。ならば、服を支給するのも当然のことであろう」

　そう言ってやるとサファイアの頰がぷくっと膨れた。どうしてこやつは俺がセラノのことを褒めると気を悪くするのだろうか。彼女は友であり従者でもあるわけだから、普通その者が褒められれば我がことのように嬉しく思えるはずなのだが……。しかも、何が悪いのだとじっと見ると顔を赤くする。女の気持ちはまるでわからぬ。

　ふぅと空を見上げると、ここ一週間、空を飛び回っている宇宙駆く逐ちく艦かんの編隊が見えた。

　数は一〇〇隻。艦形からするとサクラＤ型、七〇〇メートルクラス大型駆逐艦か。王都に浮かぶ宇宙戦艦《ウララカ》と比べれば遙はるかに小型の宇宙駆逐艦とはいえ、それが一〇〇隻も飛行するその様は、当初、誰もが驚いたところだ。

　しかし、何日もそうであると王都に浮かぶ巨船が日常に融とけ込んだように誰も気にしなくなった。ただ、それは編隊飛行の意味がわからぬからそうなのであって、銀河皇国の文字を知る者にとっては、無視できるものではなかった。

「……今日は何と『書いている』のだ？　セラノ」

「ハルノミヤ様、至急連絡請う、ですね」

　俺がサファイアと出会ってから一カ月が経たとうとしている。つまり、皇女ハルノミヤが艦隊から失しつ踪そうして一カ月が経つに至り、銀河皇国第三宇宙艦隊は小型艦艇を文字の形に並べて飛ばすという原始的な方法まで用いて皇女宛にメッセージを発し始めたのだ。

「……昨日は『助けて』。一昨日は『司令部、混乱中』だったな」

「はい。形なり振ふり構っていられないほど、艦隊司令部は苦境に陥っているようです」

　俺とセラノは同時にサファイアの方へ目を向けた。だが、サファイアは空にはまるで関心がないというふうに井戸の水で顔を洗っている。おかげで「皇女ハルノミヤ」を斬らずにすむが……、じつのところ悪い予感がしてならない。それはどうやらセラノも同じなようだ。サファイアがタオルを探しに、顔を濡ぬらしたまま宿へ入ると彼女は言った。

「お察しの通り、通常、皇国軍ではこのような通信方法は用いません」

「だろうな。最高司令官が行方不明など、どこの軍にとっても恥だ。いずれ皇国の文字を覚えた者が出れば意味を知ることになろう。それにもかかわらず続けているということは、宇そ宙らでは余程のことが起きている、そういうことだな」

「はい。きっとそうです」

　セラノは唇を嚙かんだ。

　あれからセラノに皇国の内情、宇宙の仕組み、世界の情勢などを教えてもらった。まだわからぬことは多いが、宇宙には大きくわけて三つの巨大星間国家が覇権をかけて争っているのだという。そしてその中でもっとも宇宙統一に近い勢力が銀河皇国だ。

　皇国は人類史上、空前の大版図を持つ。とくにサファイアの父にあたる第一五八代銀河皇帝は一代でその勢力圏をアマノガワ銀河全域から別の銀河系にまで拡大させた稀き代たいの指導者だといい、今現在も領土を広げ続けている。

　しかし、皇帝の年齢は一九〇歳。竜王国の平均寿命が三八歳だということを考えるとにわかには信じられぬが、皇国では脳あたまが生きていれば、肉体を取り替えるなどして寿命を延ばせるらしい。だがそうした技術が存在しても不治の病は根絶に至っておらず、病魔に蝕むしばまれた皇帝はいつ崩御してもおかしくない状態なのだという。ゆえに跡目を巡って後継者争いが起き、とくにサファイアのふたりの兄が激しい権力闘争を繰り広げているのだとか。どうやらこういった醜い争いはどれだけ科学技術が進歩してもなくすことができないようだ。人の愚かさを知る思いである。

　それはともかく、当初はその二人の兄のうちどちらかが皇位を継承するものだと考えられていたが、六年前、当時一四歳のサファイアが突如、巨大な武勲を挙げたことで情勢が様変わりしたようだ。本人はまるで皇位継承に関心はないものの、サファイアは銀河皇国始まって以来の名将と称たたえられている。これまで彼女が艦隊を率いて戦った会戦は連戦連勝。しかも味方の死傷者数はコンピューターとかいう計算尺の予測を遙かに下回るという。そして、そうした指揮官に兵がついていくのは当然のこと。皇女ハルノミヤ麾き下かの《銀河皇国第三宇宙艦隊》には優れた将兵が名を連ね、艦艇の数こそ全皇国軍の一割といったところだが、銀河皇国軍が上げる戦果の比率に当てはめれば、全体の四割以上の戦果をたたき出す最精鋭艦隊なのだという。

　さらにサファイアのやつは無意味に顔立ちがいいうえ若い。そのため国民からの人気も絶大。銀河暦二五六五年現在、ふたりの兄たちよりよほど皇帝の座に近いと目されているのだという。しかしそれは同時にふたりの兄から命を狙われることを意味し、これまで幾度も暗殺未遂を経験。いつかサファイアが言っていた「本国はめちゃくちゃで息が詰まりそう」というのは皇位継承争いのことだったのだ。ゆえに艦隊からのメッセージが気になる。

「セラノ。宇宙艦隊の燃料や乗組員の食糧などはどうなっているのだ？」

「一応、半年分の蓄えがあります。また、付近に補給可能な小惑星帯が幾つかあるので、周回軌道上に待機している艦隊の維持には問題ないはずです」

「では、この星系に敵国の艦隊がやってくることは？」

「考えられませんね。ボヌール連邦の支配星域が一番近いですが、そこから超次元跳躍エンワープを使っても三〇〇日の距離。ここは既知宇宙の外縁部にあたるのです」

「すると艦隊司令部の『助けて』や『連絡請う』というのは、艦隊内部に反乱といった問題が生じたからでも、敵の接近を告げる警告でもない、そういうことだな」

「付け加えれば、領地経営に問題が生じたからでもないでしょう。あの子、今後四〇年にわたる竜王星の『統治計画』を書き残していきました。主だった都市で配給を行うことで、新規領民の支持率を上げつつ人口密度を高め、そのうえで効率的に最先端技術やエコロジカルな暮らし方を教育する。一応、母星から鉱物資源獲得のノルマはあるので、そこらへんは環境に配慮しつつ行い、一五年掛けてこの惑星の生活水準を銀河暦二五〇〇年代のレベルまで高めるという計画書が机に残されていました。艦隊運用だけでなく惑星経営も「やればできる」とわかっていましたが、その出来映えを前に惑星経営の専門官が職を辞して母星に帰ったほどでしたね」

　やはり、コメの配給を始めたのはサファイアだったか。それにしても、コメを呼び水に人々を都市部に集め、最先端の教育を行う、か……。コメの配給は国民を骨抜きにする方策と考えていたが、「上」がまともだと、そうしたやり方もできるようだ。

　あのドジな女将を「有能」だと思わされるのが引っかかるが、政策としては悪くない。それどころか占領地政策としては最良と思える。なのに本人は、けっして適性があるとは思えぬ女将業にやり甲斐を覚え、暇をみつけては森に出てフィールドワークやらレポートの執筆を続けている。これも生き方というものだろうか。

「だが、領地経営にも問題がないというのに、第三艦隊司令部は救難要請めいたメッセージを送り続けている」

「サファイアは無視を決め込んでいますが……」

「あの様子では気になっているのだろうな」

　ふと宿の二階に目を移すと、あいつは空を見上げていた。今、空に浮かぶ艦隊の中にもセラノのような見捨てられない仲間がいるのだ。顔を見ればすぐわかる。

「アルス様」

　リョウが宿から出てきた。

「どうした、リョウよ」

「サファイア様が挙きよ動どう不ふ審しんです。お顔を拭くタオルを探しにきたはずなのに、雑巾で顔を拭っておりました……。やはり、空のお船を気になさっているようです」

　子供の前で溜め息などつきたくないが、どうしてもそんな気持ちになった。なんと言っていいかわからずにいると隣のセラノがリョウを優しく抱きしめた。

「リョウちゃん。女将は昔からそういう子なの。考え事をしていると周りのことが目に入らなくなって、雑巾で顔を拭くどころか、下着のまま街に出たこともあるわ。優れたところもあるけれど、どこか頭がおかしな子なの。心配しなくていいわ……」

「おかわいそうなサファイア様……」

　リョウの頭を撫でるセラノ。俺にはできぬことだ。リョウに母が必要だとすれば、それはセラノのような心を持つ女だろう。セラノがいてくれるようになってから、リョウが夜に泣くことも少なくなった。感謝のしようもない。

　宇宙艦隊のことさえなければ、今の暮らしに何の不満もない。

　宿は王都への移住希望者だけでなく、《龍の背参り》の参拝客も見込めるようになったことで軌道に乗った。また、コメダ村もわずかなあいだにずいぶん発展した。あの村長が大金持ちになったことでやる気を起こし、私財を投じて村の道にレンガを敷き、上下水道を整備し、畑の用水路を近代的なものへと作りかえるといった工事を始めたのだ。

　当初は老い先短い人生に華を咲かせようとしているなどと笑っていた村人たちだが、この「やる気」のおかげで雇用が生まれ、さらには暮らしやすくなったことで王都を目指していた移住者がこの村に腰を下ろすようになると、村民も協力するようになり、わずかなあいだにコメダ村は宿場町といえるほど発展したのだ。

　もし、この村に足りないものがあるとすれば学校くらいだが、それも俺がやれば中等教育までならどうにかなるし、セラノからは世界のことについて教えてもらえる。ある意味コメダ村はリョウを育てるにあたって最良の場所になりつつある。

　だが、問題はサファイアだ。この穏やかで優しい日常は、女将サファイアがいるから成り立っているところがある。村長や村民に助言している姿を幾度も見たし、何か問題が起きるとそれを解決するのはつねにサファイアだ。村の発展の中心にいるのはあいつなのである。

　しかし、サファイアは皇国の民や配下の将兵から戻ることを望まれている。また、銀河皇国の母星で何か問題が起きているのなら、それに対処できるのはサファイアだけだ。けれども、あいつが皇女ハルノミヤへと戻れば、俺は斬らねばならなくなる。そうなればセラノとも戦わねばならない。つまり俺たちはいつ割れるかわからぬ薄氷のうえで暮らしているのだ。そして、それはセラノも同じ思いなのか目が合った。

「私はこの暮らしを守りたい、心からそう思っています」

「同感だな」

「現状を顧みるに、第三艦隊がサファイアからの連絡を求めているのは皇国の中枢から干渉があったからだと思います」

「セラノ。懸念すべきは銀河皇国の皇族か」

「おそらく。第三宇宙艦隊司令部は、銀河皇国の第一皇子、あるいは第二皇子のいずれかによる干渉を受けているのだと思います。しかしサファイアがいないため、艦隊司令部は回答することもできない。その結果がこれなのでしょう」

　宇宙駆逐艦は空を悠然と飛んでいるように見えるが、一昨日より昨日、昨日より今日と、その艦隊行動が切迫しているように感じられるのは気のせいではないだろう。

「アルスさん」

「なんだ、セラノ」

　セラノがこちらに向き直って姿勢を正した。その眼まな差ざしを見て、俺も背筋を伸ばす。

「ここで働き始めて、まだ二週間といったところですが、私の人生でこれほど心安らかに、そして満ち足りた生活を送ることができたのは初めてでした。皇女付きの護衛官として、あるいは降下猟兵として、戦いの中にしか我が身の存在価値はないと思っていましたが、こうして女として生きる道もあるのだとわかって嬉うれしかった。すべてあなたのおかげです」

「何を言う。俺は何もしていない」

「いえ、あなたは仇とも言える私を雇ってくれた。並みの男にそのようなことはできない。面と向かって言うのは照れますが、私はあなたを敬愛している。それにこうした可愛いと思える服を着て、そこらの娘のように働くことは私の夢のひとつだった。いえ、そもそも私は平民の出。こうした生活を送る自分こそ、本来の私なのでしょう。我が主はサファイアですが、あなたのような人の下で働くことができて本当によかった」

「まるで別れの言葉のようだな、セラノ」

　そう言うと、アルステイの有能な仲居は目を伏せた。

「そのつもりはありませんが、私がこれからしようとしていることを実行すれば可能性がないわけではありません。けじめとして、この気持ちを伝えておきたかった」

「……そなたがこれからしようということはわかっている。第三艦隊司令部へ赴き、現状を把握しようというのだろう？」

「ええ。私はサファイアの護衛です。艦隊がこのような行動に出るということは、サファイアに危険が及ぶ兆候を摑つかんだにちがいない。私は一度、旗艦に戻りそれを確かめます。そして、対処できるようならどうにかしてこようと思っています」

「必ず戻ってくるのだぞ。そなたがいなければ宿が立ちゆかぬ。それに何よりリョウもそなたを慕っておる。セラノは俺にとってすでに欠かせぬ存在なのだ」

「ありがとう。サファイアではありませんが、私の居場所もここです。すぐに戻ります。あなたからあの子を守るという役目もありますから」

　セラノはそう言うと、まるで近所へ買い物にでも行くようにカチューシャとエプロンをリョウに預け、街道へと歩いて行った。そして、一度こちらに頭を下げると、フッと消えた。おそらくどこかに隠している短艇に乗って旗艦へ向かうのだろう。ツバクロ型特とく殊しゆ偵てい察さつ艇ていの巡航速度を考えると一時間もかからない。状況の確認だけならば夕方までには帰るはずだ。しかし……。

　空に浮かぶ宇宙駆逐艦の隊列がまた変わった。彼らの文字を知らぬ俺には何を伝えようとしているのかわからないが、宿の二階へ目をやるとサファイアが眉根を寄せていた。あの様子からするとさらに状況が変化したにちがいない。それも悪い方に……。

「……アルス様。お声をかけなくてよろしいのですか？」

「あやつが艦隊を気に掛ければ俺は皇女を斬らねばならなくなる」

「おつらいところですね……」

　そう言うリョウの方がつらそうな顔をしていた。子供ながらも賢いだけに俺たち大人の歪な関係も、サファイアの苦悩もわかってしまうのだ。

「リョウは女将についていてくれ。ひとりでいると余計なことを考えてしまうものだ。セラノが外出した今、それができるのはそなただけだ」

「わかりました。ところでアルス様はどちらへ？」

「夕ゆう餉げに出す魚を池で釣ってくる。もし何かあったらブンタを寄こしてくれ。北側の瀬にいると言えばわかるから」

「お気をつけて」

　リョウに見送られ、池へ向かう。

　騒がしい空とは異なり、森はいつもと変わらないようだ。鳥はピーチク鳴き、池もまた木漏れ日を反射してキラキラ光っている。

　だが、池の前に立った俺自身がおかしかった。釣りに行くと言って出たというのに釣り具を持ってきていないのだ。思わず溜め息が出た。

「宿屋の親父が世界の行く末を憂うれいても、何もできぬというのにな……」

　旅館の従業員として生きる道を選んだことに後悔はない。だからこそ、この地にユーリルとニーナの墓を作った。場所は誰にも明かさぬが、そこは村を見下ろす高台だ。昔、彼らからもらった小刀や菓子の包みなどを地に埋め、毎日、手を合わせに行っている。ここでリョウを育てあげ、残りの余生は墓守として許しを乞うて生きようと考えている。

　だが、苦しむ女たちを見ているのはつらい。何か手を貸せればと思うも、もはや剣では何も解決できない世になってしまった。おかげで溜め息をつくばかりの毎日だ。まるで老人になったような気さえする。騎士だった頃、ユーリルたちから二一歳なのに老成しているとからかわれたことがあるが、民のため、女のために何もできぬ自分はまさに老人のようなものだ。もはや釣り具を取りに戻る気にもなれず、無意味に水際の岩に腰を降ろした。うまい具合に駆逐艦の列が木立に隠れてくれたおかげで人心地ついた。

　しかし、残念なことに場所が悪かった。ここはセラノと剣を交え、世界の広さという、これまでにない絶望と衝撃を与えられたところだ。おかげでまた気持ちが空へ向かってしまった。

　森も池も穏やかだが、この星は丸ごと皇国に占領されている。これは皇国の戦争に巻き込まれる可能性が出てきたということだ。

　今は皇国の人間にとって中世の文明水準しか持たぬ竜王星だが、いずれこの星の民も銀河皇国の兵士として徴ちよう兵へいされ、何千光年も離れた星の海で戦いを強いられるかもしれない。なんと言っても、竜王星の現最高権力者が「失しつ踪そう中ちゆう」なのだ。もし、サファイアの代わりに新しい首長が送り込まれてきたら、これまでとまるでちがう惑星経営を始めることは十分に考えられる。そして、その者がどんな理不尽なことを始めても、この星の人間に止める力はないのだ。

「……討とうとしていた皇女が皇国でもっともマシな為政者とはな……笑えん話だ」

　俺としても、皇女が失踪中というこの機会を使い、王国の敗はい残ざん兵へいのみならず、蛮族を含めた竜王星のあらゆる勢力と手を結び、いざというとき暴虐に対抗できる組織を作れないかと考えるには考えた。しかし、いくら考えても皇国を相手にするのは不可能という結論しかでなかった。聞けば、この星は皇国と比べて二〇〇〇年以上、文明が遅れている。俺たち騎士を苦しめたブラスターでさえ五〇〇年前から使われている携帯火器のひとつにすぎず、あの宇宙戦艦の中には最新鋭の対人兵器が無数に搭載され、さらには惑星破壊砲なる最終兵器まで装備している。これではいくら徒党を組んでも無駄でしかない。もはや剣は無意味なものと成り果てたのだ。人生のほぼすべてを剣の鍛たん錬れんに当ててきた身からすれば認めたくないが、それが偽らざる真実。

　ただ、それがわかっていても頭の中では納得いかない。なので憂さ晴らしに手近の石を摑んで池に投げつけた。案外、魚に当たって浮いてくるかもしれないと、いつしか子供にでも戻ったように小石をばらまいていた。そんなことをしている自分が、涙が出るほど情けなかった。

『ああー痛いんじゃー』

　そうして大岩を池にぶん投げたときだ。ふいに右の瀬の辺りから人の声らしきものが聞こえた。

　しまった！　もしや誰かいたのか？　慌てて岩から飛び降りて池に入る。

「おい、誰かいるのか!?　いたら返事をしてくれ！　石を投げたのは俺だ！　怪我はないか!?　このアルス、全面的に謝罪するぞ！」

『──ここじゃーワシはここにおるぞー助けちくれー』

　年寄りのしゃがれた声だ。しかし、声がする方を見ても声の主が見当たらない。この池は浅く、水も透き通っているので底まで見える。それにもかかわらずどこにもいない。

『よく見るのじゃー池の底にワシはおるぞー』

　眼をこらして水底を見る。すると水草のあいだに黒くて丸いものが沈んでいるのをみつけた。子供が遊ぶ鞠まり玉だまほどの大きさだ。それを見てようやく声の主が何者かわかった。

「……君は生せい体たい甲かつ冑ちゆうか。先日、セラノが蹴り捨てた」

『いかにもー。あの跳ね返りムスメめー。これまで散々守ってやった恩を忘れて水の中に捨てるとは許すまじー』

　岸に上げてやるとピョンピョンと飛び跳ねた。プンスカ、湯気を立てて怒っている。二週間ほど前なら「人語を話す妖怪め！」という具合に斬って捨てただろうが、これがネグロ星の原生生物を遺伝子改良し、硬化処理と同時に人工頭脳を組み込んだ生きた甲冑だということを聞いているので驚きはしない。もっとも黒い鞠玉のようなものがしゃべっていることには興味をそそられるが。












「甲冑よ。そう怒るな。あの娘もつらいのだ」

『むむー。未開惑星の人類がわかったようなことをー。んん？　おぬしはあの夜の男かー！　うちのセラノちゃんをどうしたー！　傷つけたのなら許さぬぞー』

　ふむ……。武具が主の身を案じるか。俺は生体甲冑の隣に腰を降ろした。

「案ずるな。セラノはサファイアと再会し、今はあいつが女将をしている旅館で仲居として働いている。先ほど艦隊司令部へ情報を集めに向かったが元気だ」

『おおー。それは何よりー。この二週間、心配でならなかったのだー。ワシは水の中では何もできなくなるのでの──池の外で何が起きているのかわからなかったのだー』

　意外な弱点だ。雨の中では戦闘力が落ちるということかもしれない。

「つらい思いをしていたようだな、甲冑よ。だが、あいつを悪く思うな。セラノは池に君を捨てたが、心では捨てていない。あの娘はサファイアと共にいたかっただけなのだ」

『わかっておるー。けど、かなＣー。ワシはセラノちゃんが恋しいー。セラノちゃんのおっぱいを包みたいー。包み込みたいんじゃー』

　破廉恥な鞠玉だ。皇国最新鋭の生体甲冑に対する幻想が吹き飛んだ。

「甲冑よ。気持ちはわかるが少しは慎め」

『慎めぬー。ところでアルス殿はどこまでいったんじゃー。セラノちゃんとエッチしたのかー。おっぱいは揉もんだのかー』

　発達を極めた科学技術は魔法と区別がつかなくなるというが、高度な人工知能もまた変態と区別がつかなくなるようだ。そして、変態というものは伝染すると聞く。俺は騎士として肉欲と決別した身。身分こそ騎士でなくなったが、心はいまだ騎士のつもり。それを邪魔する輩やからは容よう赦しやしない。えい、と黒い鞠玉を池の方へ蹴ってやる。

『わー。冗談じゃー。ちょっと若者をからかっただけだというにー。たすけてくれー』

　一応、セラノの所有物なので池に落ちる直前で止めてやった。水際に立ち、変態甲冑をたしなめる。

「生体甲冑よ。セラノはたしかに美しいが、その美しさは心にこそある。肉欲であの者を語るな。性的な感情をもってあの豊満な胸を想うことは許さぬ」

『むー。セラノちゃんの良さを理解しておるとはやるなー。気に入ったぞいー』

　甲冑に気にいられた。

「君は長いのか？　セラノの甲冑になって」

『甲冑として守るようになったのはここ五年ほどじゃが、セラノちゃんが一〇歳のロリータだった頃からのつきあいじゃぞー。サファイア様との馴なれ初そめも知っておるぞー。ワシはなんでも知っておるぞー』

「ふむ、馴れ初めか……。聞いてもよいか？」

『かまわぬぞー。あの子が名前を明かした相手だからの。そんな男、初めてだからのー』

　サファイアもそうだが、セラノはとくに自分のことを語らぬので、彼女がどんな子供時代を送り、ふたりがどう知り合ったのか関心がある。聞けるものなら聞いておきたかった。

『では、セラノちゃんと姫様の馴れ初めを語ってやろうー。すべては姫様が中等部の夏季休暇でクダン星を訪れたことが始まりー』

　クダン星。たしか皇国の植民星のひとつだ。

『このクダン星は自然保護星に指定された惑星でのー、サファイア様は観光バスに乗って、ご学友と休暇を兼ねた自然観察をなさっておいでだったのだー。クダン星はとても平和な星。帝室の護衛官たちも危険はないと判断してついてこなかった。だが、突如そこへボヌール連邦の艦隊が侵攻してきたのだー』

「旅行中を狙われたのか！」

『いんや。姫様がおったのは偶然での、侵攻自体も予測がつかぬ奇襲だった──。そんなわけで駐留艦隊を持たないクダン星はすぐさま包囲された。戦力といえばパトロール艦が三隻。対して敵は宇宙巡洋艦が三〇、駆逐艦が九〇〇の大艦隊ー』

　まるで勝ち目がない。これでは脱出するのも困難だろう。

「だが、サファイアは生きている。いったいどうやって逃げ果おおせたのだ？」

『逃げたのではない。戦ったのだよ。姫様は勝って自力で脱出したのだよー』

　勝っただと？　生体甲冑は話を続ける。

『サファイア様たちは教師に連れられて宇宙港へ向かった。すると、そこで彼女たちが見たのは観光客を置いて逃げ出したパトロール艦じゃった。クダン星の警備局長は守るべき観光客を捨てたのだー』

「なんたる恥知らずか！」

『まぁ、怒るなー。そのパトロール艦は敵に捕捉され沈んだ。だが残された者はより絶望したものじゃ。ボヌール連邦といえば、捕虜の扱いが非道だとして悪名高いからのー。観光客の中には先がないとして自殺しようとする者も現れたほどじゃ。また惑星に残った警備員も階級が低い者ばかりで、逃亡か降伏か決断できる権限を持つ者もいない始末ー』

　銀河皇国の階級制度は絶対だと聞いた。兵も民も勝手なことをすると処罰される。

『そこで警備員たちは規定に従い、現場でもっとも高い位を持つ者を責任者と据えるべく身分証のスキャンを始めた』

「──それでサファイアか」

　生体甲冑が頷くようにぐるんと岩の上で回った。

『女子中学生とはいえ銀河皇国第一皇女。誰もそんな貴人がいたとは思っていなかったー。同時にこうも思っただろうな。こんな子供に命が握られてしまったとー』

　まだ何の実績もないサファイアだ。ならば、ただのドジな女学生でしかないだろう。

『けれど姫様は指揮権を手にするとすぐ行動を起こしたー。まず、観光ガイドの娘にブラスターを持たせた。その娘が一番、射撃がうまかったからだー。続いて大気圏外にも出られる観光バス二台のうち一台に学友と観光客を乗せ、ご自身は残ったパトロール艦に乗り込みクダン星を出た。皆、降伏するんだなと思っていたが、それはちがったー。当然、敵は拿だ捕ほしようと近づいてくる。そこでサファイア様は自身が皇女であることを明かし、自分の命と引き替えに民間人を見逃すよう交渉を始めたのだ。敵からすれば予期せぬお宝をみつけたようなものー。民間人などどうでもいいと返信してきたー』

　敵に名を明かしたということは、より危険が増したということ。それからどうしたのだろうか。

「話を続けてくれ。あやつはどうやって窮きゆう地ちを乗りきったのだ？」

『姫様はまず、観光客と学友を乗せたバスを逃がし、それからご自身が乗るパトロール艦を先頭に、観光バス一台を率いて敵艦隊へと向かった。無論、敵は停船を求めた。だが、サファイア様はそれを無視してパトロール艦とバスを敵の旗艦へ目掛けて前進させたのじゃ。敵は困惑した。発砲して止めるのは簡単だが、軍艦の火力では吹き飛ばしてしまう。また敵にはパトロール艦と観光バス、そのどちらに皇女が乗っているかわからないー。いよいよ旗艦に近づき、さすがに敵も砲を動かしたとき、サファイア様は「皇女として、こちらから出向きましょう」と通信を発した。敵はなるほど、それが皇族というものかと納得して攻撃を止めたが、バトロール艦は速度を上げた。そして、そのまま旗艦の艦橋に突っ込み、さらに観光バスが穴の空いた艦橋へ突入、飛び出した乗員が敵の司令官を捕らえたのだ。その乗員こそ、クダン星で観光ガイドのアルバイトをしていたセラノちゃん』

「痛快だな！」

　敵にエサをちらつかせ、そのエサでぶん殴ったというわけだ。だが、そのエサとは自分自身で、ぶん殴らせたのは昨日今日、知り合ったのだろうガイドの娘だ。あいつの人の動きが見えるという《未み来らい視し》が導き出した最良の策がそれだったから実行したのだろうが、凡人には冗談のようにしか思えぬ話だ。

『それから敵の司令官を人質にして全力で逃走。迎撃のためクダン星へ向かっていた皇国艦隊との合流に成功し、見事、窮地を脱することができたというわけだ。母星にこの話が伝わると、サファイア様は若き英雄として拍手喝采で迎えられた。そりゃそうじゃ。女子中学生が敵の艦隊を手玉にとって民間人を助け出したわけだからのー』

「……で、宇宙艦隊司令官の誕生か」

　不幸な出来事をきっかけに異才が人々に知られ、サファイアの望まぬ人生が始まった。もし旅行先に敵が現れねば、あいつの人生はまったくちがったものになったはずだ。それはセラノについても。

「生体甲冑よ。サファイアもそうだが、幼き日のセラノも大したものだな」

『そうじゃろ、そうじゃろー？　「ワシ」を宇宙巡洋艦にぶつけてくれたときは、何するものかと思うたが、鼻先に敵の司令官がおったのは愉快じゃったのー。じつのところピンポイントで艦橋に突っ込むことができたのはワシの手柄じゃー』

「ん？　この話のどこに甲冑の出番があるのだ？　この話は六年も前のことなのだろう？　俺は君が最新鋭の生体甲冑だと聞いている」

『いんや。ワシのメイン頭脳は「観光バス」から移植されたものじゃよ』

「観光バスだと!?　そなた、元はしゃべる乗り物だったということか！」

『うむ。同じところをグルグル回って嫌になってたときじゃったし、スクラップ前に一花咲かせてやろうと踏ん張ったら、いつの間にやら怪物と合体させられ、最新鋭の生体甲冑になってもうた。人の縁とはわからぬのうー』

　こやつも英雄の一人というわけか。

「どうやら俺は君のことを見誤っていたようだ。人を見かけで判断せぬようにしていたが、これからは物もまた見かけで判断せぬ」

『かまわん、かまわん。ワシは物を考えられるが、ただの機械じゃよ。楽しみと言えばセラノちゃんのおっぱいの成長くらい。ああー、早く帰ってこないかのー。心配でたまらぬー。おっぱいー』

　持ち主は女ながら尊敬できる武人であるというのに、この甲冑は。だが、肉欲がときとして男に己の限界を超えた力を与えることがあると聞く。もしかしたら、この生体甲冑もおっぱい好きであるからこそ、これまでセラノを守り抜いてこれたのかもしれぬ。

「──なぁ、元は観光バスの生体甲冑よ」

『なんぞなー？』

「君は生きた甲冑だ。ゆえに教えを乞いたい。人を守るとはどういったことなのだろう」

『何を藪やぶから棒にー』

　俺はふぅと息をつき、水面に映る空の雲に石を投げた。魚が驚いて跳ねる。

「俺はこれまで騎士として剣を振るってきた。大将首を挙げ、百人斬りも成し遂げた。結果、蛮族の国力を削そぎ、侵略に怯える民を守ってきたという自負がある」

『ほうー。なかなかすごいのー』

「だが、此こ度たびの銀河皇国による侵略だ。二〇〇〇年の科学技術の差を前に我が国は為なす術すべもなく敗やぶれ、俺は野にくだることになった。今は娘を養うため旅館の親父などをしているが皇国打倒の志は捨てていない。けれども、サファイアやセラノから話を聞けば、この星は宇宙の辺境に位置する未開惑星。その生活レベルに至ってはこちらの貴族の暮らしぶりでさえも向こうの平民と同程度なのだという。たしかに王都や町に持ち込まれた設備や道具は優れたものだ。おかげで民の暮らしはよくなりつつある」

『まぁー、辺境の惑星じゃからのー。二〇世紀も遅れておるしのー』

「それを考えると、皇国の統治を受け入れ、二〇世紀進んだ文明に支配された方が、利が多いように思える。その方が民のためなのではないかと」

『つまり、アルス殿はこれまでやってきたことが無駄だったと、王城での戦いも無意味なものではなかったかと、それを悩んでいるのかー？』

「いや、そうではない。騎士になったことは当時の俺ができる最善だったと考えている。また、あの戦いも同じだ。悩んでいるのはこの現状とこれからだ。今はよいが、いずれ失踪中の皇女に代わり新しい支配者が送り込まれてくるだろう。そして、その者が統治の仕方を変えてきたらそれに従うよりほかにないのだ。たとえ、それが非道なものでもな。ならば、皇国内で絶大な力と皇位継承権を持つサファイアを無理矢理でも『皇女』に戻すのが、この星に住む大人の務めではないかと思うのだ。少なくともサファイアはこの星と住人を無下に扱うことはないからな」

『そうじゃのー。この星はサファイア様のお気に入りじゃからのー』

「だが、あいつをここから解き放てば《虐殺の姫君》が復活する。そして、『この星』のため、あるいは『仲間』のためと敵を殺し回るだろう。結果、守る者よりも多くの人々が死ぬことになる。だがしかし、それに目を瞑つむれば、この星の民は富み、豊かな暮らしをリョウたちに与えられる。つまり、星を、国を、愛する我が子を守るならば、我が心の憎しみに蓋ふたをすべきなのだが、サファイアを知る者としてはそれが正解だとも思えない。甲冑よ。俺は何を守り、何と戦うことに力を注げばいいのであろうか？」

　甲冑を相手に何を話しているのだろうとは思う。また、すでに騎士ですらない自分がこのようなことを考えるなど滑こつ稽けいだとも自覚している。ただ、平穏な暮らしの中に感じるこの胸騒ぎにも似た不安を、甲冑相手にでも口にして吐き出したかった。

『アルス殿は生真面目だのう。自分のことだけ考えていれば楽だというに』

「自覚はしている」

『では、甲冑としての見解を申すぞー』

「頼む」

『信じられぬかもしれぬが、ワシは男じゃ。機械だが心は男じゃー』

「おっぱい好きゆえ察してはいた」

　オスの生体甲冑はぐるんと一回転して、俺の正面で止まった。

『ならばわかるであろう？　ワシはセラノちゃんが好きじゃ。だから、たとい自分が壊れても守ると決めておる。これが甲冑になったワシのアイデンティティ。想い人を守ることこそ、男の役割だとワシは思うぞー』

「想い人を守るか。しかも我が身を顧みず守ろうというその心、敬意に値する」

『ふふーん。敬うがよいー。ワシは尊い甲冑なのじゃー。敬うべき甲冑なのじゃー』

　生体甲冑はしばし跳ね回った。が、コロコロと戻ってくるとこちらを向いた。

『だが、今のはあくまで「甲冑」としての見解』

「どういうことだ？」

『ワシは心を持つ生体甲冑じゃ。これから申すことは、二〇〇年のあいだ観光バスとして生き、甲冑として生まれ変わった男の言葉と思い、心して聞くがよい。「汝なんじ、愛する者の世界を守りたまえ」。これこそ、アルス殿のような殊勝な若者に贈る言葉であるー』

　愛する者の世界を守る？

「どういう意味だ、甲冑よ」

『言葉どおりの意味じゃよー。愛する者を守るのはじつのところ簡単じゃ。甲冑のように守りに徹すればいいだけだからのー。じゃが、戦で守り切ったとしても、セラノちゃんが大事にしている者が死んでしまえばどうなるかな？』

　セラノが大事にする者が死ねば？　つまりサファイアが何者かの手にかかれば……。

「……自害するだろうな。あやつは忠義の士だ」

『ワシもそう思う。そして、そんなことになったら、たとい身を張って守り抜いても、守ったことにはならぬー。ゆえに愛する者の世界こそ、真に守るもの。ワシはそう考えておるー』

　愛する者の「世界」こそ真に守るもの、か。

　そうか！　それこそ守るべきものか！　さすが生きた甲冑。これぞ、守ることの本質をついた言葉だ。

「……このアルス、感服した」

『ふははははー。敬えー。ワシを敬うのだー。おっぱい好きは偉大なのじゃー』

　ピョンピョン跳びはねる生体甲冑。

　愛する者の世界を守ればよいなら簡単だ。俺はリョウだけは何があろうと守ると決めている。すでにあの子は我が娘だ。ならばリョウのため、あの子が大切に想う世界を守ればいい。ただ、困ったことが起きた。その世界を思い浮かべると、リョウが慕うサファイアやセラノ、それにブンタまでもいるのだ。さらに皆の後には旅館《アルステイ》まである。これをすべて守るのはなかなか難しそうだ。

「……迷いを晴らす光が見えた気がしたが、やはり守るとは難しいものだな」

『そうじゃのー。難なん渋じゆうするのー。ワシもアルス殿も、他の者と同じように我が身が世界よりも重ければよいのになー』

「同感だ」

『気が合うのー』

　甲冑と心を同じくするか。しかし。

「志は同じだが、君とちがって俺は迷いすぎている。生まれ変わることができるのであれば、俺はただ一人を守ることを望む甲冑になりたい」

『ではワシは人に生まれ変わるぞー。セラノちゃんのおっぱいを揉みしだくのだー』

　迷いのないその心もまた羨ましい。

　ただ、生体甲冑のおかげで絡まった糸を解きほぐす光明がわずかではあるが見えた気がした。けっきょく俺は、今も昔も国だとか星だとか大きなものを守ろうと考え、それが迷いへと繋がっている。だが、今はただの宿屋の親父。もっといえばただの男。リョウの世界がアルステイならば、俺はそれだけを守ることに全力を注げばいいのだ。星の行く末などを憂うよりよほど身の丈にあっている。どうやら、そのあたりがこの心の靄もやを晴らす答えに繋がりそうだ。

「……甲冑殿よ。宿へ来てくれ。セラノも言葉には出さぬがそなたを捨てたことを後悔しているだろう。善き話し相手になってくれた礼に、宿賃なしでもてなそう」

『おおー。タダとはありがたいー。セラノちゃんの部屋に連れてってくれー。セラノちゃんのパジャマと戯れたいんじゃー』

　生体甲冑を抱えて池を後にする。魚は釣れなかったが大きな収穫を得た。その収穫である黒い生体甲冑が空に浮かぶ文字を読んでふと呟いた。

『新しい領主がやってきたのかー。こりゃ、荒れそうだのー』

　宇宙駆逐艦一一〇隻によって新しく空に描かれた文字はそれを伝えるものだった。見ているあいだに駆逐艦隊は上昇を始め、黒い雲の中へと消えて行った。文字が消えた空からポツポツと雨粒が落ちてくる。




　たしかに荒れる予感がした。
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　旅館アルステイの営業を始めてから今日でちょうど一カ月が経たった。

　その三〇日間の営業において、朝から雨が降っているというのは意外にも今日が初めてのことで、今朝は雨が屋根瓦を打ちつける音で目が覚めた。いや、起こされたというべきか。

　異常な大雨である。このあたりは雨量の少ない地域のはずだが、すでにトウキビ畑は水に浸つかり、宿の前の道には畑から溢あふれた泥水が川のように流れている。このまま降り続ければ収穫に甚じん大だいな影響が出かねない、そんな降り方だ。

「アルス兄ちゃん。雨具をかき集めてきたけど人数分は無理だったよ。たった三枚だ。何人、お発たちになるのかな？」

　村人たちから蓑みのを融通してもらいに出したブンタがずぶ濡ぬれになって戻ってきた。濡れた頭にタオルをかけてやる。

「皆、迷ってらっしゃるところだ。必要な数はわからないが三枚でも助かる。ところでブンタよ。ここで生まれ育った経験からして、この雨はどのくらいで止やむだろうか」

「──あ、そいつはオレたちも聞きてぇな。どんなもんなんだい、ぼっちゃん？」

　この大雨を前に延泊するか、出立するか迷っていた客たちが土間に集まってきた。

「それがさ、オレもこんな大雨は初めてなんだよ。普通、この時期はキリャクの山が雨雲を受け止めてくれるから、こっちは降らないからね。正直、なんとも言えないよ」

　たしかに今は山を隔へだてた向こう側にある東部地方が雲を溜ため込む時期だ。その雨を降らす雲が夏の終わり頃に溢れ出てくることで、こちらに雨季が訪れる。おそらく、気流の影響か何かで流れ込み、それがこの大雨を降らせているのだろうが……それにしてもずいぶんな降り方だ。

「一時的な豪雨だと願いたいな。このまま降り続ければ崖崩れが起きかねん」

「うん。時期的にすぐ止むとは思うけど、この雨量だとカリノ川の水位も心配だね。川止めになってたら、あの辺には宿がないから難なん渋じゆうするにちがいないよ」

　うーむ、と客たちがそれぞれ唸った。五人いる旅人のうち四人は「もう一泊頼む」と言って部屋に戻り、残った一人は考えた末に宿を発つことに決めたようだ。ブンタに蓑の代金を渡し、旅装を整えて宿を出て行った。大雨の中に消えて行く。

「……無事に川越えできればよいのですが」

　見送りに出たサファイアが心配げに言った。

　さしものサファイアも気象予報まではできない。あくまで未み来らい視しとは蓄積した情報から未来を予測するものなので、地形や気流の影響を複雑に受ける天候などは予測し切れないのである。むろん、生せい体たい甲かつ冑ちゆうに頼んで軌道上に設置された衛星から情報を得れば、確度の高い気象予知もできるが、迂う闊かつにそれを行えば逆探知されるおそれがある。だが、この雨とは別に通信機能を使いたい理由があった。

「セラノのことも心配です。大丈夫でしょうか？」

「俺も気になる。少し遅い」

　あの日以来セラノが戻らないのだ。万一のことがあれば、生体同調シンクロしている生体甲冑にはわかるというので無事であることだけはたしかだが、新しい領主がこの星にやってきたことで何かあった可能性は否定できない。

「やはり、《特三三型クダンバス》に所在だけでも調べさせた方が……」

「気持ちはわかるが、それで君の居場所が露ろ顕けんすればセラノの行動が無駄になる。まぁ、あの有能な仲なか居いのことだ。おおかたこの大雨で無用の危険を冒さぬよう雨宿りでもしているのだろう。ツバクロ短艇には非常食も積んでいるし、最悪、ジェットパックを使えばひとっ飛びだ」

　そう言ってやると、ようやくホッとした顔をみせた。

「アルスさんはずいぶんこちらの道具に詳しくなりましたね。すごい適応力です」

「セラノだけでなく黒丸からも学んでいるのだ」

「黒丸？」

「ああ、君が言うところの《特三三型クダンバス》のことだ。黒い玉だから黒丸。リョウがそう名付けた。俺は黒丸からいろいろ教えを受けておる」

「まぁ、そうでしたか。あの生体甲冑のコンピューターは長生きしてますから皇国のことを知るにはうってつけの相手かもしれませんね」

「うむ。黒丸からは武器や兵器はもちろん、元は観光バスということもあって娯ご楽らくや風俗についてもよく知っている。おかげでだいぶ銀河皇国について知ることができた。これからはいちいち魔法だ、妖術だと驚いてはおれんからな。まぁ、それはさておき……これでも食え」

「わわ！　おにぎりじゃないですか！　どうしたんです、これ！」

「客から生コメを譲ゆずってもらい作ったのだ。食すといい」

　出してやったのは「ニギリメシ」という皇国の携帯食料だ。「オニギリ」とも呼ばれると黒丸は言っていたが、どうやらサファイアの一族はそちらの呼び方をするらしい。

「うっま、うっま……」

　頰ほおを膨ふくらませて、そのオニギリを食らうサファイア。気に入ってくれたようだ。

「その様子ならば『オニギリ』として通用しそうだな。ただ、『ノリ』という海かい藻そうの加工品を作れなかったことが残念だ。ここは山所ゆえに海藻が手に入りにくい」

「でも、中においしい何かが！」

「塩だけでは味けなかろうと、漬け物を入れた。クリル漬けだ」

「この星は最高ですよ……まさか、本物よりも美お味いしいおにぎりが食べられるなんて……しあわせ……帰ったらセラノにも食べさせてあげよう……」

　食い物はいい。食っているあいだだけは不安を忘れさせてくれる。セラノが偵察に出て行ってからとくに元気がなかったので、慰めに故郷のものを食わせてやろうと考えたのだが、気を紛まぎらわせることができたようだ。

「ブンタも身体からだを拭いたら食べてくれ。朝食にしよう。ご苦労だったな」

「ありがてぇ！　腹ぺこだったんだ！」

「リョウはどうした？」

「あ、はい。ここにいます。黒丸ちゃんも」

『ワシもおるぞー』

　廊下からリョウと、それに黒丸がコロコロと転がってきた。なぜこうなったかわからぬが、セラノの部屋に投げて置いた生体甲冑はリョウに懐なつき、リョウもまた甲冑の丸みが心の琴線に触れたのか「黒丸ちゃん」と呼んで可愛がっている。もっとも、そのままでは客が化け物と思うにちがいないので、布で作った「目玉」を一対、糊のりで貼りつけ、ぬいぐるみのように擬ぎ態たいさせている。ただ、黒丸は勝手にしゃべるので、リョウは腹話術をしているふりをせねばならない。まぁ、本人はそれを楽しんでいるようなのでかまわないが。

「ところで黒丸。これまで聞くのを忘れていたが、君は何か食すことで駆動しているのか？　オニギリは食うか？」

『ワシはおっぱ……いんや、太陽の光を浴びるだけで生きてゆけるエコな生体甲冑じゃー。ゆえにおきづかいなくー』

「黒丸ちゃんはエコでお利口ですねー」

『おりこうですぞー』

　生体甲冑こと黒丸をなでなでするリョウ。機械だというのに人の乳房を好むため不安もあったが、最低限の気づかいはできるようなのでとりあえずはよしとしている。リョウが第二次性徴を迎えたときは何らかの対策が必要になるやもしれぬが、まだ数年は先の話なので今は考えずともよかろう……。

　大部屋の囲炉裏にかけておいた鍋からオミソ汁を器によそい、リョウとブンタに手渡してやる。食べながら黒丸と遊び始めた二人を叱りつつ、なんとはなしに窓の外を見る。

　季節外れの大雨は降っているが、宿の中は暖かい。

　延泊を決めた客たちも、旅の慰めになるだろうと用意しておいた書物や、遊ゆう戯ぎ盤ばんなどをみつけ、せっかくだからと羽を伸ばしている。季節が変われば雨季もやってくる。こうした雨に備えて、娯楽品や嗜し好こう品ひんのたぐいを増やしておいた方がいいかもしれない。

「……あの、アルスさん」

「どうしたサファイア」

　客に菓子を出していると、サファイアが俺の着物の裾を引っ張った。オニギリのお代わりでも求められるのかと思ったが、その顔は厳しい表情をしていた。指先には見慣れぬ虫が乗っている。機械の虫だ。嫌な予感がする。

「今、セラノから《通信虫》が届きました。こちらで言うところの伝でん書しよ鳩ばとです。あの子が無事であることがわかって安心したのですけど、ちょっとその内容が……」

「なんと言ってきたんだ？」

　客やリョウたちに聞かれぬよう勝手口の方へ場所を移し、話を続けさせる。

「義あ兄にが艦隊を率いてこの惑星にやってきたようなのです。次男の方の」

「第二皇子と呼ばれる方の兄だな。その者が新しい領主か」

　サファイアは頷いた。第二皇子アキノミヤ。アマノガワ銀河、その南天を領地とする支配者のひとりだ。サファイアの母親違いの兄にあたり、皇国内の序列は第三位。資源惑星を数多く持ち、麾き下かの艦艇数は二〇万を超える有力者だ。皇族からの干渉を懸念していたが、まさか本人が直接やってくるとは思わなかった。そしてそれは妹にとっても予想外のことだったようだ。

「すでに皇国内で皇こう女じよ失しつ踪そうの事実が広まり、この竜王星に関心が集まっていたのは知っていましたが、まさかあの男が直接やってくるとは思いませんでした。しかも、ボヌール連邦と国境を接しているのに八万隻も連れてくるなんてありえない。戦略的にあまりにもデタラメなのと、ずっと艦隊との連絡を絶っていたせいで、こうなる予測ができませんでした。すみません」

　腹違いとはいえ義兄を「あの男」と冷たく言ったサファイア。母星で幾度となく暗殺をされかかったと聞いたが、この口調からはそれとは別の感情が感じられる。

「第二皇子がこんな田舎惑星にやってきたのは失踪した妹を探しにきたのではあるまい。セラノはその通信虫で他に何を知らせてきたのだ？」

「通信によると、資源採掘を始めるというのです。それ自体は惑星経営上、『皇女』が在任していてもやらねばならないことだったのですが、そのやり方が……」

「言え。第二皇子は何をしようとしているのだ？」

「この西部地方全域を鉱区とするようなのです」

「ここを、だと？」

　サファイアは頷うなずいた。握りしめた拳が震えている。

「……私のせいです。この星で資源採掘をするなら、まだ人が住んでいない極北の大陸で行うのがセオリーなのですが、そこから手を付けず人口の多いこの地域を開発する理由は私の暗殺でしょう。すでに第二皇子は戦艦と直衛艦を率いて竜王星に降下し、第三艦隊に代わりこの星の領有を宣言しました。コメダ村にも第二皇子麾下の兵士がすぐにでもやってくると思います」

　すぐとは、おそらく本当にすぐなのだろう。こいつのそうした予測は必ず当たる。

「数は？」

「軽装甲車が一台といったところです。人数は乗員を含めて六名」

「そやつらは君がここにいると知って来るのか？　居場所を知られてしまったのか？」

「いえ、それはないです。これから来る兵隊の目的は、あくまで住民への立ち退き勧告だと思います。他の村や街にも同様に装甲車が向かっているので、まずまちがいなくそうでしょう。むろん、彼らには皇女の所在を探し、場合によっては殺すという任務も与えられているでしょうが……」

　サファイアの声に機械音が重なった。早くも第二皇子麾下の兵隊がやってきたようだ。窓を少し開けて外を確認する。村の畑に降下したのは大気圏内用の浮遊システムがついた車だ。車輪などないが、皇国では小型の乗り物を伝統的に「車」と呼ぶ。その装甲車から六人の歩兵が降りてきてブラスターを構えた。

「この集落の責任者はどこにいる！　大人は全員集まれ！」

　歩兵の一人がぞんざいな口調で叫んだ。たったこれだけのことだが、第二皇子がこの地で何をしようとしているのかわかった気がした。麾下の歩兵は収穫前の畑に着陸し、軍靴で作物を踏みつけている。新しい領主はこの地で統治を行うつもりはないようだ。また、村人たちが恐る恐る戸から顔を出すのが見えるが、その顔にもすでに怒りの感情が浮かんでいる。

「サファイア。君はここにいろ。そして、何があっても外に出るな」

「しかし……」

「君が出て行っても何ができるというわけではない。むしろ若い女がいては何が起きるかわからない。君はここにいて、いざというときはリョウと客たちを連れて作業小屋に隠れろ。そこにも危険が迫ったら棚の裏に抜け穴がある。こんなこともあろうかと用意しておいた」

　サファイアに怯えているリョウを預け、ブンタには客をまかせて宿を出た。剣を持っていくか迷ったが、持たずに出ることにした。ただし短剣だけは懐に入れておく。さすがに丸腰は避けたかった。

　豪雨の中、蓑を羽織って近づくと、装甲車の周りにはすでに村人が集まっていた。やはり皆用心しており、若い女を家に置いてきている。

「これはこれは、皇国の戦士様。ワシがこの村の長ですじゃ。このような田舎村に何のご用でしょう？」

　村長が被かぶった笠を取り、皆の代表として歩兵隊長に慇いん懃ぎんに挨拶した。しかし歩兵はマスクも取らず、村長に対してとんでもないことを言い放った。

「貴様が責任者か。では、決定を伝えよう。この集落を含む西部地方一帯は我が銀河皇国の鉱山開発区に指定された。よって、ここに住むことは禁じられる。早々に荷物をまとめ東部地方へ移住せよ。これは命令である」

　村長が口をあんぐりと開けた。村人たちがざわつく。

「ま、待ってください！　移住とはどういうことです？　ここは先祖代々、ワシらの土地です！　国からもその承認を受けておるのですぞ！」

「現在、この地を治めるのは竜王国ではなく銀河皇国第二皇子殿下だ。すでに決定は下っている。異議申し立ては許さぬゆえ、おとなしく東部地方へ行け！」

　一方的だった。想像していたよりずっとひどかった。懸念していた事態がついに起きてしまったのだ。こうなっては皆を連れ、移住するのが得策か。業ごう腹はらだがリョウとサファイアの身の安全を守るならば黙って従った方がいいかもしれない。しかし……。

「ワシは出ていかんぞ！　ここはワシらの村じゃ！」

「そうだ！　コメダ村はオレたちの村だ！　それを出て行けなんてありえねぇ！」

　皇国の力を知らぬ村民たちは抗議を始め、さらに石まで投げだした。石いし礫つぶてが当たったところでボディアーマーを着込んだ歩兵たちはびくともしないが、村民にブラスターを向けて威い嚇かくを始めた。けれど村民には摂氏一五〇〇度の熱線を照射するブラスターも棒切れにしか見えない。投石をやめるどころか、皇国の兵士を追い出そうと農具を持ち出して軽装甲車を叩き始めた。

　よもや村民たちがこれほど激高するとは思わなかった。

　古い住民ばかりでなく、新しく住み着いた住民までも怒りに我を忘れて石を投げている。移住してまだわずかしか経っていないが、彼らにとってもすでにここが「カントリー」になっていたのだ。だから、これほどまでに抵抗している。

　しかし、このままではいけない。どうにかせねばと思っているうち、耐えかねた歩兵のひとりがブラスターの柄で女を突き飛ばしたのが見えた。倒れたのはブンタの母だ。それを見て村人が殴りかかった。いつも狩りを頼んでいる村人だ。殴られて転倒した歩兵が怒りをあらわに、ついに指を引き金に掛けた。

　いかん！

　咄とつ嗟さに身体が動き、村人を突き飛ばす。しかし、わずかに間に合わず熱線が彼の太ふと腿ももを貫いた。血が飛び散り、悲鳴が村中に響き渡った。

「──こ、こいつら、村の者を傷つけやがった……」

「なんてことしやがるんだ！」

　腿を押さえて転げ回る狩人を見て、皆が殺気立った。歩兵たちはブラスターの引き金に指をかけ、軽装甲車は電磁砲を車体側面から展開し、砲身をこちらに向けた。

　ふいに俺の脳裏に王城での惨劇が甦よみがえった。ブラスターで全身を貫かれたユーリル。手足を焼き切られたニーナ。無残に殺された仲間たち……。このままでは村長が、村人が、ブンタの母たちも同じように殺されてしまう。もう二度とあんな思いはしたくない。だから俺は懐に忍ばせた短剣を投げた。ただし歩兵に向かってではなく地面へと。そして俺は。

「許してください！　皇国の方々に逆らうつもりはなかったんです！」

　歩兵隊長の前へ飛び、泥の中に自分の額を押しつけた。歩兵だけでなく村人も唖あ然ぜんとして俺を見ている。

「な、なんだお前は……！」

「旅館の従業員です！　どうかお怒りを収めてください！　村の者はいきなりのことで驚いただけなんです！　銀河皇国に歯向かうつもりなんてなかったんです！　許してください！」

　泥濘ぬかるみに額をつけて土下座するなど、これほど屈辱的なことはない。だが、ブラスターが火を噴けば皆が殺されてしまう。それを避けるにはこれしかなかった。もう騎士ではないので自分でも驚くほど簡単にできた。

「この原住民が！　汚い手でブーツに触れるな！」

「ぐえ！」

　カエルのような無様な呻うめき声が出た。胃液が逆流し、吐き気を伴った咳が止まらない。さらに別の歩兵が腿を撃たれた狩人にも蹴りを入れ始めた。

「皇国の兵士を殴ってからに！」

「ま、待ってください……！　その男は頭に血が上っただけなんです！　見逃してやってください！　お願いです！」

　怪我した狩人の上に覆い被さり庇かばう。すると今度はその歩兵からも蹴られた。二人の歩兵たちから蹴られ続ける。惨めでならない。悔しくて仕方ない。だが、あと何発か耐えれば、こいつらも飽きて立ち去るはずだ。あとのことはそれから考えればいい。

　しかし、俺は致命的なまちがいを犯していた。

　歩兵は怒りをおさめるどころか、ブラスターを俺の後頭部に押しつけたのだ。ここに至って俺は相手が異星からやってきた兵士だということを甘く考えていたことに気づいた。彼らの良識もまた非道な武器と同じように二〇〇〇年ずれていたのだ。歩兵が引き金を引こうとしたそのときだ。

「おやめなさい！」

　女の声と同時にブラスターの発射音が村全体に響き渡った。俺にブラスターを押し当てていた歩兵がどうと倒れ、声の方を見上げるとそこにはブラスターを持ったサファイアの姿があった。白い軍装を身に纏まとい、腰には軍刀を下げている。歩兵たちの銃口がサファイアに向くも、その顔が一瞬にして驚きよう愕がくへと変わった。

「こ、皇女ハルノミヤ……！」

「いかにも。我が名は銀河皇国、第一皇女ハルノミヤだ。ブラスターを下げよ、第二艦隊の兵士ども」

　その声はとてもサファイアの口から発せられたものとは思えぬほど冷たいものだった。第二皇子麾下の歩兵は蹴落とされたように銃口を下げた。

「貴官らの狼ろう藉ぜき、この目でしかと見た。新しく皇国領となった当地で、現地住民に暴行を働き、そのうえ武器も持たぬ者に発砲しようとは言語道断。しかもここは我が第三艦隊の管かん轄かつ地ち。それをこのハルノミヤに断りもなく侵犯するとは何事か！　義あ兄にの部隊といえど許さぬぞ！」

「お、お待ちください。ここにハルノミヤ様がいらっしゃることを知らなかったのです！　いえ、そもそもこの星は第二皇子殿下の直ちよつ轄かつ領りように……」

「黙れ！　兵如ごときがこの私に口答えするか！」

「め、め、滅相もない」

「ならば即刻、この村より立ち去れ！　我が視界から消え失せよ！」

　犬にでもするように手を払うと、歩兵はサファイアが撃った仲間を装甲車に引きずって、空へと逃げていった。

　だが、森の上空へ達したところで転回すると電磁砲をこちらに向けた。その途端、装甲車の側面がボコンと音を立てて穴が空いた。そして車体が風船のように膨れ上がると爆発を起こした。残骸へと変わった装甲車は森へと落ちてゆき、代わりにツバクロ型特とく殊しゆ偵てい察さつ艇ていが迷めい彩さいを解いて姿を現した。セラノの短艇だ。

　突如として空で起きた空戦とも言えぬ空戦を目の当たりにした村人たちは、森から立ち上る黒い煙をただ呆ぼう然ぜんと見上げ、それからブラスターを投げ捨てたサファイアに目を移した。そのサファイアはガタガタと震えていた。

「……まったく無茶なことをする！　隠れていろと言うたのに！」

「だって、アルスさんが！　アルスさんが！」

　皇女は俺の知るサファイアに戻っていた。軍服が似合わないただの女に。俺はそんな女を抱きしめてやった。

「どうやら命を救われたようだな……サファイア」

「救ってなんかいません！　元々ぜんぶ私のせいです！　騎士に、アルスさんにあんなことさせてしまったのも全部私のせいです！　許してください！　お願いです！」

　どうやら俺が這はい蹲つくばって土下座したことは、《未来視》の鬼才を持つ女でも予測できなかったようだ。それもそうだろう。俺自身、身体が勝手に動いたようなものだった。それでは予測できるはずもない。

「──なぁ、アルス殿。サファイアちゃんはいったい……」

「村長。それについてはあとで説明させてくれ。今は怪我人の手当てを。早く血止めをしてやらねば怪我が長引く」

　俺に取りすがって泣き出したサファイアを連れて宿へ戻った。
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「これでサファイアの所在が知られてしまいました。しばらくすれば敵がやってくるでしょう。もちろん、万全の体制を整えたうえで」

　セラノが開口一番、そう言った。

　皇女の命を狙う第二皇子の兵士の前で名乗り、彼らが乗る装甲車を撃破したのだから当然だ。そして、これはサファイアにとって決断のときが来たことを意味する。無論、女将おかみでいるか、皇女に戻るか、その決断だ。

　今、俺はセラノと二人、作業小屋で向かい合って話している。しかしサファイアは虫捕り網を持って森へ行ってしまった。「こんなときに何を」とは思わない。あいつだって虫を捕っているわけではないだろう。一人で先のことを考えたいから森へ行ったのだ。

「……セラノ。仮に、サファイアが艦隊に戻ったらどうなる？」

「まずは惑星《竜王》の支配権を取り戻すでしょうね。第二皇子が領有を宣言しましたが、あの子が艦隊に戻れば実力で覆すことができる。もちろん、西部地方一帯の採掘計画も中止されます。こうなった以上、私としては旗艦に戻ってほしい」

　サファイアが皇女に戻れば、コメダ村のみならず竜王星全域が元の暮らしを続けられる。また、皇位を狙う義兄に所在を知られてしまったのだ。自らの命を守るためにも艦隊に戻ることが最善だと思える。

「……だが、あいつは迷っているな。セラノよ。そなたはまだ俺に言っていないことがあるのであろう？　虐ぎやく殺さつの皇女ハルノミヤはその眼で一〇兆の死体のほかに何を視みた？　どんな未来を見通してこの地に隠れたのだ」

　凡人が思い描く最適手は、優れた指導者の最適解と異なる。セラノは俺の問いにしばし俯うつむいて思案したあと、紅玉のような瞳を俺に向けて言った。

「以前、あの子は言っていました。このまま戦い続ければ一年後に宇宙全体が滅びると」

「この世界が滅ぶというのか？」

　セラノは前髪をかき上げ、天井を見た。

「……護衛の私如きにはわかりませんが、皇国は皇位争いによる内戦の瀬戸際にあり、敵対星系もまた活動を活発化させている。サファイアが『味方のため』に戦い続けると、様々な勢力を刺激して、宇宙全域に及ぶ大戦争に発展することは十分考えられます。実のところサファイアはそれを恐れて身を隠したふしがあります」

　あいつが《未来視》で星空を見通せば、そうした破滅の未来が視えるのかもしれない。少なくとも戦上手だというサファイアが艦隊に戻れば、幾億、幾兆もの人間を殺す《虐殺の姫君》が復活するのは疑いないことで、それによってさらなる憎しみが生まれれば星間戦争も激化しよう。世界が滅ぶというのもあり得ぬことではない。

「ならば、艦隊には戻らぬな。あいつは」

　艦隊に戻って戦えば世界滅亡の危機。冗談のようだが、あいつが一〇兆もの人々の命と引き替えに、恒星系を五〇〇も皇国の版図に加えたという実じつ蹟せきを知った今となれば、とても世よ迷まい言ごとなどと笑い捨てることはできない。

「……では、身を隠し続ければどうだろう？　あいつを縛ってでもそなたの短艇に乗せ、第三艦隊だけでなく第二皇子からも逃げるのだ」

「難しいと思います。すでに第二皇子の艦隊八万隻がこの惑星を取り囲んでいるので、竜王星から離れることは不可能と言えるでしょう。かといって惑星内に隠れたとしても、いつかはみつけられる。最悪、資源採掘を名目として惑星ごと発破し、サファイアの命を奪うことも考えられます」

「サファイアを殺すために星ごと破壊するか」

「それほどあの子は兄たちに恐れられているのです。一応、そうはならないように艦隊の友人を頼って、麾下の艦艇を惑星破壊砲の射線上に配置してもらっていますが、それもどうなるか……」

　皇女に戻れば人が多く死に、サファイアはそれに耐えられない。さらには世界が滅亡の危機を迎える。かといって逃げてもこの大地が砕かれる可能性が出る……。

「八方塞がりだな」

「……はい。ここでただ静かに暮らすという願いは潰えてしまったようです」

　まさにそのとおりだ。戦うことも、逃げることもできず、そのうえ宿で働きながらリョウを育てるという道さえ閉ざされようとしている……。情けないことだが、どうしていいのかわからない。いや、もうどうすることもできないのかもしれない。

「アルス様！」

　突如、青ざめた顔のリョウが作業小屋に入ってきた。

「どうした。しばらく来ないように言っただろう」

「申しわけありません！　けれど、鏡に人が映っているんです！　それに文字も！　たぶん皇国の文字です！」

　セラノを見ると彼女は頷き、作業小屋から出て玄関前の姿見へと駆けた。見ると鏡の中に金色のローブを頭から被った男が映っていた。いや、鏡だけではない。桶おけに貯たまった水や壺つぼといった光こう沢たくのあるすべての物に男の顔が映っている。悪魔が鏡を使って人を惑わすなどという言い伝えがあるが、まさにそれのように思えた。

「兄ちゃん、こ、これはいったい……。まさか本物の悪魔なのか!?」

「大丈夫だ、ブンタ。恐れることはない。これは皇国の科学技術による映像通信の一種だ。ブンタは家に戻り、怯おびえているだろう母や弟を落ち着かせてやれ。また、村人たちにもこの鏡の男がただの人間だと伝えよ。怯えれば敵を利することになるぞ」

「わ、わかった。みんなにそう伝えてくるよ！」

　家へ戻って行ったブンタの背を見送り、鏡の中を睨にらむと男の口が開いた。

『我が名は銀河皇国第二皇子アキノミヤ。失踪した第一皇女ハルノミヤに代わり、銀河皇帝より当地の支配を任された者である』

　やはりこの男が第二皇子アキノミヤか。サファイアの腹違いの兄は言う。

『我ワレは此こ度たびの戦争における損害賠償として、《龍の背》山脈及び、西部地域の大地に含有する鉱物の採掘をもってそれに代えることとした。これより発する光は資源採掘のため、我が起こす雷いかずちである』

　突如、窓から光が飛び込んだ。

　視界が真っ白になり、その光が収まると霊れい峰ほう《龍の背》に九つある峰のうち一つが跡形もなく消えていた。そして、しばらくすると衝撃波が宿を大きく揺らし、リョウが悲鳴をあげて俺にすがりついた。

「侵略者め……」

　何が受領しただ。何が賠償責任だ。それも、よりよって聖域である《龍の背》を破壊するとは！

「……セラノ。仮に第二皇子に従ったとしよう。やつは《龍の背》だけで満足するのか？　第二皇子とやらの治世は領民を幸せにするのか？」

　セラノは首を振った。

「第二皇子は資源回収にしか興味を持たぬ男です。この星には鉱物資源がほとんど手つかずで残っているのはわかっているので、住民の意向など無視して、採掘できるだけ採掘するでしょう。先ほどの歩兵の態度がその証拠です」

　鏡にふたたび変化が生じた。

　第二皇子の背後に山が映る。あれは俺が越えてきたキリャク山脈だ。しかし、その頂上が抉えぐり取られている。他にもいくつかそうした映像が流れた。

『我が新しき民よ。銀河皇国には優れた土木技術がある。これによって諸君らは険しい山を登る必要がなくなり、我は鉱物を得ることができる。こうして山を取り除くことで生まれた平地は希望者に無償で下げ渡そう。その土地を開かい墾こんし、種を蒔まけば飢えからも解放される。さぁ、我に従え。さすれば幸福な暮らしを約束しよう』

　なるほど。昨日からの大雨や、雲や風の流れの異変は、やつらが山を潰したせいか。

「セラノ。第二皇子はあんなことを言っているが、山を削り、川の流れが変われば、風も雨も人に襲いかかるであろうな」

「はい。それが自然というものです」

「そうした破壊がこの星全体で行われれば作物は育たなくなり、人々から笑いも消えよう」

「ええ、そのとおりです」

「そして、この星から奪われた鉱物資源が、他の星を同じような目に遭わせる兵器の材料になる。そういうことだな？」

「……申しわけありません。しかし、皇国の人間としてけじめはつけます」

　謝るセラノの眼を見て、俺の口から溜ため息が出た。

「そなたもまたサファイアと同じで壊れてしまったようだな」

「いえ、私は正気ですよ」

「これのどこが正気だ」

　土間の隅の何もないところに手をやり、布のような感触がしたところを引っ張る。すると光学迷彩によって隠されていた山積みの武器が現れた。超硬化ブレイドに大型ブラスター、対戦車地雷から携帯型対空ミサイルに至るまで多種多様な武器がそこにあった。それを見てリョウが息を飲んだ。

「アルスさん。ここは故郷と同じ匂いのする土地です。サファイアの護衛もありますが、私はこの宿が気に入っている。第二皇子がそれを奪うというなら、私はこれでもてなします。それもまた『仲居』としての仕事になりましょう」

「……そなたたちより二〇〇〇年も戦術思想が遅れている俺だが、それでもわかることはあるぞ。今、セラノは勝ち目の薄い戦いに身を投じようとしているのだろう？　それも一人で」

　セラノは真剣な顔をして言った。

「私はあなたの戦術思想が遅れているなど一度たりと思ったことはない。現に今もアルスさんの考えは当たっている」

「ならば思っていることを今ひとつ言おう。敵はすでにサファイアの居場所をつかんでいるにもかかわらず、艦砲射撃でサファイアを殺すことはしなかった。これは妹を直に殺さねば安心できないということだな？　だからこそ、第二皇子はわざわざ竜王星に来たのではないか？」

「さすが、サファイアの想い人だ。名将が行方不明のまま死ねば、残った兵は生きていると信じ続ける。もし、第二皇子が帝位を継いでも、皇女存命を信じる者に狙われ続けることになります。とくにうちの第三艦隊を敵に回せばやっかいだ。それを避けるため、皇女の遺体が必要になるのです。だから艦砲射撃では殺さない。先ほどの砲撃はただの威嚇です。あるいは投降しろという意思表示」

　なるほど。死んでも生き続けるか。敵にそうした英雄を作ると、その後の統治がやりにくくなるのは俺も知るところだ。やはり、戦争の規模が桁違いに大きくなっても人の本質は変わらない。

「どれだけテクノロジーが進歩しても、敵将の首を獲とらねば勝てぬのだな。言い換えれば、どんな劣勢でも首さえ獲れば勝つことができる。だからセラノはここで迎え討つことにしたわけだな。サファイアの首を獲りに来るであろう第二皇子を逆に討ち果たそうと」

「ええ、そのとおりです。それが頭を絞って考えた私なりの策です」

　まったく、人とは愚かな生き物だ。二〇〇〇年経っても首を獲らねば戦に勝てぬとは。だが、人が愚かなおかげで二〇世紀遅れた元騎士にもできることがあるようだ。

「ところで、セラノは観光ガイドだったらしいな。軍に入る前は」

「どうしたのです、突然。サファイアから聞いたのですか？」

「いや、生体甲冑からだ。池から出してやった。この世に忠義の心を持つ鎧よろいがあるなど思いもしなかった」

　リョウの手から黒丸が弾んできて、セラノの前でパカッと開くと身体に取りついた。一瞬で着装される。

「余計なことを言う甲冑です。この『バス』は」

「いや、いいことを聞いたと思っている。そなたは仲居としても有能だが、ガイドもできるというのだ。幸いここには名所旧跡が多くある。仕事を広げられる」

「これから討ち死にするというのに私にガイドをさせようと？」

「討ち死にせねばガイドができる」

「私に逃げろというのですか？　サファイアを置いて」

「そのようなことは言っていない。そなたは逃げぬと言った。女将も仲居も逃げぬなら俺も逃げるわけにもいかぬ」

「アルスさん、それは……」

　艦船のエンジン音が声を掻かき消けした。窓から金色に塗装された宇宙駆く逐ちく艦かんの艦隊が一〇〇隻ほど王都の方から飛んでくるのが見えた。ここへ向かってきているのではなく、目的は住民への警告だ。艦列を変え、空に竜王国の公用文字でこのようなことを書く。

『──現時刻をもって、南部、西部地方の全域は鉱山開発地帯に指定された。明後日、採掘が開始される。住民はすみやかに退去せよ。繰り返す。すみやかに退去せよ』

　鏡に続き、幾度も繰り返される一方的な通告。

　霊峰《龍の背》の破壊による恐怖覚めやらぬ村人は、怒りを覚える以前にただ呆ぼう然ぜんと空を見上げるだけだ。

「……聞いての通りだ。やつらはこの地を破壊すると言っている。だが、ここはすでに俺の居場所。俺は騎士でこそないが、当旅館の従業員としてここを守らねばならぬ。それに、たとえ相手が強大でもリョウや子供たちに大人が何もせず故郷を明け渡す様など見せたくないのだ。それがこの星の男というものだ」

　そう言ってやるとセラノは困ったような、喜ぶような不思議な顔を見せた。

「サファイアの《未来視》がここまで外れるのは初めてです」

「そうなのか？　あいつはどのような未来を視ていたのだ？」

「実はあの子、アルスさんがリョウちゃんを連れてどこまでも逃げると予測していたのです。具体的には東部地方の山奥でリョウちゃんを育てるのだと」

「たしかにそれも策てだ。しかし、あいつは俺をいろいろと誤解している」

「誤解？」

「ああ、そうだ。誤解している」

　好いていると聞き、それを知った俺があいつを残して逃げることなどできるものか。また、この忠義の女を捨ててどうなろう。なにより、女を二人も捨てた男をリョウは尊敬できようか。

「──俺はあいつに雇われた旅館アルステイの従業員だ。これから『客』が来るというのに、どうして逃げようなどと考えられるか。たとえ招かれざる客でも、もてなすのが仕事というもの。ちがうか、セラノ？　俺の言うことはまちがっているか？」

「……サファイアがあなたに惚ほれたのもわかります。おかげで私はサファイアだけでなく、あなたも守らねばならないようだ」

「俺のことは気にするな。そなたはそなたの務めを果たせばいい」

「だから守らねばならないのですよ」

　セラノは笑った。

　対処に困らされる笑いだったが、セラノの笑顔はどことなくニーナと似た笑い顔だった。あのときはあいつを守ることができなかったが、今度はちがう。すでに俺とセラノの心には勝ちも負けもない。第二皇子を討てればそれも良し、たとえ果たせずともそれもまたよし。目的はただ、この「おかしな世界」に歯向かってみせること。八方塞がりに陥った今、それだけが俺にできることだ。喜ぶべきは、今度の戦にわずかでも勝利の可能性があることか。ならば挑まぬ理由はない。だから……。

「リョウ」

「嫌です！　わたしもここから離れません！」

　様子を窺っていたリョウが叫んだ。この様子ではわからせるのは難しそうだ。それでも、わかってもらわねば困る。我が娘はこの星の未来のために残さねばならない。リョウを守り、その世界を守ることが俺のすべてだ。説得するのにどれくらい時間がかかるだろうか。なるべく短くすめばいいと思う。

　セラノ曰いわく、第二皇子とその軍勢の到着予定時刻まであと一時間と二〇分。リョウの説得だけでなく、しばらく使っていなかった剣を研ぐなど、銀河皇国第二皇子の軍勢を迎え討つにはいろいろと準備が必要だ。
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　剣を研ぐ。

　騎士のみならず、武人にとって剣の手入れは重要だ。剣が切れねば、敵の首は落とせない。首を落とせねば、自分が殺される。だから武人は得物を研ぐことに力を入れる。騎士の中には剣を研ぐことが好きだという者が多かった。

　だが、俺はこの作業が嫌いだった。

　なぜなら剣から血が浮き出てくるから。

　水に浸した砥と石いしに刃を当てこすりつけるたび、敵兵の血が滲み出てくるようで気持ち悪くなるのだ。砥石をこする音が彼らの怨えん嗟さのように聞こえ、恐怖で手が動かなくなることさえあった。王都にいた頃は、理由をつけて研ぎ師にやらせていたくらいだ。

　しかし、この宿で働くようになって、研ぐという行為が嫌いだったわけでないことに気づいた。ここでは剣でなく包丁を研ぐ。その研ぎ汁の色は野菜の青だったり、獣の紅くれない色だったりした。研ぐ音もまた悲鳴ではなく、客たちの笑い声のように聞こえた。

　こんな風に思える自分が信じられなかった。

　今はもう戦火で焼かれてなくなってしまった北の町に生まれ、親も兄姉きようだいも失った俺。一〇歳だった俺が生きるためには、騎士学校に入るしか選択肢はなかった。国が運営する騎士学校では無料で食糧と教育を受けられる。しかしそのじつ、成績が悪ければすぐに退学させられ、少年兵として最前線に送られるという残酷且つ合理的な仕組みがある。そのため入学時には三〇〇人もいた同世代の子供が、八年後の卒業式には一割も残っていなかった。必死だった。だから、自分が戦で家族を失わず、町人として生きてたらどうなっていたかなど考える暇はなかった。

　けれど今は……。

　研ぎ終えた剣を置き、包丁を手に取る。同じ刃物だというのにこちらの方が手にしっくりくる。

「……まったく、おかしなものだな」

　サファイアがこの宿を始めたときは何を馬鹿なと思ったが、よもやこんな風に思える日がくるとは思わなかった。

　銀河皇国の侵略を受け、今日でおよそ七カ月。鏡の中に第二皇子が現れてから一時間が経った。

　包丁を研ぎながら俺は思う。この世界が「おかしく」なければ、俺は騎士にならず料理人をしていた気がする。一二歳あたりで下働きを始め、二一歳の今頃は独立してどこかに店を構えていたのではなかろうか。

　そして、その店へ虫捕り網を持った変な女がやってくるのだ。腹を空すかしているようだからテリンを食わせてやると、そいつは「うっま、うっま」と喜び、食い終わってから金がないと青ざめる。そこへ駆け込んでくるのはセラノだ。「姫様、下々の者はお金を払って食事を注文するのですよ」と窘たしなめ、俺に謝りながら金を渡す。だが、その金は最近、交易をするようになったばかりの銀河皇国の紙幣なので店では使えない。セラノは身体で払うなどと言い出し、店の手伝いを始める。見事な手際に俺は驚き、店を開くときに拾ったリョウがセラノに懐く。さらに、なぜだか銀河皇国の姫様は俺の店に住み着く。下働きとして雇ったブンタが、しっかり働けとサファイアを追い回し、手伝うのはいいものの皿洗いを頼めばことごとく割り、掃除をさせれば汚して戻ってくる。そんな姫様なのになぜか客からは慕われ、店は繁盛する。

　そうした愉快な日々を過ごしているうちに、サファイアは森で新種のチョウをみつけて学会から表彰される。俺はあいつを見直し、祝賀会を開いてやる……。

　この世界にはそんな可能性もあったのだろうか？

　研ぎ上げた包丁を布で拭い、井戸端へ向かう。

　空は異様な色だ。《龍の背》が破壊された影響で、朱色なのか紫色なのか、それすら判別もつかない色に染まり、赤黒い雲がいくつも渦を作っている。鳥たちも空を惑うように飛び、その中にはこのあたりには生息していない迷い鳥もいた。

　そして、その鳥たちの遙はるか上空を飛び交うのは皇国の無人偵察艇だ。地形でもスキャンしているようだが、だからといってどうすることもできないので、俺は包丁をまな板の上に置く。それからふと思いついて、しまっていた暖の簾れんを宿の玄関にかけた。

「旅館、アルステイか……。おかしなことが続いたが、この宿が一番おかしかったかもしれないな」

　成り行きで働くことになった宿。戦場で剣を振るう以外、この俺には存在価値などないと思っていたが、軍と騎士学校で学んだことが意外にも役立った。軍の携けい帯たい糧りよう食しよくは旅人から有り難がられ、負傷兵の手当てをした経験があったおかげで、怪我人の治療ができた。また、遠征の途上で知った各地の食い物は、彼らの里心を慰める助けとなった。

　サファイアには恥ずかしくて言えやしないが、俺はこの宿で働けてよかったと思っている。おかげで剣を持つ以外の価値を自分の中にみつけられた。それがわかったことで肩の荷が下りたような気がしている。剣に染み込んだ敵兵の血も、仲間たちの血も無駄なものではなかったと思えるようになった。

　もしかしたら、この宿でもてなされていたのは俺自身なのかもしれない。王や仲間の仇かたき討うちと目をぎらつかせ、彷徨さまよっていた俺こそがもっとも《旅館アルステイ》を求めていたのではなかろうか？　そして、それは女将も同じ気持ちだったようだ。

「……テリンですか」

「ああ。テリンだ」

「私のぶんはあるんですか？」

「なくても、君は食うだろう？　まったく、狙っていたように帰ってきたな」

　サファイアが裏の森から出てきた。手には虫捕り網を持ち、初めて会ったときと同じ白いワンピースを着ていた。あの時は下着姿の恥ずかしいやつだと思っていたが、内心、悪くないとも思っていた。むろん、口には出さないが。

「知ってますか？　このテリン、全宇宙でここでしか食べられないんですよ」

「トウキビが入っただけのこれがか？」

「ええ。アルスさんが作るテリンはここでしか食べられませんから。激レアなんですよ」

　テリンを始め、こいつほど俺の飯をうまそうに食う女は見たことがなかった。銀河皇国でもっとうまいものを食っているだろうにサファイアは俺が作った飯を御ご馳ち走そうのように食うのだ。五万隻の宇宙艦隊を指揮し、五〇〇〇万の将兵の忠誠を一身に集める皇女がだ。しかも、こいつはどういうわけか俺に惚れてるらしい。おっかない顔だと言っていたのに。首を狙っていたことも知っているのに……。

「食え、サファイア」

「はい。いただきます」

「うまいか、サファイア」

「うっま、うっま。最高です。アルスさんが作るご飯は宇宙一です」

「それは光栄だが、サファイアよ。顔に泥がついているぞ」

「めんもくない。ドリモグラの観察をしていたときについたのでしょう」

　ゴシゴシと手の甲こうで拭くサファイア。しかし、ただ泥が伸びただけだ。余計にひどくなっている。

「まったく、君は子供のようなやつだな。化粧もしなければ鏡のひとつも持たない。少しは身み嗜だしなみに気を払え」

　井戸の水で手ぬぐいを濯すすぎ、サファイアの顔を拭いてやる。この宿で働くようになってわかったことがいくつもあるが、その中でも最たるものが、自分が世話好きということだ。宿の修しゆう繕ぜんをしたときもそうだが、弱いところを徹底的に直さねば気持ちが悪くなる。つまり、この無駄に顔立ちがいい女が顔に泥をつけたり、ほっぺたにご飯粒をつけていたりするとイライラしてしまう。

「アルスさん、はずかし──」

「少し黙ってろ。そして動くな」

　泥を落としてやるとサファイアの頰は赤く染まっていた。やはり無駄に美しい。しかし、このままでは歳としより幼くみえて威厳のようなものがまるで感じられない。こいつは銀河皇国の皇女なのだから、いやアルステイの女将なのだから、年相応に化粧をしておいてもらわねば従業員として困るのだ。

　なので、こういうこともあろうかとヤマベニの花を練って作っておいた口べ紅にを、小指にとってサファイアの唇に塗ぬってやった。

　唇に触れるとピクンとサファイアの肩が跳ねた。やっている方が恥ずかしいが、こうなった以上、やっておかねばならない。ヤマベニの口紅はなかなかいい色だ。女の顔にほどよい色気を与えてくれる。それにしても表情の変化が激しい女だ。まるで子供みたいにコロコロと表情が変わる。おかげで見ていて飽きない。

「……ふむ。こんなものか」

「きゃー。男の人に口紅を塗られた！」

　なにがきゃーだ。女将なのだから身だしなみくらい自分で整えろ。

　……もしかしたら、これが死に化粧になるのかもしれないのだから。

「いやはや。これで首を獲られても安心ですね。見てくれがだいぶよくなったはずです」

　どうやら、気にはしていたようだ。やはり皇女は皇女ということか。

「何が安心なものか。そなたは目の下に隈くまをつくり、酷い顔色をしている。あまりにも酷ひどいので紅べにを塗ってやったが、それでもダメな顔にちがいない。そんな顔で首を獲られたら恥だ。だから獲られぬように自分でも努力しろ」

「そなた」

「言い間違えただけだ」

「残念です」

「だが、唇に触れてやる程度には親しみを覚えておる」

　自分で言うのも奇妙だが、人生というのはおもしろい。こいつの首を獲ることばかり考えていたのに、今は獲られぬことを願い、もし獲られたときに備え、化粧をしてやっているのだ。しかも、此この期ごに及んで軟弱な恋人どもがするように言葉遊びなどをしている。くだらない「もし」を思い描いたせいで、俺は俺らしくないことをしている。

「アルスさんはまったくもって予想のつかないことをします」

「お得意の《未来視》でもわからぬのか」

「ええ、わかりませんね。たまにいるんですよ。うちの父様みたいにまったく読めない人が。アルスさんは読めそうで読めない感じですね。何度も予測を覆すようなことをするし、失礼かもしれないですけど、一緒に居ると本当におもしろいんです」

「おもしろいのは君の方だ」

「……私たちは気が合いますね」

「気が合うか。いつか俺のテリンを勝手に食ったときもそんなことを言っていたな」

　サファイアは屈託のない笑顔を見せた。

「ええ、そうでした。まだ一カ月くらいしか経ってないのに、すごく昔のことのように思えます。成り行きでしたけど、ここに腰を降ろしてよかったです。本当に楽しくて、この楽しかった生活を続けられないかって、今だってアルスさんとお話をしながら必死で考えてるんです」

「なにか妙案は見つかったか？」

　サファイアは首を振った。

「だめですね。うちの艦隊を使って義兄を吹っ飛ばしてみたり、ボヌール連邦に艦隊ごと亡命したり、どうにかしてこの星を守る方法を考えてるんです。けれど、どれも一年未満で詰んでしまうんです」

　義兄を吹っ飛ばし、敵国に亡命。凡人には思いつきかねる発想だ。

「俺なりに考えてみたのだが、たとえば艦隊に戻り、正式に皇位継承を放棄し、セラノと二人で超光速飛行艇などを使ってどこまでも逃げてみたらどうだ？　それが人類滅亡などに繋がったとしても、それは死んだ者の責任だ。君が気にすることではない」

「ダメですよ」

「どうしてだ？」

「アルスさんと離れないといけなくなりますもん」

　……まったく、予測できないことを言うのはどっちの方だ。

　言った当人も口にしてから恥ずかしいことを言ったのに気づき、ハッと口に手をやる。せっかく塗った口紅を汚されてはたまらないと、俺の手はサファイアの手を摑んでいた。

　サファイアと目が合う。

　だからといって何が起きるわけでもない。おとぎ話ならば姫と接せつ吻ぷんでもするところだが、ここは残酷で広すぎる世界だ。その気もなければ、そういう場合でもない。

　いつの間にかあれだけ飛び交っていた偵察機が一機もいなくなっている。そして、地表に目を戻すと作業小屋の扉の陰から俺の養い子がこちらを見ていた。

「アルス様」

「リョウか。いつからそこにいた」

「サファイア様の口紅を塗ってらっしゃったあたりからです。さすがに声をかけられなかったので」

　恥ずかしいところを見られたようだ。まぁ、賢い子だから俺がわざわざ紅を塗ってやった理由くらい察してくれるだろう。たぶん。

「……そうか。で、どうした」

「村の人が呼んでいます」

　サファイアの表情に影が差した。また予測が当たったのだろう。村長の家で会合を開いていると聞いていたが、どうやら何か決まったようだ。村長にサファイアの正体と、ここへ身を隠した理由を話したので参加は控えたが、おそらく俺の予測も的中したのではないかと思う。

　研いだばかりの剣を帯び、寄り合い場へ行こうとするも、そこまで行く必要はなかった。すでに村人全員が宿へ向かって歩いてきていたからだ。

　男たちの手には槍やりや剣があり、どこから出したのか鎧まで装備している者もいる。女たちまで竹槍を持っていた。

　そうだろうな、と思った。

　俺たちはよそ者だ。

　そして、サファイアが皇女だということを村人全員に知られた。ならば、このあたりの人々が信仰している霊峰《龍の背》を破壊された怒りがサファイアに向かうのは当然のことだ。あるいは彼女を人質にして何かしらの要求を銀河皇国に求めようと考えているのかもしれない。どちらにしろ当たり前のことだ。

　……さて、どうしたものか。

　何人か斬ってみせれば逃げていくのはわかるが、顔見知りの彼らを傷つけたくないという気持ちはある。さりとて、サファイアを彼らにくれてやるつもりはない。

「アルス殿」

「村長。どうしたのだ？　ずいぶんと物々しい格好をしているではないか」

「まぁ、こんなことになってしまったからのう……」

　そうか。で、どうするのだ、村長よ。村のためにサファイアを捕らえるか？　それとも殺すつもりか？　どちらに決まったにせよ俺はそれを阻む。命を取りはしないが、派手に血を吹き出させ、村人を動揺させる道具にさせてもらう。

「さっき、寄り合いで決まったんだけどよ」

　宿で出す食材を森で狩ってきてもらっていた村人があいだに入った。撃たれた腿ももに包帯を巻いているにもかかわらず弓を手にしている。この者は見かけによらず腕がいい。弦を斬っておいたほうがいいだろう。よい具合に間合いに入ってきてくれた。

「寄り合いで何が決まったというのだ？　話してみろ」

「ああ、ほら、アルスの旦那なら俺たちみたいな村の人間でも、うまく使ってくれるんじゃねぇかと思うんだ」

「何？」

「みんな、知ってるんだよ。旦那があの伝説の騎士様ってことくらい。何があって皇国の皇女様をお守りすることになったかわからねぇけど、一応、俺も徴ちよう兵へいされて戦に出たことがあるんだ。役に立てるぜ」

「おい、何を言っている……」

「だから寄り合いで決まったんだよ。俺たちも戦うってさ。せっかく、宿ができて、人も集まってこれからだってときに、いきなり立ち退けだ。はいそうですか、って出て行けるもんじゃねぇだろ？　というか、この村がここまで大きくなったのは旦那のおかげだ。散々、俺たちを悩ませていた野盗を倒してくれたし、夜は見張りまでしてくれた。さっきなんて俺たちの命を守ろうと土下座までしてくれた。そんなお人を放って移住なんてありえねぇよ」

「アルス兄ちゃん。もちろん、オレも戦うぜ！　何て言ったって、オレは兄ちゃんの従じゆう卒そつだからな！　槍持ちをさせてくれ！」

　子供のブンタまでもがそんなことを言い出した。いや、ブンタだけではない。まだ三歳だという弟までも頭に鍋をかぶり、棒きれを持って兄に従っている。

　村人たちが老いも若きも武器を振り上げて賛同する。

　なんたる憐あわれな村人か。そして、俺はなんたる愚か者か。

　彼らがサファイアを傷つけにやってくると端はなから疑ってかかり、あろうことか斬ろうなどと考えるとは。ここへやって来たときも俺は、浅ましき村人などと決めつけ、寝込みを襲ってくるのではないかと警戒した。しかし彼らは終始、俺たちに親切だったではないか。さらにはこんな気概さえ宿している。そんなことにこれまで気づかなかったとは何が騎士隊長だ。何がもっとも成功した二一歳だ。俺はただの馬鹿ではないか。

「サファイア。これも君の《未来視》どおりか？」

「……いいえ。いいえ。この星の人はことごとく私の予測を超えます……」

　まったく、たいしたことないじゃないか。こいつの《未来視》とやらも。

　だが、村人の行動予測が外れても、その先の未来が変わることはないだろう。村人の志は高いが、客観的には民兵が数名増えただけのこと。共に戦っても、冥めい土どへの道連れを増やすだけのことだ。

　けれど彼らは大事なことを気づかせてくれた。俺には守る者がこんなにもいる。王の騎士はたしかに敗れたが、民の騎士である俺は死んでいなかった。ならば、騎士として戦わねばならない。俺はまだ死んでいない。騎士アルスはここにいる。

「ブンタ」

「おう、兄ちゃん！　皇国の兵隊をたくさん倒してやるぜ！」

　この将来有望な少年に俺は言う。

「従卒の任を解く」

「ま、待ってくれ！　何、言ってるんだよ！　オレは兄ちゃんの従卒だ！　辞めたくなんてねぇ！　オレはガキだけど、兄ちゃんと戦いたいんだ！」

　ブンタが慌てて俺に取りすがる。

「落ち着け、ブンタ。君はよく働くが人の話を最後まで聞かぬくせがあるな。従卒の任は解くが我が名を持って新たな身分を与える。これより君は準騎士だ」

「準騎士……？」

「そうだ。竜王国は滅びたが騎士は滅びぬ。そして騎士の役割は弱き者を守ること。まだ君は幼いが、その心は大人の誰にもひけをとらぬ。ゆえに準騎士とした。いいか、ブンタ。小さき弟と母を守れ。村長や老いた村人を守るのだ」

「だ、だめだ。守るんじゃ、兄ちゃんと一緒に戦えねえ……」

　空がいよいよ騒がしくなってきた。

　無人偵察機だけでなく、小型警戒艇が現れ、さらに宇宙軍艦のものと思われるエンジン音も近づいてきた。村人も動揺し始める。

「村の者も聞いてくれ。そなたたちの気持ち、我が心に染み入った。だが、戦に慣れぬ者が槍を取り、もし敵に斬られれば俺は心を掻かき乱みだされ、本来の力で戦えぬだろう。よいか、皆よ。人には向き不向きがある。そなたたちは畑を耕し、森で狩りをすることが得意。それはこの俺など到底及ばぬ優れた技能だ。だがしかし今迫る危機は俺の得意。危機を打破したそのときこそそなたたちの出番。ゆえに今は逃れよ！　先導は我が部下、ブンタが務める！」

「兄ちゃん！」

「いいか。俺は死ぬつもりなどない。生きて戻ったら、そなたに剣の稽古をつけてやろう。また、これからは銃の時代になる。どちらが先に技量を上げられるか競走しようぞ」

「に、兄ちゃん！　けど！　けど、オレは！」

「くどいぞ！　準騎士ならば上官の命令は絶対だ。村人を導き、まずは山の東側にある洞穴を目指せ。そこにも危険が迫ったら王都へ向かえ。あちらも混乱を極めているだろうが武器屋のタリルを探し、この短剣を見せて俺の名を伝えよ。やつならば力を貸してくれる」

　短剣をブンタに握らせ、そして続けて言う。

「それと、リョウを頼む。これは騎士としてではなく、アルステイの主人、アルスがそなたを男と見込んでの願いだ」

　頷いたブンタの瞳は、俺の親友ユーリルとそっくりだった。あの義理堅く、俺よりずっと強かった騎士と同じ眼をしている。ならばリョウを預けられる。

　いよいよ雲を突き破って、宇宙戦艦が降りてきた。

　これで宇宙戦艦が一、巡洋艦が五、駆逐艦が八〇。辺境惑星のさらに辺境の地にあるコメダ村に、銀河皇国の艦隊がやってきた。

「アルス様！」

「泣くな、リョウ。この一カ月、父親の真似事をしてきたが、実のところ助けられたのは俺だった。感謝のしようもない」

「何をおっしゃっているんです！　逃げましょう！　一緒にいてください！」

　七歳とは思えぬ子だったが、聞き分けのないところはやはり七歳児で安心した。

「リョウよ。そなたも俺が死ぬつもりだと思っているな？　ならば安心しろ。俺の夢はそなたを育て上げ、善よき男の元へ嫁とつがせることだ。俺は夢を叶かなえぬまま死ぬようなことはせん。だから今は身を隠せ。俺が戻るのを待っていろ」

　敵艦隊は村を半包囲する形で高度三〇〇メートルに空くう間かん錨びようを打ち、巡洋艦から揚よう陸りく艇ていを切り離した。数は三。一個中隊といったところか。

「でもアルス様！」

「だだっ子は嫌いだぞ。それともここに留まり、俺の邪魔をするつもりか？　そなたがいれば戦いに集中できず、死ぬやもしれぬぞ」

　縋すがる手を無理矢理離し、額にキスをしてやった。どこの親でもすることだが、まだリョウにしたことはなかった。俺自身、当然のことながら初めてのキスだった。

「敵を倒して戻ったら、毎日遊んでやろう。キスも寝る前に必ずすると約束する」

　トウキビ畑を踏みつぶすようにして着陸した揚陸艇から敵兵が下りてきた。セラノから聞いた皇国の戦法とは異なり、隊たい伍ごを整え始めたのでどうしたのかと思えば、降りてきたのはこの星の兵士たちだった。その後ろに皇国の機動歩兵もいるが、王国の正規兵が前面に立ち、槍をこちらに向けている。なにか政治的なやりとりでもあったのだろう。だが、俺にはどうでもいいことだ。

「……行け、リョウ。そして、コメダ村の民よ。森を抜け、山を越えろ。安全な所へ走れ！　この戦、俺のものだ！」

　いまだ泣きじゃくるリョウをブンタが抱え、一度、こちらに向き直ると額に手を当て敬礼をした。見事な敬礼だった。返礼し、剣を抜く。村人たちもブンタに続き、森へ走って行く。追っ手が出るかわからぬが、村人が武器を持って出たのは結果的に幸いだった。おかげで心配せずに戦える。

　剣を構えると俺の隣にセラノが迷彩を解いて現れた。

「アルスさん。今、この戦いが『俺のもの』と仰おつしやったようですが、訂正していただけませんか？」

「すまなかった、セラノ。成り行きでああ言わざるをえなかったのだ。正しくは『俺たちのもの』だ」

　セラノは笑い、大おお型がた超ちよう硬こう化かブレイドを背から抜いた。さらに周辺の迷彩を解き、様々な武器を実体化させる。

「ご愛用の鍛たん造ぞう剣けんに不調が生じたら適当に使ってください。周辺には《ラリック粒子》を散布したのでブラスターや火薬を使った武器の類はしばらく使えません。なので、超硬化両刃剣、電磁ボウキャスターから荷か電でん粒りゆう子し投とう石せき機きまで揃えておきました。あなたなら訓練なしでも扱えるでしょう。あと、盾もどうぞ」

　セラノが投げて寄こした豆のようなものが、目前で大きく開いた。たしかに盾だ。

「皇国の盾か」

「はい。銀河皇国に伝わる三種の神器の一つです。元は太古に滅んだ惑星から発掘された遺物でその素材すら解析できていませんが、実体弾からビームまであらゆる攻撃を弾はじき返せます。この前、旗艦へ行ったとき盗んできました。まぁ、持ち主もわかってるでしょうから問題ありません。ブラスターの軌道を読むことのできるあなたなら使いこなせるはずです」

「ありがたいが、それはそなたが装備しろ」

「ですが」

「俺はこの星の騎士として戦いたいのだ。皇国の装備をつけて死ねば、仲間たちも俺を黄よ泉みの国くにで迎えてくれまい」

　目の前には王国の軍勢と、その後ろには完全装備の皇国機動歩兵隊。さらには宇宙戦艦に囲まれているこの状況。いかに硬い盾を装備しても結果にそう変わりはないだろう。ならば、意地を通したい。セラノもそれ以上、勧めてくることはなかった。

「サファイアは隠してくれたな？」

「はい。宿の中に匿かくまいました。一応、宿の周囲にバリアを張ったので歩兵装備くらいなら防げます。もっとも、駆逐艦の艦砲で蒸発するような弱いバリアですが。」

　旅館アルステイは、ゆらゆらと陽炎かげろうのような揺らめきに包まれており、玄関にはサクラ色の着物キーモウを纏まとった女将サファイアが立っていた。

　旅館の女将だというのに、昨日見た皇女ハルノミヤであった姿よりもずっと君主然とした姿であった。守るに値する宿とその女将。そして、素晴らしき村。第二艦隊旗艦、宇宙戦艦《ハクテイ》に向かって剣を抜いた我が身が誇らしく思えた。

『やぁ、我が妹よ』

　敵の軍勢の頭上に音もなく忽こつ然ぜんと現れたのは金色マントで全身を覆った男だ。鏡の中に現れた第二皇子アキノミヤその人である。ただし、体長はおおよそ五メートル。少し前ならば、皇国の皇族は巨人だったのかと驚くところだが、この巨きよ軀くはレイアビジョン技術を応用した立体映像といったところだろう。

「おひさしぶりです、お義に兄い様さま」

『探したぞ、ハルノミヤ。よもやこのような田舎にいるとは思いもせなんだ』

　第二皇子が金色のフードをスルリと脱ぐ。サファイアの兄だというこの男は、一見すると貴族の令嬢が騒ぎ立てそうな優やさ男おとこだ。しかし、その目付きと表情からはこれまで会ったどんな男ともちがう異様な何かを感じる。年の頃は二五、二六といったところだというのに瞳に輝きが感じられず、その表情にも言葉にできぬ違和感を覚える。

「私もあなたがここまで来るとは思いませんでした。ご領地の星都《ナグヤ》から三〇日も離れているというのに」

『ははは。たしかに遠かったな。それに五回の超次元跳躍エンワープも一二〇歳の身には堪えたよ。いくら幼体化施術を受けていると言ってもな』

　若者の容姿でも、中身は一二〇歳の化け物というわけか。やはり異常だ。人の寿命を延ばすなどあってはならない。

「お身体に障るのでしたら、ご領地にいらっしゃればいいのに」

『そうはいかないよ。ボクは二〇歳の君が大好きだからね。造顔手術もせず、その美び貌ぼう。君の母上も美しい女だったが、君はその上をいく。国民も兵隊連中もみんな君が大好きだ。おかげでなかなか隙が見み出いだせなかったよ。でも、やっぱり根気というのは大切だね。ずっと君を見ていたおかげで、こうして誰もいないところで会うことができた』

「こんなに人がいるというのに、ですか？　お仲間の他にも、ここには私の友人がふたりもいますよ」

　そこで初めて気がついたとでもいうように、第二皇子の澱よどんだ目が俺たちに向いた。

『えっと、君たちは？』

「初めて目に掛かる。俺はこの女将に雇われている宿の従業員だ」

『宿の従業員？』

「いかにも。名はアルスという。姓はない。アルスだ」

「同じく仲居兼警備員のセラノ。当宿にお泊まりでないのなら帰っていただきたい」

　なかなかの口上だと思った。サファイアの兄上も笑い出した。

『ははは！　部下から妹が宿屋の女将をやっていると聞いて耳を疑ったが、本当だったようだ！　で、ここに泊まるとどんなサービスを受けられるのかね？　皇女様からお熱い持て成しでも受けられるのかな？　閨ねやでは身体を温めてくれるのね？　ふはははは！』

　こんな下げ衆すが人生最後の敵とは情けなくなる。さらに皇子の部下どもまでが下品な笑みを浮かべている。

「どうやら皇族は皇族でも賊の頭領のようだな。さて、女将。どうしてほしい。君の義兄だというが」

「たしかに義兄ですが、私の母を毒殺した疑いのある人です。気にしないでいいです」

　サファイアがそう言うと皇子が初めて目を輝かせた。

『あ、気がついてたんだ。あの女、いくら口説いても言うこと聞かなかったからさ、つい頭に血が上ってね。やっちゃったんだ』

「……やはりあなたが」

『もしかして誘導尋問に引っかかっちゃったのかな？　ボク』

　何が楽しいのかサファイアの顔を見て皇子がまた笑い出した。強欲なうえに、サファイアの母殺し。あいつの義兄ということに引っかかっていたが何の遠慮をする必要もなさそうだ。

「サファイア、もうよかろう。やつは親の仇だ。向こうが手を出すのを待たずともよい」

「そうですね。では、セラノ」

「御ぎよ意い」

　セラノが手に握った起爆装置を作動させた。

　揚陸艇ごと敵兵が一〇人ほど吹き飛び、第二皇子の立体映像が乱れた。皇国の機動歩兵が四方へ跳ぶ。

「遅い！」

　トウキビ畑の方へ跳んだ敵兵をセラノが空中で二人まとめて真っ二つにした。そこへ三人の機動歩兵がブレイドを下段に構えて迫るも、敵は刀を振り上げる間もなくセラノの刀によって籠こ手てごと腕を両断されて崩れ落ちた。見事な大刀さばきだ。しかし、地を這はうようにスラスターを装備した高機動歩兵二人が左右からセラノに迫る。

「──このうつけめ。なぜ、俺を無視するのか」

　そこへ跳び、横腹を蹴り跳ばしてやると、歩兵がもんどりをうって頭から畑に突っ込んでいった。にわかに皇国の兵隊どもがざわつく。それを無視して剣を横に薙なぐ。姿を消して迫っていた歩兵の首が落ちた。ここに集まる兵隊どもすべてが俺を凝視した。

「……あなたが強いことはわかっていましたが、まさか第二軍の特殊訓練を受けた機動歩兵を二人も瞬時に倒すとは」

「使っている装備を知っていれば、敵の動きを読むことなど容易たやすい。たとえ動きが速くともそれを計算して剣を振るえば斬ることができる」

「それは道理ですが……」

　敵兵三人が電磁ボウキャスターを構えた。狙いは俺。矢の先端と目が合う。トリガーが引かれる直前に一歩下がり、短剣を投げつける。先程まで俺の頭があったところに矢が三本交差し、代わりに短剣を投げた先から悲鳴が上がった。

「現げん地ち徴ちよう用よう兵へい！　いったい何を呆ほうけておるのか！　ここで第二皇子殿下への忠誠を見せぬとこの星に未来はないぞ！」

　たまらず歩兵隊長と覚しき男が叫んだ。

　これまで皇国歩兵の機動力に呆然としていた彼らだが、その言葉で我に返り、俺たちを包囲し始めた。彼らの鎧をよく見れば、各地の有力貴族のエンブレムが入っている。さらには我が王国の竜りゆう士しまでおり、中には顔を知る剣の達人も認められた。おそらく、皇女の首を獲る汚れ仕事をさせようと連れてこられたのだろう。直接、第二皇子の兵隊が皇女を手にかければ問題になるとかそういったことで。

　きっと俺も、さまざまな偶然が重ならなければ、彼らの中に身を置いていたと思う。むしろ、望んで第二皇子の元へ参じたかもしれない。だが。

「我が名は騎士アルス！」

　彼らに向かって名乗りをあげる。

「この星を銀河皇国の侵略から守るべく、その傀かい儡らいとなった諸君らを斬る！」

　元は同じ国軍の竜士や戦士の隊列に斬り込む。全員、フルプレートの甲冑をまとった歴戦の猛も者さだ。彼らは皆、俺と同じかあるいはそれ以上の技量を持っている。そんな者たちが三〇〇人はいる中に斬り込むなど自殺行為だが負ける気はしなかった。

　左肩が斬られる。だが、代わりに首を突いてやった。右みぎ大だい腿たい部ぶを短たん槍そうで突かれた。しかし浅い。甲冑のあいだを剣で突き返す。斬られては斬り返し、刺されれば刺し返す。気がつくと俺は血まみれになっていた。

　それでも俺はまだ倒れていない。立っている。赤く染まった大地の上にまだ立っている。戦士の屍しかばねやいまだ苦しみもがく竜士たちの中に俺は立っている。

　敵が幽鬼でも見るように俺を見ているが、倒せたのは六二人。三〇〇人中、六二人だ。名のある戦士を相手にここまで戦えたことはこの星の歴史に残るだろうが、その代償はいささか大きかった。

　剣は刃こぼれし、立っていることさえつらい。それにもかかわらず、宇宙巡洋艦からさらに三隻の揚陸艦が切り離された。新たに現れたのは歩兵ではなく巨大な機械の獣だった。それが三体。そんな怪物たちが計ったように二本脚で立ち上がった。

「……対戦車機械獣です」

　いつの間にか離れてしまっていたセラノがよろめきながら俺の隣までやってきた。セラノもボロボロだ。おびただしい量の血が、生体甲冑の関節から滴り落ちている。

「俺たちは、戦車扱いされたということか」

「そのようですね。皇国の人間の感覚からすれば、鉄の剣しか持たないアルスさんが機動歩兵と現地徴用兵を相手にこれだけの損害を与えるなどありえないことですから。何か未知の力でも持っているのではないかと警戒して作戦を変えたのでしょう」

「いや、この戦果はそなたがいたからこそだ」

「ご謙けん遜そんを。しかし、私としても敵をこれだけ痛めつけられて満足です」

　セラノが脚を引きずってきた先を見ると幾人もの機動歩兵が倒れていた。しかし、セラノの身体が不意に傾いた。

「セラノ!?」

　咄嗟に支えると右の脇腹から血が脈打つように吹き出した。この出血はいけない。

「黒丸、何をしている！　血を止めろ！」

『し、止血、止血はしているー。す、す、すでに五〇箇所、処置、処置した──。だが、血液凝ぎよう固こ剤がもう、た、た、足りぬ、りぬ──ぬーぬ……』

「黒丸!?」

　生きた甲冑、黒丸もすでに出来る限りの処置を施しているのだ。しかしそれも限界を超えている。さらには黒丸自身、表皮のあちこちがひび割れ、そこから覗く筋繊維もずたずたに裂けている。黒丸もまた主と同じく死に瀕ひんしているのだ。

　こうなることはわかっていた。

　だが、こうなるまで戦える女がいるとは思わなかった。

　そして、セラノはまだ勝利を諦めていない。肩に回した俺の腕を振り払うと、対戦車機械獣に太刀を向けた。機械獣の角から照射された高出力ビームが、セラノの斬ざん撃げきによって二つに分かれ、光線の片方は村長の家に、もう一方は宿のバリアを貫いて宿の屋根を吹き飛ばした。超硬化太刀に光線を斬るなどというスペックはなかったはずだ。しかし、それを斬ったセラノ。そんな人間離れした技を見せたセラノだがその代償に腕が曲がらぬ方へ曲がっていた。

「ア、アルスさん……生きて、ますね？」

「口を開くな！　血が余計に流れる！」

「い、いえ。大丈夫ですよ。それより、宿へ。サファイアのところへ連れていってください……もう動けそうにない……」

　セラノの肩越しに機械獣の光線砲がこちらに指向するのが見えた。だが、こちらに照準が合う直前で機械獣の足下で爆発が起きた。仕掛けておいた対戦車用地雷だ。脚と武装に損害を与えられたようで、どうと転倒し、藻も搔がいている。そのあいだにセラノを背負って宿へ向かう。しかし身体が思うように動かなかった。セラノだけでなく俺も限界のようだ。暖の簾れんがかかった玄関まで一〇メートルもないのに、いつの間にか俺は泥濘ぬかるみに頰をつけて藻搔いている。立ち上がろうとするが腕に力が入らない。耳元では俺よりも深手を負っているセラノの呻うめき声が聞こえる。もう助からぬかもしれないが、せめてこの素晴らしい女をサファイアに見取らせてやりたかった。だから、立ち上がる。剣を地に突き立てて這い上がる。

　そのあいだ、なぜか追撃を受けたり、矢を射かけられることはなかった。振り返る余力はなかったが、背中に旧竜王軍の戦士たちの視線を感じた。彼らは剣を下ろし、機械獣の射線上に立っているようだった。

　泥の中で藻搔く俺たちのところへサファイアが宿から出てきた。何があっても出てくるなと言っていたのにサファイアは玄関から飛び出し、非力にもかかわらず俺と、セラノを引きずり始めた。何度も血で手がすべり、そのたびサファイアは泥の中に倒れるものの、それでも俺たちを宿へ入れてくれた。宿の中は不思議なことに燭しよく台だいも置いてないのに明るく思えた。

「……ま、まったく、外へ出るなと言うたのに。なぜ約束が守れぬのだ……」

「お願いですからしゃべらないでください……こんなになって……」

　せめて気に入った服でいさせてやろうと着物を着せておいたというのに、俺とセラノの血で服が真っ赤になっている。台無しだ。

「サ、サファイア……」

「セラノ！　セラノ！」

「……な、名前を連呼しないでください。そ、それより喜んで。これまでの経過はぜんぶ映像にして、先の爆破に乗じて第三艦隊へ物理送信しました。まちがいなく、あなたの母上を弑しいしたのがあの男だということが母星に伝わる。そうすれば第二皇子は支持を失い失脚する……。きっと、サファイアが起きると予言した大戦争や内戦も短いものになるはず……です」

　こんなボロボロになりながらも、そんなことまでしていたのだ。この女は。死なせたくない。だが、この顔色ではもう……。不意にサファイアに握られていた手が、俺の方へ伸びた。

「アルスさん……」

「なんだ、セラノ！」

「私は死にたくない」

　──死にたくない。俺の盟友だったニーナが今いま際わの時、口にした言葉だった。死を悔いるのではなく、生きて使命を果たせなかったことを悔いた言葉。あるいは望み半ばで命を落とすことを悔いる言葉。ふたたび俺はこの言葉とともに女の死を見取るのか？　ふいにセラノの手が伸び、俺の頰に触れた。その手を俺は上から押さえてやる。セラノの指は悲しいまでに冷たかった。

「……そ、そなたは死なぬぞ。そなたが死ねば誰がこの宿の仲居をするのだ！」

　セラノの口元が微かに緩んだ。

「……『そなた』。これ、いいですね。サファイアから聞きましたよ。あなたのような強い人から認められて嬉しかった……幸せだった」

「ああ、そうだ！　俺は滅多に人の強さを認めん！　だから、そなたは……」

　言葉が続かなかった。セラノの手は俺の顔の傷を撫でていた。こんなになってまでなお、俺の身を案じているのだ。

　しかし俺自身、もう限界を迎えつつある。セラノほどではないが、斬られすぎた。このままセラノと共に死ぬのもいいかもしれない。もう女の死を見取りたくない。

「……解除」

　そのときだ。突如、セラノが呟くようにそう言うと、生体甲冑の背がスゥと割れた。

「何をしている、セラノ！　今、黒丸を、生体甲冑を脱いだら死ぬぞ！」

「いいんですよ。だって言ったでしょう？　あなたを守ると。この甲冑を着れば少なくとも出血を止め、折れた骨を固定することができる。さいわい、この子もあなたのことが好きなようだ。喰くらうようなことはないでしょう……」

「待て！　そんなことをしても状況は変わらぬ！　俺を少し長く生かすだけのことだ！　黒丸！　お前も何か言え！　主を守るのがお前の役目なのだろう!?」

『あ、主の、主の願いを、叶えるのが、ワシの望みじゃー……』

「だったら、やめろ！　お前はセラノを守っていろ！」

『だ、だめじゃ。セラノちゃ、セラノちゃんは、アルス殿を心から、想っておるー。な、ならば、それを守るのはワシの望み、望み……。言うたじゃろ。──ワシはセラノの世界を守る……その守るべき世界はアルス、今やおぬしなのじゃ』

　黒い甲冑がセラノから俺へと乗り移る。内側からドロリとした液体のようなものが滲み出ると、傷に染み込み塞いでいった。

　いったい、なんなんだ。セラノは俺の命をわずかにでも延ばそうと生体甲冑を譲り渡した。外では敵の軍勢が宿を包囲し、さらには空に浮かぶ大艦隊が砲塔をこちらに向けているというのに。

　けれど。

　生体甲冑の筋組織が皮膚から俺の身体に入り込み、腕が、脚が動くようになった。それも噴き出すような凶暴な力をともなって。たしかセラノは言っていた。生体甲冑をてなずければ、宿主の力を三倍にも、五倍にも高めると。甲冑と身も心も同化すれば、さらなる力を得られると。

『……仇を。ワシの世界を傷つけた者に報いを……』

　声が聞こえた。

　幼少の頃からセラノのそばにいた元観光バスの生体甲冑。この甲冑が内に秘めた志は俺とかぎりなく近かった。そんな甲冑が俺を喰らうはずはない。俺に力を貸さぬ訳はない。ならば俺と融合できぬはずはない！

　にわかに黒い甲冑が姿を変え始めた。滑らかだった表皮が割れ、それが捲めくれ上あがると角へと変わった。肩や肘に角が生え、甲冑そのものの形が変化していく。機動スラスターが取り込まれると、それが翼のように、ブラスターもまた手甲と一体化し、照準器が生体コンピューターとデータリンクされていく。そしてさらには左手に持っていた皇国の盾との同化が始まった。

「……まさか、そんなことって」

　サファイアが俺の変化に目を見開く。皇国に伝わる《皇女の盾》は溶けるように生体甲冑の表面を覆うと、黒水晶の如く輝き出し、甲冑全体から黒く禍まが々まがしい光を放ちだした。

　生体甲冑が、いや、俺という生き物が進化していく。脳が生体コンピューターと同化したことで、各種センサーもダイレクトに繋がっていく。眼が、耳が、五感のすべてが研ぎ澄まされ、あらゆる生き物の鼓動が聞こえるようになる。

　──セラノは!?

　まだ生きている。わずかだが脈を打っている。死んではいない。そして、セラノに意識を集中したときだ。生体甲冑にメモリーされていた彼女の記憶が俺の中に流れ込んできた。それはつらい戦いの記録だ。数多あまたの星の戦士たちと剣を交え、倒してきた恐ろしい記憶が浮かび上がる。だが、サファイアと二人で楽しく笑う光景が表示されると、最後に俺の顔が浮かんだ。その顔は鏡で見る顔とはちがい、とても自分とは思えぬほど優しげな顔をしていた。

　騎士アルス。

　その顔は俺がこうなりたいと子供の頃に思い描いた顔だった。

「……アルスさん。あなたはいつも私の未来予測を粉々に打ち砕く」

「ああ。勝手に未来など決められてたまるものか」

　今、生体甲冑《黒丸》が見せるサファイアの姿には、自動スキャンした生体データの波形が重なっている。その中のひとつ、脳波の値が異様な波を形作っていた。

「まず、あなたには謝らなくてはいけませんね。私はあえてアルスさんを戦力から除外していました。なぜなら、愛するあなたに戦ってほしくないから。あるいは宇宙戦争では戦力にはならないから。けれど、あなたが生体甲冑と完全融合を果たしたのでは話は別です。今、あなたをきっかけに世界の未来が変わっています。だから視みせてください。あなたのすべてを」

　なるほど。今、サファイアは魔法を使おうとしているのだ。俺は生体コンピューター《黒丸》に命じて全ステータスをサファイアの前に投影した。すると、生体甲冑の瞳が映すサファイアの背後に、正体不明のオーラのようなものが浮かび上がった。アンノウン。おそらく魔法そのもの。桜色のオーラが一対の瞳へと形を変え、世界の未来を見通し始めた。巨大な眼が俺たちの未来をみつめている。

『──さぁ、ハルノミヤ、出ておいで。さもないとビームを当てちゃうよ。まずはうっとうしいその男から消しちゃおう』

　第二皇子の声とともに宇宙戦艦からビームが放たれた。人の身体など一瞬で蒸発させる熱量だ。半径一メートルの円形に照射され、宿の玄関が瞬時に炭化、そのまま俺に迫る。だが俺は左腕を三〇度の角度でかざす。それだけで対人ビームは窓の外へ向きを変え、空の彼方へと消えていった。玄関に空いた穴からビームの軌跡を呆けた顔で追う皇子の顔が見えた。

「……なるほど。データ通りですね。身体能力は八倍強、追加武装を取り込んだことで各種能力値も大幅に上昇。さらにはうちの盾と融合を果たしたことで甲冑全体に耐ビームコーティング。まったく、あの盾と生体甲冑が融合できるなんて誰も考えていませんでした。世の中には不思議なことがいくらでもあるようです」

　外で第二皇子が何か喚わめくと、皇国の歩兵の一隊がこちらへホバリング移動してきた。時速一〇〇キロは出ているはずだが止まっているように見える。これも甲冑の力か。

「アルスさん。今のあなたは身体能力が上がっているというより、生体甲冑と融合したことで人ではなく別種の生物になっています。そのため、時の感じ方がちがうと思いますので、それに注意して剣を使ってください」

　少しサファイアの注意は遅かったようだ。反射的に薙いだ剣が敵を内側から破裂させた。続く敵も同じように斬れた。剣は当たっていないというのに、列を成して襲ってきた機動歩兵の一隊がすべて赤い肉塊へと変わり地に落ちた。これが八倍の世界。八倍の身体能力。その力を与えてくれた生体甲冑《黒丸》が、剣を第二皇子に向けた。

　立体映像だというのにビクリとする皇子が滑こつ稽けいだった。あれほど恐ろしかった皇国の支配者が道化のようにしか見えない。そこへ宿から出てきたサファイアが隣に立った。

「アルスさんのおかげで新しい未み来ちが視えました」

「どんな未来だ？」

　サファイアは微笑ほほえんだ。

「あなたは私が皇女ハルノミヤに戻れば殺すとおっしゃっていましたね。それは今も変わりありませんか」

「ああ。状況がどうあれ、それだけは変わらない」

「了解です。私はあなたに殺されたかった。けれど、殺されたくもない。だから、決めました。私は皇女をやめる」

「皇女をやめてどうする」

　サファイアは空を見上げた。

　その手にはセラノが持っていた通信装置があった。サファイアはそれを身につけ、空を見上げる。その先には天井も雲もなかった。宇宙を見ている。サファイアの双眼はそこにいる第三宇宙艦隊を見ていた。

「我が精鋭、第三宇宙艦隊に告ぐ。これより名称をあらため《竜りゆう王おう皇こう国こく宇宙艦隊》とする。各員、一層の奮起を期待する」

　竜王皇国、だと？

　生体甲冑を通じて、第三艦隊司令部がサファイアからの通信を受けて歓喜するのと同時に、すぐさま混乱を始めたのが伝わってきた。それにかまわずサファイアは続ける。

「旗艦《ウララカ》に命ずる。西部エリア二–三、gf地点、射角五五度、実じつ体たい徹てつ甲こう弾だん一斉射。放て」

　瞬間、ズンと音がした。

　その方向を見ると宇宙戦艦に大穴が空いていた。第二皇子の立体映像が、自身の乗る戦艦の方を振り返り、驚きよう愕がくともつかぬ顔をする。ここでサファイアがこちらを見た。

「突入路を開きました」

「サファイア……君はいったい俺に何をさせようとしている」

「だから突入ですよ。私の母を殺し、セラノをあんな目に遭わせた義兄を私は絶対に許さない。全戦力を持って支援するのであの男の首を刎はねてください。このサファイア一生のお願いです」

「元よりそのつもりだが──」

　竜王皇国とはどういうことかと尋ねる間もなく、サファイアは艦隊への命令を続ける。

　次々と巡洋艦や駆逐艦が落ちていくが、不意打ちから立ち直った第二皇子の宇宙戦艦も反撃に転じる。頭上であらゆる種類の砲弾が飛び交い、それは遙か遠く、王都の上空にいるサファイアの旗艦へ飛んでいく。その射撃の角度が少しずつ変わっているところをみると、あの《空飛ぶ船》──いや宇宙戦艦《ウララカ》が移動を始めたのだろう。旗艦の予測位置が次第に近づいてくるのが甲冑の瞳を通してわかった。

「今、同型艦同士の撃ち合いに持ち込みました。こうなると、スペック的に千日手になります。アルスさんには馴な染じみがないのでわからないと思いますが、艦隊戦ではこういう局面がけっこう多いんです。で、この状態に持ち込んだうえ《降こう下か猟りよう兵へい》を敵艦に潜入させ、敵将を討つというのが我が艦隊の得意戦術のひとつです。いつも先せん鋒ぽうはセラノが務めますが、今日はアルスさんにお願いします。そこに敵が乗ってきた揚陸艇があります。第二艦隊旗艦に突入してください！」

　論じている時間はなかった。今の俺ならやれる。

「……セラノを頼むぞ、サファイア。どんなことをしてでも生かせ」

「わかっています。ご武運を」

　上空で始まった戦艦同士の撃ち合いによって戦士たちは戦意を喪失し、対戦車機械獣もまた生体甲冑を装着した俺の敵ではなかった。動どう力りよく炉ろを一突きにして息の根を止める。

　そして、トウキビ畑に停まっていた揚陸艇に乗り込む。操縦法はわからなかったが、生体甲冑が勝手にコントロールしてくれた。揚陸艇がフワリと浮き上がり戦艦へと飛ぶ。まだ敵艦はこちらを味方機と認識しているらしく、迎撃されることなく先ほどの艦砲によって右舷に空いた穴から侵入できた。

　初めて入る銀河皇国の戦艦は、陶器や金属でもない俺の知らない材質の白いタイルで内壁が覆われていた。その未知のタイルが爆音を吸収しているのか、外では激しい砲撃戦が行われているというのに、艦内は静寂に包まれている。

『──アルスさん。義あ兄には司令部室の二階、右側の壁のあたりにいるはずです。そこからエレベーターに乗ればすぐ着きます』

　サファイアの声が耳の内側から聞こえてきた。すでにそうしたことを不思議にも感じない自分がいる。ただ《エレベーター》というものがわからず《黒丸》のナビにしたがうことでそれに乗ることができた。三秒もかからず八層もの高さを移動する小さな部屋。扉が開くとそこで敵兵と鉢合わせした。だが、ブラスターも持たぬ乗組員らしく、抵抗をされることなく剣で突くことができた。

『近い……近いぞ……』

　黒丸が呻く。廊下を駆け、扉を蹴破る。そこは案ナ内ビ通り、敵の司令部だった。指揮棒を持った高級将官が口を開け、俺を見ている。一瞬の静寂に続いて従卒と覚しき者がブラスターを抜いたが、跳躍して机ごと従卒を両断した。それからは反撃もなく、その意思さえ感じられなくなった。

　ここにいるものは将官ばかりだというのに甲冑も纏っていない。それどころか対人兵器のひとつも用意していないことが不思議に思えたが、分厚い装甲に守られた戦艦だ。ある一定のところまで侵入されたら終わりだと割り切って設計されているのだろう。そして、たとえ敵でも将軍や艦長ならばやることは王国の軍人と同じなようだ。俺を排除できぬことを悟ると、次々とこめかみにブラスターを当てて自決していった。絶命した将官たちのあいだを縫ぬって階段を昇る。

「サファイア」

『首を持って帰る必要はありませんから』

　階段を昇る途中、巨大スクリーンから宇宙戦艦《ウララカ》が近づいてくるのが見えた。艦砲の閃せん光こうが瞬くたびに、敵艦の主砲や砲座を蒸発させていく。第二皇子の直ちよく掩えん巡洋艦に至ってはBs次元弾の直撃を受けて次元の彼方かなたへ消えた。俺が司令部を制圧したことで、外での戦いは終わりに近づいているようだ。

「あれは……」

　そんな中、砲火を掻かい潜くぐって宿へ降下していく小型艇が見えた。赤い十字のついた小型艇だ。あの船に医師が乗っていることはコンピューターの助けを借りずともわかる。セラノが助かるか否かは皇国がこれまで蓄えた医療技術と医師の腕に祈るしかない。

　代わりに今、俺がすべきことは。

　艦の最上層に位置する部屋へ続く扉に手をかける。扉を開けると長身の男が頭を抱えて震えていた。その姿は若者だというのに憐れな老人のそれでしかなかった。とても銀河皇国の皇位継承者だとは思えぬが、この男こそ銀河皇国第二皇子アキノミヤ。サファイアの母の仇かたきにして、セラノを痛めつけ、この星の破壊を目論んだ憎き男。

　ゆえに。

　愛すべき女将の望みと、生体甲冑《黒丸》の望みを我が一刀によって叶えることにした。剣を振り上げる。甲冑が禍々しい黒光りを放つ。












「やれ、黒丸」

　赤い鮮血が飛び散った。

　そして、それからほどなくして聞こえてきたのは、凜りんとしたサファイアの声だった。ただし、それは俺に向けられたものではなかった。艦内に、惑星全体に、それどころか全宇宙に向かってサファイアの声が響き渡る。




「これよりハルノミヤあらため女将サファイアは当地の初代皇帝に即位します」













「サファイア！」

　白旗を揚げた戦艦から降りた俺を待っていたのは、儀ぎ仗じよう兵へいの列と第三艦隊の幕ばく僚りようたちだった。そして居並ぶ将官のあいだを真っ白い礼服を着た「女帝」が走ってきて、俺に抱きついた。サファイアだ。

「無事だというのは確信してましたけど、よかった！　本当によかった！」

「セラノは……？」

「今、お医者が全力で治療にあたってます！　きっと助かるはずです！　絶対です！」

　セラノの身を案ずる黒丸の気持ちが伝わってきた。生体融合を解除して、すぐにでもセラノの元へ連れていってやりたいが、今、脱装すると重傷を負っている俺の身体からだが危うくなる。もう少し黒丸の力を借りていたい。

「ところで先程の宣言は何だ、サファイア」

「聞いてのとおりですよ。私は今からこの星の皇帝になります。道義的には許せぬものがあるでしょうけど、そうさせてください」

　サファイアは胸についた銀河皇国の記章を毟むしり取とり、それを無造作に地に捨てた。すると、跪ひざまずいていた幕僚たちも同じように記章を捨てた。その中のひとり、黒い眼帯をつけた初老の男が他の将官を代表するように口を開いた。

「いよいよ、旗揚げですな。サファイア様」

「中将。まずは詫わびましょう。今までことわりもなく身を隠し、悪いことをしました。ですが、世界を救う算段が立ったので私は戻りました」

「ほう、世界を救いますか」

「はい。私は人類滅亡の未来を憂いこの地に隠れましたが、彼と出会い、そして彼さえいれば、滅亡の未来を変えられると目算が立ったので国を興おこしました」

　幕僚たちの目が一斉に俺を向いた。待て、サファイア。何を言っている。たしかに生せい体たい甲かつ冑ちゆうとの融合に成功したことで、常人とは比べものにならない力を手に入れた。だが、宇宙戦艦を持つ君たちからすれば、「ちょっと強い歩兵」にすぎないだろう。しかし彼らはサファイアに双そう眸ぼうを戻すと尋ねた。

「して、その方法は？」

「それを答える前に私から尋ねましょう。銀河皇国母星に艦隊特攻を仕掛けて首都を制圧できる可能性は？」

「まぁ、ゼロでしょうな。駐留艦隊の総数は我が艦隊の五〇倍。さらにヤマノテ環状要塞もありますから」

「では、強襲揚よう陸りく艦かん一隻を母星に降下させる、その一点に絞れば？」

　サファイアがそう言うと、中将の位を持つ男はキョトンとしたあと大声で笑い出した。

「それでこそサファイア様です。なるほど、それで『彼』を使うのですな」

　彼とはもしや俺のことか？

「サファイア！　いったい、何を話している？　何を企たくらんでいるのだ!?」

「えっと、前々から考えてたんですけど、やっぱりこの世界っておかしいんです。みんな幸せを求めて生きているのに不幸な人が生まれてしまう。幸せに暮らすための食糧も資源も十分あるにもかかわらず、どういうわけかみんなに行き届かない。それはなぜか？　簡単です。戦争です。戦争がぜんぶ悪い。でも、戦争を終わらせるのは難しい。そりゃそうです、人類発祥以来、戦争がなくなったことがないんですもの。でもようやく戦争そのものを撲ぼく滅めつできる目め処どが立ちました。あなたがいればそれができるんです」

「待て。意味がわからぬ。そもそも君が戦場に戻れば人が多く死ぬのではなかったのか？　この星を守るにしても一年で詰むと言ってなかったか？」

「たしかに言いました。でも、アルスさんがいれば何だってできることがわかっちゃったんですよ。──通信部のアイハラさん。宇そ宙らの方はどんな感じです？」

　サファイアは末席に控えていた若い士官に尋ねた。

「ははっ！　会戦開始後一〇分で第二艦隊の七割が降伏、残り三割を撃沈及び拿だ捕ほ」

「もっと向こうの状況は？」

「──皇国の支星は……え？　反乱発生？　いえ、サファイア様のお立場からするとご支配に加わろうとしているようです。それも星都ハオウジ、惑星クダン、ターチカまでが臣従を願い出ています！　皇国全域の五分の二が《竜りゆう王おう皇こう国こく》の傘下に加わりました！　あ、ボヌール連邦から通信。条件付き同盟を求めています。さらに各星系から問い合わせが……。旗艦の通信システムでは処理が追いつかず、ナビが悲鳴を上げています！」

　さらに隣の通信士官が報告を上げた。

「帝政ボラニカとグランカ群星連合が全面戦争に突入！　周辺星系に戦火が広がっています！　ちょ、ちょっと待て。北天では独立が相次いでいます！　西天でも同じように！」

　まるで宇宙が動き出したかのように思えた。これらはサファイアが皇国に反旗を翻したことをきっかけに起きているのか？　皇こう女じよハルノミヤが皇国で絶大な人気があることは聞いていた。また、麾き下かの艦隊も強力だ。それが反乱を起こせば周囲に影響が伝播することはわかる。だが、何だこれは？　まるで世界戦争が起きているようではないか！

「あんまり心配しないでください。派手な感じですけど、じつのところ小規模な戦闘が宇宙各地で同時発生しているだけですから。あ、中将。艦隊の三分の二を率いて第二皇子の所領をすべて平らげてください。今なら簡単に制圧できます」

「はっ！」

「少将は残りの艦艇を率いて自治星系へ進出。治安悪化を未然に防ぎ、駐留艦隊があればすべて仲間に引き入れてください。独立を支持すると条件を出せば協力してくれます」

「ははっ！」

　質問を挟むことなく士官たちがそれぞれの乗艦に戻って行く。そこでようやくサファイアが俺に向き合った。

「とりあえず最初の策ては打ち終わりました。一週間もすれば銀河皇国の艦隊は惑星防衛や反はん乱らん鎮ちん圧あつなどで各星系に散らばってゆき、しばらく帰ってこれなくなります。つまり、母星の周りは手薄になります」

「それでどうなるんだ？」

「いや、その……。そこでアルスさんにですね、皇国母星へ行って本懐を遂げてもらおうと。ようするに皇帝を討ってきてほしいんです」

「何!?　この俺に銀河皇帝を倒せというのか!?」

「はい。すでにご存知のように、武器や兵器が強力になっても、戦争の本質は変わらない。戦いを終わらせようと思ったら首都を制圧するか、首長の首を獲とるしかないのです。これまで私が本国の面倒な要求を聞いてたのは、うちの兵力だけではそれができなかったからなんですけど、アルスさんのお力を借りれば、第二皇子を討ったのと同じ戦法で皇帝も討てるんですよ。だって、今のアルスさんは無敵の騎士。誰にもあなたの歩みを止められない。我が艦隊の総力を挙げて母星に強襲揚陸艦を降ろし、皇帝を討ってもらう。それが成功すれば、銀河皇国の全軍を使えるようになって世界統一できる。で、戦争そのものを滅ぼせる。少なくとも私たちが生きている間は」

　俺はサファイアを恐ろしく思った。この女は盤上の駒を操るように世界を動かすのだ。はたして、その先にこいつは何を見ているのだろうか。

「……サファイア。世界を手に入れて何を目もく論ろむ」

「え？」

「なにが『え？』だ。君は俺を使って帝王にでもなろうと考えてるのか？　だったら、それは皇女と同じぞ」

　そう言うとサファイアは狼狽うろたえ始めた。武力で平和を勝ち取ったあとに待つのは独裁だ。サファイアが求める幸せと、人類それぞれが求める幸福はちがう。力で得た平和はすぐに破綻し、残酷な結末が待っていることは、歴史が証明している。俺はこいつが《虐ぎやく殺さつの姫君》に戻ることは認めない。

「いや、その……、怖い顔しないでください。このまま何もしないんじゃ、竜王星はどこかの勢力に滅ぼされちゃうって言ったじゃないですか。一年未満で」

「ああ、言った」

「するとアルステイも潰れちゃう……」

「……は？」

「だから、私たちの旅館が潰れちゃうでしょ？　その未来を避けるためには世界統一しかないんですよ。戦争をなくさなきゃ、アルステイを続けられないの」

　呆あつ気けにとられた。

　呆ぼう然ぜんとさせられた。

「戦う目的が宿の存続なのか!?　そのために戦争という概念そのものを滅ぼすというのか、サファイア！」

「それ以外、何があるっていうんです？」

　サファイアが小首を傾けた。

　おそらく世界中の指導者や独裁者が、国のため、主義主張のためと矛を交えているだろうに、この女は旅館を存続させるために世界統一すると言うのだ。

　思わず、吹き出した。そして、気がつくと大笑いしていた。そういえば、声を出して笑ったのはいつ以来だろうか。あまりにも痛快で笑いが止まらなかった。こいつほど女将らしい女将はいない気がする。宿の経営を気にする女将はいくらでもいようが、宿を存続させるためだけに全世界に向けてけんかを売ったのだ。

　俺はサファイアに背を向け、村へ歩みを進めた。

「あ、あれ!?　どこへ行ってしまうんですか!?　もしかして、愛想が尽きたとかですか!?　待って！　私を置いていかないで！」

「……まったく愚かな女将だ。今回の騒ぎで宿の玄関と屋根が吹き飛ばされた。直さねば、客を迎えられないであろう。というか、そなたも来い。この騒動で村に多大な迷惑をかけた。女将本人に謝ってもらわねばこれから村人たちの協力を得られなくなる」

　サファイアの顔に花が咲いた。

「そなた、ってまた呼んでくれた！」

　そっちか。

「言い間違いだ」

　サファイアが俺を追いかける。取り残された第三艦隊の幕僚連中が慌ててついてこようとしたが、サファイアが両手を横にして彼らを止めた。

「だめ！」

「は!?」

「うちの旅館に来るなら予約しないと入れてあげません」

「サ、サファイア様!?」

「さぁ、全ぜん艦かん抜ばつ錨びよう！　目指すは世界平和。各員に向け、一層の努力を命ず」




　こうして銀河皇国第三皇女ハルノミヤは惑星《竜王》で失しつ踪そうし、代わりに女将サファイアが女帝として即位した。年号も竜王暦と改められ、年が明けたら「竜王元年」になるそうだ。

　まぁ、それはじつのところ、どうでもいいことだったりする。

　あいつの独立宣言以来、俺たちは客層の変化に対応するため、それどころではないのだ。

　今、旅館アルステイは空前の忙しさに見舞われている。それも当たり前だ。この星が新しい星間国家の首都惑星になったうえ、その国家元首兼艦隊司令長官が女将を務める旅館だ。客が押し寄せるのは当たり前のことで、しかも客の大半が独立惑星の首長や大統領といった貴人ばかりなので、その警備はもとより出身星の風習や食文化を調べるなど、やるべきことがあまりにも多いのである。

　ただ、意外なことにブンタがそういった情報収集に才能があり、このところは接客だけでなく諜ちよう報ほうと広報の仕事を兼務してくれている。まったく、子供という存在は可能性のかたまりだ。

　可能性といえば、何を勘違いしたのか、サファイアと姻戚関係を結ぼうと、リョウに宇宙中から結婚の申し込みが殺到するようになった。それを断るために手紙を書かせていたのだが、いつのまにか翻ほん訳やく薬やくなしで四〇ヶ星の言語を習得するなどして、今度は言語学者からスカウトの手紙が来るようになってしまった。できた娘を持つのも、なかなかに気苦労が絶えぬものである。というか、あの子は本当に七歳児なのだろうか？　我が娘ながらリョウには謎が多い。

　かくいう俺は……。

「……今月の収支も赤字だな。これだけ身を粉にして働いているのになぜ金が増えぬのだ？」

「そうですね……。原因はいろいろありますが、まず旅館のバリアフリー工事をしたことが大きいです。さらにリョウちゃんのために勉強部屋を作ったのもアルスさん個人の財布を軽くしたのでしょう」

「セラノよ。親が子の勉強部屋に金をかけることは当然であるし、客の中にはお身体が不自由な方も多い。バリアフリー工事は優先せねばならないことだったのだ。無駄遣いしているような言い方をしないでくれ」

「そうは言ってませんよ。もしアルスさんが無駄遣いしたというなら、この超々硬化大太刀でしょう。ご自身が装備するならともかく、私にこんな高価な刀を与えるなど財布が空になって当然です」

　第二皇子討伐戦で重傷を負ったセラノだが、二週間の医療カプセル治療によって黄よ泉みの縁から甦よみがえった。そして、今、俺たちは旅館アルステイから離れ、「出稼ぎ」に来ている。

「そう言うな。そなたは俺が雇い、この出稼ぎの場では戦友なのだ。また、セラノにはいつもリョウが世話になっている。生き残ってもらうため、たとえどれだけ高価でも最新の装備を贈るのは当然であろう」

「……まったく、あなたは困った人です」

　セラノは黒光りする大刀を宇宙要塞に向けた。

　今、俺たちは精鋭、第20降こう下か猟りよう兵へい部隊一個中隊一〇〇〇名とともに出撃のときを待っている。搭乗している強襲揚陸艦の周囲には宇宙戦艦六隻が展開し、厚い装甲と高火力をもって俺たちの要よう塞さい突とつ入にゆうを援護してくれているが、さすが環かん状じよう宇う宙ちゆう要よう塞さい《ヤマノテ》は堅固だ。どうにか駐留艦隊は蹴散らしたものの、要塞内部に侵入できるかは神のみぞ知るといったところ。要塞砲が雨あられと周囲を飛び交い、戦艦六隻の装甲も限界が近い。

　今回の仕事は、銀河皇国成立以来一度として敵の侵入を許したことのない難攻不落の宇宙要塞の奪取、および占拠だ。「出稼ぎ」というレベルを超えている気がするが、宿に露天風呂を新設するには金が必要だし、サファイアの予測にしたがえば、三時間以内にここを陥かん落らくさせねば、半年後に竜王星が火の海になるという。まぁ、故国の命運を賭けた出稼ぎといったところか。いまだ戸惑うことは多いが、戦争も日常も仕事もその規模が大きくなっただけで、じつのところやっていることはあまり変わらないのかもしれない。

　──そう、何も変わっていないのだ。

　世界を統一し、あらゆる不幸をなくそうと友と誓ったあの日から何も変わっていない。俺たちの夢は新たな王と仲間を迎えて今も続いている。

「──アルスさん。前々から思っていたのですが、サファイアは人使いが荒いですよね。これでは銀河暦二〇〇〇年代のブラック企業と呼ばれた組織と大差ありません。言うなればあの子はブラック女将。おそろしいことです」

「ブラック女将か。そなたはまことに口が上手いな。刀の使い方だけでなく言葉にキレがある。好ましい女だ」

　そう笑ったとき、黒丸の内蔵スピーカーを通してクレームが飛んできた。

『ちょっ！　またセラノを「そなた」呼びしてる！　しかも、私をブラック女将だなんてひどすぎません!?』

　俺とセラノは顔を見合わせて、同時に苦笑いした。

　万一のことがないように、宿にあいつを置いてきたはずなのに、どうやらここまで着いてきていたようだ。旗艦《ウララカ》は別星系にいるから、戦艦のどれかに忍んでいるのだろう。一応、各艦に捜索願を出そうかと思っていると、降下猟兵たちの最後尾からどよめきと同時に歓声が上がり始めた。整然と並んでいた兵たちの真ん中を突っ切って歩いてきたのは、場違いなワンピースを着たサファイアだ。溜ため息いきが出た。こいつはいったい何を考えて生きているのだ!?　最前線に国家元首が来るなどありえん！　今、この瞬間にも要塞砲の直撃を受けて蒸発するかもしれぬというのに……！

　しかし、難攻不落の宇宙要塞への突入を前に緊張していた降下猟兵たちの士気が、サファイアの降臨によってこれ以上なく高まった。当たり前だ。国家元首が最前線にいて兵たちが昂たかぶらぬはずはない。今回の作戦の成功確率は二三％程度だったが、この様子なら勝利はまちがいないだろう。まったく、おかしな女将だ。こいつは。




　銀河の辺境にひっそり浮かんでいた惑星《竜王》に生まれ、戦禍に巻き込まれて剣を取った俺。

　中世と呼ばれる世界で剣を振るい、そして盟友を失った騎士アルスだが、新たな仲間を得て世界大戦に身を投じている。おかしなことに巻き込まれすべてが変わったが、今はおかしな女とともに夢を叶かなえようとしている。きっと、皆も許してくれるだろう。仇かたきとともに生きる、この俺を。

「──アルスさん。八日後にボヌール連邦の書記長が宿に来るそうなので必ず帰ってきてください。もちろんセラノもです。二人がいなければ、おもてなしに失敗して連邦と全面戦争に突入する未来も視みえますから」

「元よりそのつもりだ」

　隣に眼をやるとセラノが頷いた。いよいよ宇宙要塞が間近に迫り、強襲揚陸艦が艦首に超ちよう電でん磁じ破は城じよう槌ついを伸ばした。そして、加速をかけて要塞の生体装甲に楔くさびを打ち込む。五〇〇年ものあいだ傷一つついたことのない宇宙要塞に穴が空き、要塞内に突っ込んだ艦首のハッチが徐々に開いていく。

　そこへ、ふっと白いものが飛んでいくのが見えた。どこから紛れ込んだのか竜王星の固有種ジュンパクチョウだ。幸運を運ぶ白い蝶ちようが俺を導くように宇そ宙らを飛ぶ。

（……サファイア。幸運はまだ続くぞ）

　いつか、この蝶が全宇宙に広まり、群れを成すようになればと思う。そうなれば世界中が幸福で満みち溢あふれるだろうから……。












　そのためにはもう少し血生臭い戦場に身を置かねばならない。




「全軍、突撃！」




　竜王暦元年一月一日。

　建国からまだ一年も経たっていない国の、最強騎士団が要塞攻撃を開始した。









あとがき






　こんにちは、やのゆいです。本作、『皇こう女じよの騎き士し』を手にとっていただきありがとうございました。

　今回はラブコメと子育てをテーマにして、中世ファンタジーとスペースオペラを融合させた物語を書かせていただきました。ストーリーは時代遅れの騎士が田舎村で旅館を開き、ヒロインと一緒に女の子を幸せにするというハートフルな内容です。

　ええ、そうです。ハートフルな物語を目指してました……。

　それが書き始めたら宇う宙ちゆう戦せん艦かんが飛んできて、明日を誓い合った仲間たちが殺され、敵は何千年も文明が進んだ星間国家で、出会った白ワンピ女子がラスボス……。なんでこんな「おかしなこと」になったのでしょう？　主人公のアルスさんには申し訳ないという気持ちでいっぱいです。本当にごめんなさい。筆が勝手に動いてしまったのです。

　筆が動くと言えば、当初の予定にないキャラクターたちがこれまた勝手に誕生し、竜王星で活躍を始めたことには驚かされました。

　たとえばブンタ君。トウキビ農家の長男坊がこんなに働いてくれるとは思いませんでした。彼がいなければ大工道具は手に入らず旅館はボロ宿のままだったでしょう。カブトムシを捕りに行ったサファイアさんも森で遭そう難なんしたにちがいありません。この子供従卒がいなければ地味にアルスさんたちの旅館経営は失敗していたと思います。ほんと、使える子です。

　あ、そういえば本作に登場する《トウキビ》は、トウモロコシとは異なる穀物です。外見や味はそっくりなのですが、地球人の眼から見れば明らかに改造されたトウモロコシという感じで、コメやイモのいいところを兼ね備えたスペシャルな農作物です。きっと、宇宙を旅した何者かが竜王星に伝えたのでしょう。そのため調理法が私たちの知ってる「唐とう黍きび」とは異なるので、もしアルスさんが姫の胃袋を摑つかんだテリンを作ってみようという方がいらっしゃったら地球風にアレンジなさってください。

　それにしても、テリン作りの名人アルスさんですが、ティーンのときに戦争で家族を失って、騎士学校でがんばってエリートになったと思ったら国がなくなるとか、神も仏もありませんね。よく闇やみ落おちしなかったものです……。

　ただ、彼は学校と軍隊でスキルを磨みがいてきたから、旅館アルステイでうまく働けたんだと思います。そうです。努力は裏切らないのです。

　現代日本に置き換えれば、一流大学卒業後、新卒で入った会社が倒産、それでも再就職に成功といったところでしょうか。ニュースなどで失職して人生を儚はかなんで……という話を耳にしますが、それまでがんばってきた人に受け皿がないなんてことはありません。文明レベルが低い竜王星に宇宙戦艦が攻め込んできてもなんとかなるのです。地球でどうにもならないなんてことはないでしょう。私はそう思います。

　なんだか話が逸それました。

　さて、いろいろあって宇宙最強の騎士になったアルスさんですが、宇う宙ちゆう要よう塞さいを攻め落とせるのでしょうか？　はたしてサファイアは戦争を滅ぼせるのでしょうか？

　また、ガチで《竜の巫み女こ》っぽいリョウちゃんの今後も気になります。どうやら第二皇子の艦かん砲ぽう射しや撃げきによって《龍の背》に封印された「悪あしき竜」が目覚めてしまったようなのです。いったい何が起きるのでしょう？　作者ですらわかりません。

　もしまたお会いできればアルスさんの旅の続きを書ければと思います。

　おっと、そろそろ紙面が残り少ないようです。

　最後にこの本を刊行するに当たってお世話になった方へ謝辞を述べさせていただきたいと思います。担当編集のＨさん、校正さん、それにサファイアやセラノ、リョウたちを可愛らしく描いてくださったｍｍｕさん、ありがとうございました。

　では、ふたたびお目にかかれることを願って。

　失礼します。





平成二九年一〇月二五日　甲こう府ふにて
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